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研究拠点の名称

心が活きる教育のための国際的拠点

Revitalizing Education for Dynamic Hearts and Minds 

(京都大学機関番号 14 301 拠点番号 D-0 7) 

研究拠点形成費

平成 19年度 直接経費 110，000千円 間接経費 33，000千円

学内関連部局

教育学研究科(教育科学専攻、臨床教育学専攻)

高等教育研究開発推進センター(高等教育教授システム研究開発部門)

文学研究科(行動文化学専攻・心理学専修)

人間・環境学研究科(共生人間学専攻・社会行動論講座、認知科学講座、行動制御学

講座)、

こころの未来研究センター

*霊長類研究所(思考言語分野)

*協力部局

研究組織

ユニットA I基礎過程:心が活きるとは ?J

ユニット B Iシステム:社会システムの設計J

ユニット C Iサポート:個人と関係のサポートj

ユニット D I開発評価:ユニットの評価尺度開発」
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構成メンバー

職階 氏名 所属ユニット 専門分野

教授 O 岡田敬司 A 教育人間学

教授 小山静子 A 教育史学

教授 O 杉万俊夫 B 社会J心理学

人間・環境学研究科
教授 O 禁木潤 A 認知科学

教授 松村道一 C 認知神経科学

准耕受 永田素彦 B 社会J心理学

助教 山本洋紀 A 視覚J心理学

助教 久代恵介 A 認知神経科学

教授 O 苧阪直行 A 知覚心理学

教授 。藤田和生 A 比較認知科学

文学研究科 教授 O 楼井芳雄 A 認知神経科学

准樹受 板倉昭二 A 発達認知科学

准耕受 麓田宏 A 認知d心理学

教授 O 辻本雅史 A 教育史学

教授 。鈴木晶子 D 教育哲学

教授 O 山田洋子 C 生涯発達心理学

教授 田中耕治 B 教育方法学

教授 。子安増生 D 発達d心理学

教授 O 楠見孝 B 認知J心理学

教授 岩井八郎 B 教育社会学

教授 稲垣恭子 B 教育社会学

教授 川崎良孝 B 図書館情報学

教授 前平泰志 B 生涯教育学

教授 両見茂 B 教育行政学

教授 。杉本均 B 比較教育学

教授 矢野智司 C 教育人間学

教授 西平直 A 教育人間学

教授 藤原勝紀 C 臨床心理実践学

教授 桑原知子 C 心理臨床学

教授 伊藤良子 C 臨床心理実践学

教育学研究科
教授 皆藤章 C 臨床教育学

准孝対受 駒込武 B 教育史学

准初受 遠藤利彦 C 生涯発達J心理学

准老財受 西岡加名恵 B 教育方法学

准老財受 替藤智 A 認知心理学

准樹受 渡遺洋子 B 生涯教育学

准老甘受 O 佐藤卓己 B メディア社会学

准樹受 金子勉 B 教育行政学

准初受 O 禁藤直子 C 教育人間学

准孝貯受 田中康裕 C 心理臨床学

准孝財受 O 角野善宏 C 臨床心理実践学

准孝財受 大山泰宏 D 臨床教育学

助教 中池竜一 B 認知科学

助教 川部哲也 C 社会J心理学

助教 安川由貴子 B 生涯教育学

助教 石井英真 B 教育方法学

助教 片畑真由美 C 臨床心理実践学

助教 竹中菜苗 C 心理臨床学

助教 楠山研 B 比較教育学
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教授 O 田中毎実 D 人間形成論

教授 大塚雄作 D 教育J心理学

高等教育研究開発センター 教授 O 松下佳代 D 教育方法学

准耕受 溝上慎一 D 青年J心理学

助教 酒井博之 D 音響J心理学

教授 O 吉川左紀子 A 認知心理学

教授 船橋新太郎 A 認知神経科学

教授 カール・ベッカー D 倫理学、宗教学

こころの未来研究センター
教授 。 河合俊雄 C 心理臨床学

助教 久保南海子 A 認知発達心理学

助教 番浩志 A 認知神経科学

助教 内田由紀子 A 社会J心理学

助教 平石界 A 認知J心理学

教授 松沢哲郎 A 比較認知科学

准耕受 友永雅己 A 比較認知科学

霊長類研究所 准耕受 佐藤弥 A 認知J心理学

助教 田中正之 A 比較認知科学

助教 林美里 A 比較認知科学

COE助教 大塚結喜 A 認知J心理学

グローバルCOE
COE研究員 小島隆次 B 認知心理学

COE研究員 度瀬信之 A 実験J心理学

COE研究員 棲井里穂 D 比較教育学

所属・職階は平成20年3月末時点のものを示している。

。はリーダー職、 Oはリーダー以外の事業推進担当者を示す。
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はじめに

京都大学グローバノレCOEr心が活きる教育のための国際的拠点J (拠点番号D-07)は、平成19年度

文部科学省研究拠点形成費等補助金「グローパノレCOEプログラム」に採択され、平成19年6月より活動

を開始した。本報告書は、その初年度の活動内容を報告するものである。

グローパル COEプログラムは、平成 17年9月の中央教育審議会答申「新時代の大学院教育一国際的

に魅力ある大学院教育の構築に向けて」や、平成 18年 3月に閣議決定された「科学技術基本計画」等

を踏まえ、我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し、世界最高水準の研究基盤の下で世界を

リードする創造的な人材育成を図るため、国際的に卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援し、国

際競争力のある大学づくりを推進することを目的としている。平成 19年度は、全国の国公私立大学 111

校から 281件の申請があり、グローバル COEプログラム委員会により行われた審査において、 28校

63件が採択された。本拠点がこのように厳しい競争と厳正な審査を経て採択されたことを大変名誉に思

うとともに、それに相応しい活動を展開していきたいと一同決意を新たにしている。

本拠点、の平成19年度の主な活動内容は、以下の通りである。

本拠点では、研究上の組織としてユニットAr基礎過程j、ユニット Brシステムj、ユニット crサ

ポートJ、ユニット D r開発評価」の4つの研究ユニットを構成し、ユニット・リーダー、授業推進担

当者、授業推進協力者の連携のもとに、ユニットごとの研究活動を展開している。そして、拠点リーダ

ーの主導のもとに、ユニット・リーダー4人を含む 7人の委員から構成される執行委員会が中心となっ

て、拠点の管理運営にあたっている。執行委員会は、平成19年度に合計16回開催され、次のような事項

を決定していった。

拠点の運営組織を固めるため、 COE助教2人、 COE研究員4人を全国公募により採用し、専任の事

務職員 2名を雇用した。また、現在COE助教1人の国際公募を現在行っているところである。

本学の情報学術メディアセンター・コンテンツ作成室の協力のもとに拠点のホームページを立ち上げ

(http://www.educ.kyoto.u.ac.jp/gcoe/)、和文ページを適宜更新する体制ならびに英文ページを充実す

る体制を整えた。なお、拠点のロゴマークは、著名グラフィックデザイナーの奥村昭夫氏(学術情報メ

ディアセンター客員教授)のデザインによる。

グローバル COE間の連携協力体制として、学内のグローパル COEプログラム推進委員会に参加す

るともに、慶磨、義塾大学グローバル COEr論理と感性の先端的教育研究拠点形成J(拠点リーダー・渡

辺茂教授)と協力して事業を進めていくことを決定し、 2008年 1月に東京で開催されたシンポジウム

に共催・参加した。また、 2008年 2月に本学で開催された日本学術会議シンポジウム「ゲノムから心

まで~心の先端研究拠点への展望'""Jにも後援団体として連携協力を行った。

平成 19年度に本拠点が主催または共催して開催した行事は、講演会 20回、シンポジウム 7回、ワー

クショップ4回である。 2007年 11月には、拠点のスタートアップ事業として、グローパル COE拠点

形成記念公開シンポジウム「心が活きる教育に向かつて」を開催した。
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また、国際的拠点の形成という点で重要なシンポジウムをあげると、次のようなものを実施した口

・iPISA調査の特徴と課題一日中合同検討会J(2007年 12月、中国・中央教育科学研究所の研究者

を招鴨)

・ilnternationalsymposium on executive function in the mindJ (2007年 12月、イギリス・ラン

カスター大学ほかの研究者を招鴨)

・iHappinessand riskJ (2008年 2月、 ドイツ・ベルリン自由大学ほかの研究者を招聴)

・iTheself， the other & languageJ (2008年 3月;イギリス・ロンドン大学教育研究所に大学院生

7人を帯同し開催)

国際的研究拠点の形成と並ぶグローパノレCOEプログラムの重要な柱は、人材育成である。この点につ

いては、次の 4つの人材養成フ。ログラムを公募して実施した。

・20代、 30代助教を対象とする「若手教員支援研究費j を5人に助成0

・博士課程大学院生対象の「海外留学資金」を 7人に助成。

・博士課程大学院生対象の「大学院養成フ。ログラム研究費」を 15人に助成。

・博士課程大学院生が実施する課題探究型授業「研究開発コロキアム」経費を 8人に助成。

なお、院生対象説明会を 3回 (2007年 7月、 10月、および 2008年2月)開催し、上記の公募の趣

旨と内容の周知に努めた。

以上のように、初年度は 9か月に満たない短い期間で、あったが、申請内容に添って活発に事業を展開

してきたと言える。

------:2-
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拠点形成の目的

20世紀は、科学・技術・産業などが飛躍的進歩を遂げると同時に、貧困・犯罪・テロリ

ズム・地域紛争・戦争・環境破壊のような人類の宿病というべき矛盾を克服することがで

きず、 21世紀においても、近代社会の限界から生ずる個人、社会、地球全体のさまざまな

レヴェルにおける解決困難な課題が持ち越されている。学校教育としづ場面に限定して考

えても、いじめ、校内暴力、不登校という学校関係者や保護者を悩ませる現象は、人間の

心のあり方について大きな問題を投げかけてきた。人聞が作り出すさまざまな制度や組織

は、本来そこに生きる人間の心が活きるものでなければならないが、現実には制度や組織

が人聞を苦しめたり、心を萎えさせたりしている。

人間は、教育というものを通じて、知識と技能を獲得することによって自身が何事かを

なすことができるという「有能感j を得、自然や社会とつながることによってこの世界に

生きているという「生命感」を得る。さらに、この 2つの感覚を一定の目標に向けて十分

に発揮することによって何かをなしえた「達成感Jというものが得られる。そこに、同時

に「幸福感」というものを感ずることもできょう。反対に、このリンクの一部あるいは全

部がうまく機能しないとき、様々な問題が起こってくる。心と教育の諸問題に注目が集ま

る今日の社会において、このような枠組みから「心が活きる教育jを研究する国際的教育・

研究拠点を構想し、その諸問題に取り組む人材を育成する拠点の設置が強く求められてお

り、本プログラムはそれに真正面から応えようとするものである。

拠点形成計画の概要

本プログラムは、 21世紀 COEI心の働きの総合的研究教育拠点J(平成 14年度"-'18年

度)の多大な成果を基礎として、京都大学の心理学および教育学の研究者が有機的に連携

しながら、国際的に活躍する有為な人材育成のための新たな拠点を形成するものである。

具体的にはJ心が活きる教育」とはどのようなものかを解明し、それをどのように理解し、

あるいは実践していくかについて、教育学研究科(教育科学専攻、臨床教育学専攻)、高等

教育研究開発推進センター(第一部門)、文学研究科(行動文化学専攻)、人間・環境学研

究科(共生人間学専攻)、および、平成 19年度に設置される「こころの未来研究センター」

に所属する心理学および教育学の研究者が参加して研究拠点を形成し、拠点リーダーが全

体を統括しながら、 (A)I心が活きる」とはどういうことか、逆に「心が活きていなしリ状

態とはどのようなものかを研究する基礎過程、 (B)I心が活きる」ために必要な制度設計と、

それを社会に説明し実際に運用する仕組みについて研究するシステム、 (C)I心が活きるJ

ために有効な心理的サポートや教育的かかわりのあり方について研究ならびに実践を行う

サポート、 (D)以上の各ユニットが提案する理論・実践を「心が活きる」という観点から評

価し、同時に国際共同研究として「幸福感の国際比較研究Jを実施する開発評価、という
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4つの研究ユニットを中心に高度な水準のユニークな研究を進めていく D

人材育成の面では、心が活きる教育ということについて心理学・教育学の観点から深く

考えることのできる高度の専門性と幅広い視野を持ち、外国語による論文の投稿や国際学

会での発表など、国際的に情報発信ができる人材を育成するために、心理学・教育学の大

学院教育を拠点全体で担う教育体制を一層整備・充実すると共に、国際拠点形成の活動と

して、米ミシガン大学、英ランカスター大学、中国中央教育科学研究所、北京師範大学、

独ベルリン自由大学、英ロンドン大学教育研究所などの世界的研究機関との聞に築いてき

た学術交流協定に基づく教育・研究活動をさらに展開し、京都大学を世界中の心理学・教

育学の研究者が研究の発展を求めて集まる拠点としていく O また、広い視野から深く考え、

心と教育に関する諸問題の解明・理解・実践に貢献しうる人材の進路が、大学等の研究機

関のほか、官庁・企業等にも広がるよう、その支援体制を一層整備する。

博士課程学生を含む若手研究者のテニュア取得にいたるまでの支援としては、大学院生

に対する競争的人材育成経費(海外留学資金、院生養成フ。ログラム研究費、研究開発コロ

キアム)の支援、公募によるポスドク研究員 (4人)の採用、国際的公募による助教の採

用 (3人)、および、テニュア取得以前、あるいは、テニュア取得からまだ年数の浅い 30

歳代の若手教員に対する競争的研究費の支援などを行う。

以上のような活動を通じて、心理学と教育学が交差する新たな教育・研究領域の創成を

はかり、京都大学の内部は言うにおよばず、学術全体における人文科学の発展に貢献し、

社会の改革や改良に資する学術的情報を提供し、自らも有効かっ効果的な教育実践を行っ

ていくものである。

心が活きる教育とは

20世紀は、科学・技術・産業などが飛躍的進歩を遂げると同時に、貧困・犯罪・テロリ

ズム・地域紛争・戦争・環境破壊のような人類の宿病というべき矛盾を克服することがで

きず、 21世紀においても、近代社会の限界から生ずる個人、社会、地球全体のさまざまな

レヴェルにおける解決困難な課題が持ち越されている。学校教育としづ場面に限定しでも、

いじめ、校内暴力、不登校としづ学校関係者や保護者を悩ませる現象は、人間の心のあり

方について大きな問題を投げかけてきた。人聞が作り出すさまざまな制度や組織は、本来

そこに生きる人間の「心が活きるj ものでなければならないが、現実には制度や組織が人

間を苦しめたり、心を萎えさせたりしている。

心の問題は、さまざまなフィールドで取り上げられるべきでものであるが、中でも教育

というフィールドは最も重要なものの代表格である。ただし、高度に情報化された現代社

会においては、教育が学校教育という狭いフィールドに限定されるのではなく、時間的空

間的に拡張された、人間の生きる包括的な文脈での生涯学習あるいは生涯発達の視点が不

可欠である。

-4-



人間は、教育というものを通じて、知識と技能を獲得することによって自身が何事かを

なすことができるという「有能感」を得、自然や社会とつながることによってこの世界に

生きているという「生命感j を得る。さらに、この 2つの感覚を一定の目標に向けて十分

に発揮することによって何かをなしえたという「達成感jが得られる。そこに、同時に「幸

福感Jというものを感ずることもできょう。反対に、このリンクの一部あるいは全部がう

まく機能しないとき、様々な問題が起こってくる。

心と教育の諸問題に注目が集まる今日の社会において、このような枠組みから「心が活

きる教育」を研究する国際的教育・研究拠点を構想し、その諸問題に取り組む人材を育成

する拠点の設置が強く求められているのである。また、本拠点で育成される人材像として、

大学等の研究機関で活躍できる者は言うまでもなく、少子高齢化社会において社会の活性

化をはかるために期待されている新たな教育産業の創生に貢献できるような、ユニークな

人材をも視野に入れている。
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Purposes of Forming Our Project Basis 
In the 20th century, despite the rapid progress that was achieved in 

science, technology and industry, conflicts relating to poverty, crime, 

terrorism, local conflicts, and wars, and environmental disruption became 

firmly entrenched as the major problems facing human beings. Unsolved 

tasks which are derived from the limitations of modern societies have been 

carried over to the societies of the 21st century at various levels, involving 

individuals, societies and the international community as a whole. In 

school settings, those who are involved in education, including parents and 

teachers have been suffering from such difficult challenges as bullying, 

violence and refusal of children to attend schools. These issues raise a 

serious question concerning the state of the human mind. Ideally, the 

human mind should be revitalized through social systems and organizations 

produced by human beings, but in reality, these social systems and 

organizations have sometimes tormented human beings and enfeebled our 

minds. 

Through education and through the acquisitions of knowledge and skills, 

human beings obtain a sense of competence, and through connection with 

nature and society, we obtain a vital sense of life, or the feeling that we are 

living on earth. Further, when we direct these two senses to the same 

direction to the fullest amount, we obtain a sense of accomplishment that we 

have achieved something and in this, we can also feel a sense of happiness. 

Conversely, if a part of this interconnectedness does not function properly, 

various problems occur. In contemporary society, in which problems 

concerning the mind and education are prominent, it is urgently needed to 

envision an international research base that explores revitalizing education 

for dynamic hearts and minds from these perspectives and to foster 

researchers who are capable of addressing these challenging topics. Our 

project will challenge these goals. 

An Outline of the Formation and Activities Plan for Our Project 
Basis 

Based upon the results of the program, "Center for Excellence for 

Psychological Studies," the 21st Century COE program of 2002-2006, our 

Global COE project center is to be established through dynamic collaboration 
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between researchers in psychology and educational studies for the purpose of 

developing talented researchers who can demonstrate their achievements on 

a global scale. More specifically, in order to conduct research on what 

constitutes revitalizing education for dynamic hearts and minds and address 

the issue of how to advance practice in relevant fields, the Center will involve 

the participation of researchers in psychology and educational studies from 

the following departments: the Graduate School of Education (Departments 

of Education and Clinical Studies of Education), Institute for the Promotion 

of Excellence in Higher Education (Section 1), the Graduate School of Letters 

(Department of Psychology), Graduate School of Human and Integrated 

Studies (Department of Human Coexistence), and the Kokoro Research 

Center, a center scheduled to be established in 2007. In a coordinated 

manner, we will promote high-quality research, centering on the following 

four research units: (A) Basic Processes Unit, which conducts research on the 

vital state of the mind, and conversely, the non-vital state of the mind; (B) 

Systems Unit, which conducts research into the design of the system 

necessary for revitalizing education for dynamic hearts and minds, and the· 

scheme through which it is explained and applied to society; (C) Support 

Unit, which conducts research on the psychological support and educational 

commitments that are effective for revitalizing education for dynamic hearts 

and minds, and that puts them into practice; and (D) Development and 

Evaluation Unit, which conducts evaluation on the theory and practice 

proposed by each unit, and which has the task of implementing a project on 

"Cross-Cultural Research on the Sense of Happiness." 

We aim to develop researchers in psychology and educational studies 

who can think deeply, with high-level expertise and a broad perspective, 

about revitalizing education for dynamic hearts and minds; and who can 

publish in international, high quality academic journals and present papers 

at international conferences. To accomplish this task, an educational system 

will be developed that will enable graduate education programs in 

psychology and educational studies to be provided by the Center as a whole. 

At the same time the Center will reinforce its position as an international 

center for research and education through official academic exchange 

agreements with high-level research institutions abroad, including the 

University of Michigan, Lancaster University, the China National Institute 

for EducationalResearch, Beijing Normal University, the Free University of 
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Berlin, and the Institute of Education at London University. The aim is to 

create at Kyoto University a meeting place for scholars in psychology and 

educational studies from all over the world. 

The Center will also promote further support system for the career 

development of researchers, attracting especially those who can think deeply 

and broadly, who can contribute to the analysis and understanding of 

problems concerning revitalizing education for dynamic hearts and minds, 

and who can put solutions into practice, so that their career paths can be 

extended not only to universities and other research institutions but also to 

governmental organizations and business corporations. 

The Center will encourage young researchers including doctoral 

students to get tenure through the following measures: financial support for 

graduate students through a competitive research fund; the employment of 4 

post-doctoral researchers recruited through public advertisement; the 

employment of 3 assistant professors by world-wide general advertisement, 

and we will also offer research funding for young professors in their thirties 

who have not yet or only recently received tenure. 

Through these activities the Center aims to create a new research and 

education field in which psychology and educational studies are integrated. 

Through this integration, it is hoped that (a) significant developments in the 

humanities discipline will be achieved within Kyoto University and in 

academia as a whole; (b) scholarly information and understanding will be 

promoted, which in turn will promote social reform and innovation; and (c) 

wider engagement in effective and fruitful educational practice will be 

facilitated. 

What is Revitalizing Education for Dynamic Hearts and Minds? 
In the 20th century, despite the rapid progress that was achieved in 

science, technology and industry, conflicts relating to poverty, crime, 

terrorism, local conflicts and wars, and environmental disruption became 

firmly entrenched as the major problems facing human beings. Unsolved 

tasks which are derived from the limitations of modern societies have been 

carried over to the societies of the 21st century at various levels, involving 

individuals, societies and the international community as a whole. In 

school settings, those who are involved in education, including parents and 

teachers have been suffering from such difficult challenges as bullying, 
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violence and refusal of children to attend schools. These Issues raIse 

serious questions concerning the state of the human mind. Ideally, the 

human mind should be revitalized through social systems and organizations 

produced by human beings, but in reality, these social systems and 

organizations have instead sometimes tormented human beings and 

enfeebled our minds. 

The problems of minds should be explored by various disciplines; we 

believe that education should be the area that is most essential to the study 

of the state of the human mind. However, in a contemporary, highly 

information-oriented society, it is critical to remember that education should 

not represent a limited concept such as schooling, but rather education 

should be understood in a larger, more comprehensive context. This 

perspective should incorporate the perspectives of lifelong learning and 

lifelong development in the comprehensive context of how human beings live. 

Through education and through the acquisition of knowledge and skills, 

human beings obtain a sense of competence , and through connection with 

nature and society, we obtain a vital sense of life, or the feeling that we are 

living on earth. Further, when we direct these two senses in the same 

direction to the fullest amount, we obtain a sense of achievement and in this, 

we can also feel a sense of happiness. Conversely, if a part of this 

interconnectedness does not function properly, various problems may occur. 

Recently, the problem of minds and education has been a heated topic 

and, therefore, it is from this framework that we have formed the basis for 

the Revitalizing Education for Dynamic Hearts and Minds project, 

incorporating international perspectives to foster human resources to solve 

the problems of minds and education. In addition, we plan to foster not only 

the human resources that will play an active role at academic institutions, 

but also the diverse personnel who will contribute to other educational 

industries and will be invaluable in activating those education fields vital to 

activating the aging society. 
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各ユニットの成果の概要
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平成 19年度の成果 CUnitA)

平成 19年度、 UnitAでは、計画課題と 6件の公募課題を推進した。以下にその成果の概

要を示す。

計画課題「幸福感に関する基礎的研究一幸福感の科学をめざしてJ(代表:藤田和生)

本研究計画においては、感情の総合的研究である「感情科学 AffectiveScienceJを一層

発展させ、 「心が活きるJ とはどういうことか、有能感、達成感、生命感から構成される

幸福感を達成するためにはどのような条件が必要なのかを明らかにするための基礎資料を、

以下の 5サブプロジェクトを推進することにより収集した。

1 )幸福感の発生 (0藤田、子安、板倉)

幸福感を達成するための大きなカギの 1つである感情の進化と発達を明らかにするため

の予備的研究をおこなった。フサオマキザルは、同種他個体の感情の原因を推理できるこ

とを示した。また食物分配においては他者の利益を気にかけることから、このサルには優

じさやねたみといった高次感情が存在することを示した。乳児では、他者の分配行動に対

する感受性の検討を、馴化法を用いておこなうべく、刺激映像を作成した。さらに、最後

通告ゲームを利用して、こうした高次感情と行動の自己制御の過程を種比較・発達比較す

る研究を開始した。

2)達成感に関する基礎的研究 (0苧阪、楼井、蓬田、斉藤)

学習と記憶、知覚、思考、動機づけとその神経基盤を、認知科学的、神経科学的に分析

している。ワーキングメモリ(明司1)課題の遂行に報酬期待や達成感が及ぼす影響をflVIRI

により検討し、報酬期待と遂行の関係には明司在容量の個人差がかかわることがわかった。

また、 WM課題実行中に左背外側前頭前野に磁気パルス刺激 (TMS) を与えると言語性

羽市fの遂行が有意に低下することがわかった(苧阪)。羽司4の容量ではなく、どれだけ長

く情報を保持できるかという羽市fの耐久性を測定する新テスト方法、ワーキングメモリピ

リオド (workingmemory period:明司IlP)の課題分析をおこなったo v¥司IlP得点と羽市fス

パン課題の得点には高い相闘があり、明司4の容量と耐久性は相互に関連していることがわ

かった(斉藤) 0 動的な環境内にある目標物に対し手の到達運動を達成するためには、物

体の位置を予測的に符号化する必要がある。ヒトを用いた研究から、刺激の輝度変化を含

む視覚的運動情報がそのような予測に用いられていることがわかった(蓬田) 0 動的な環

境内で目標点へ移動し到達するためには、その環境全体を符号化する必要がある。ラット

を用いた研究から、環境内を探索する際、海馬の神経細胞で場所情報の変換と統合が行わ

れていることが明らかになった(棲井) 0 

3)生命感に関する基礎的研究 (0吉川、楠見、桑原、岡田、平石、内田)

深い対話、相互の心理理解を促進する対話の特徴を明らかにすることを目的として、心

理臨床場面(ロールプレイ)でのカウンセラー・クライエント聞の対話の分析を行い、身
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体運動にみられる同調や、対話中の沈黙時間の生起、「深い発話」と相づちの関係等に関し

て、熟練のカウンセラーによる臨床対話の特長をが明らかにした(吉川|・桑原)。また、ネ

ットワーク上の仮想環境を利用したコミュニケーション・システムを、がん患者のサポー

トグループ。に導入し、患者のメンタルヘルスとコミュニティの形成に及ぼす効果を解明す

ること目的として研究を行った。 3年にわたる会話の感情語の出現頻度を分析した結果、

コミュニティの成熟によって、発話の内容に質的な変化が見られ、不安・倦怠に関わる発

言が減少し、快や親和に関わる発言が増加することを明らかにした(楠見)。

4)有能感に関する基礎的研究 (0斎木、船橋、角野)

どのような研究を取り上げ、進めていくかを検討した。本課題では「複雑な外界に対し

て適切に対処できることJを「有能さ」の重要な側面ととらえ、この問題に焦点をあてて

研究する。その中で、 3つの具体的研究課題を設定した。第 1に、この有能さの基盤とな

る注意機能、ワーキングメモリ機能の基礎研究を進める。特に、視覚的注意、視覚性ワー

キングメモリに焦点をあてる。第 2に、これらの機能の個人差に注目し、その背後にある

メカニズムを行動実験、機能的脳イメージング、行動・分子遺伝学的解析を併用して解明

する。第 3に、これらの機能の訓練に関する研究を進める。外界との有効な相互作用を可

能にする注意や認知の機能、及び環境要因に関する基礎的研究をおこなう。その文化的、

社会的、個体的差違やその障害 (ADHD)に着目して、認知心理学、臨床心理学、神経科

学などの多角的なアプローチを用いて解析する。

5)幸福感の文化史・教育史 (0辻本、小山)

「現代における台湾先住民族の幸福感の調査」を主目的に、 2008年 3月 7日'"'"'3月 12

日、辻本が教育学研究科在籍の大学院学生 4名 (PD1名を含む)を帯同して、台湾調査に

入った。まず台湾大学で開催の、東アジア経典詮釈に関する国際シンポジウムに参加(辻

本がパネラーとして発表)するとともに、台北中央研究院において文献的調査をした。そ

の後、台湾中部の阿里山中に居住する都族の村に入り調査した。都族の現代社会への適応

の現状、目指す方向、及び、抱える課題について把握した。

公募課題 1)動物観と幸福感一日独におけるヒトと動物の関係の分析を通じて (0藤田、

鈴木)

宗教的・文化的背景を著しく異にするが、自然への愛着という面では共通した傾向を示

す日独において、動物とヒトとの関わり方と幸福感の関連性を探る試みを開始した。ベル

リン自由大学との共同研究である。本年度は、コンパニオンアニマルとヒトとの関わりを

探る予備的質問紙調査を実施した。資料は現在分析中である。その結果に基づき、次年度

には本調査を実施する。また異なる関係の中で構築される動物の知性や感情を実験的に分

析することを計画している。
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公募課題 2)知覚、認知、行為に対する文化の影響:実験心理学的アプローチ (0斎木、

吉川、内田、Kitayama、Meyer、Rensink、Leaman)

本年度は、従来から継続しているマルチタスキングの文化比較実験をミシガン大学のメ

ンバーを中心に論文にまとめて投稿し、現在審査中である。視覚探索の文化比較実験につ

いては、新たにブリティッシュコロンビア大学と共同で研究を開始し、予備的な実験を行

ない、その結果について議論した。 Rensink教授との議論から「注意の解像度Jに注目し

て今までの実験結果を整理し、いくつか追加実験を行なうことになった。その他、今年度

はいくつかの新しいプロジェクトの可能性についてプロジェクトメンバーが海外の共同研

究者と打ち合わせを行なった。

公募課題 3) ワーキングメモリと注意に及ぼす情動脳の影響 (0苧阪、大塚、虞瀬)

本研究では、認知的側面を強調されてきたワーキングメモリと情動脳の関係を検討する

ために、情動脳として想定されている前部帯状回(anteriorcingulate cortex: ACC)を含む辺

縁系Oimbicsystem: LS)がワーキングメモリを利用する際にどのように関わっているかを

高齢者や若年者を対象に機能的磁気共鳴画像法(岱偲1)によって検討し、その結果、若年者

では一部のシステムに限定されているACCの影響が高齢者ではワーキングメモリのシステ

ム全体に及んでいる可能性が示された口

公募課題4)注意の制御メカニズムとその障害にみられる特徴に関する研究 (0船橋、斎

木、山本、番、角野)

注意の制御メカニズ了ムに関する脳機能画像による検討を進めるための基礎実験として、

ヒトの脳における前頭眼野の位置の確定方法の確立を目指した口 2名の実験協力者に、画

面中央から周辺位置への眼球運動課題、注視点の注視課題、人差し指のタッピング課題を

ブロックごとに実施してもらい、この間の脳活動をfMRIで計測した。その結果、眼球運動

時には上前頭溝と前中心溝の交点付近で顕著な活動が観察された。指タッピング課題時に

は前中心回の背側部で顕著な活動が観察された。眼球運動時と指タッピング時の活動部位

を同一人で比較したところ、眼球運動関連領域は指運動関連領域の吻側でやや背側に位置

し、両者は重なりのない明確に異なる皮質領域を形成していることが明らかになった。

公募課題5)ユーモアの個体発生的起源に関する予備的検討 (0板倉、 Rochat、Lee)

乳児におけるユーモアの理解に関する予備的検討をおこなった。 12ヶ月児を対象に、

透明、半透明、不透明のボードを用い、 peek-a-booゲームをおこなった。実験者が、乳児

と対面し、それぞれのボードで、顔を隠し 再度顔を見せるという一連の動作を 3回繰り

返した口実験者の動作と乳児の顔の合成画面を作成し、分析をおこなったところ、まだ予

備的検討段階ではあるが、半透明のボードを使用したときに笑いが多い印象を得た。現在、

乳児の笑いを引き出すと思われる53IJの刺激を作成中である。

-14-



公募課題6) Collaborative executive controlに関する探索的研究(0脊藤、Towse、Cheshire)

本プロジェクトでは、 2者あるいは複数の個人が集まって、柔軟な集団行動を生成する

ために必要な、協同実行コントロール (collaborativeexecutive control)について、探索的

な検討を行った。具体的には、実行コントロールの働きを測定すると考えられている乱数

生成課題 (randomnumber generation task)を個人、あるいはペア(この場合、 2者が交

互に数字を生成する)で行い、生成された数字系列のランダムさを比較した。いくつかの

指標でベアのランダムさの程度が高いことが示されたほか、日本と英国でほぼ同じ傾向の

結果が得られた。
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平成 19年度の成果(ユニット B)

平成 19年度、ユニット Bでは、企画課題と 2件の公募課題を推進した。以下にその成果

の概要を示す。(敬称略)

企画課題「幸福感の国際比較J(BD合同企画) (代表 :B杉本均・ D鈴木晶子)

Dユニットとの共同企画である「幸福感の国際比較研究」は、心理幸福尺度班(0楠見、

子安、中池、小島)、社会幸福尺度班 (0岩井、稲垣)、歴史・文化班 (0鈴木・駒込・佐藤・

辻本・ベッカー・棲井)、システム班 (0杉本、金子、高見、楠山)フィールド班 (0杉万、

川崎、前平、渡遺)から構成され、幸福感に関する多角的な総合的研究を行ってきた。

Oブータン王国幸福感調査(杉本・鈴木・辻本・楼井)

本調査はユニット合同チームにおける歴史・文化班およびシステム班を中心として、幸

福感や生活満足度に関する、日本との比較のうえで興味深い国・フィールドについて調査

を行う企画である。 2007年度内は調査可能時期において候補地であるブータン王国が天候

不順等の要因により国内研究に特化した。ブータン王国はインド北方ヒマラヤの王国で、

2006年に第 5代国王ジグミ・ケサル・ナムゲル・ワンチュックが即位し、現在 2008年議

会制民主主義国家への移行の過程にある。ブータンは先代国王による国家開発計画の中核

概念として、「国民総幸福(GrossNational Happiness)J を提唱し、既存の物質的繁栄や経

済的成長を中心とした開発を否定し、仏教に根ざし、ブータン文化に立脚した持続的発展

と近代化の方向を模索している点で幸福感研究にとって重要な国である。 GNHの実現を目

指して、 2005年から 2008年にかけてブータン中央研究所(Centrefor Bhutan Studies)を

中心に GNHインデックスの作成が試みられており、本企画にとっても来年度が現地調査に

最適の時候であることを確認し準備を行ってきた。圏内においてブータンの最新情報や、

ブータンに関する情報を収集し、来年度の現地調査における質問項目の開発、ブータンに

おける指導者との対話の可能性などについて検討した。また 2008年 2月には阪大学大学院

人間科学研究科・草郷孝好准教授を招き、「繁栄と幸福に関する開発研究:ブータン王国な

どの事例からJと題する講演会を行った。

0幸福惑に関する比較教育学的アプローチ(杉本他院生)

国際比較研究の前提として、比較教育学は幸福感の研究にどのようなアプローチとトピ

ックを持っているのか。参加者それぞれのフィールドにおいて幸福感研究、生活満足度に

関するどのような研究があり、どのような研究方法をとっているのか、また教育研究と幸

福感研究にはどのような関係があるかなどについて、アメリカ、英国、インドなどについ

て専門国・地域にわかれて研究レビ、ューを行った。また 2008年 3月ニューヨークにおいて

開催されたアメリカ比較・国際教育学会 (CIES)に出席し、直接関連研究者と対話するとと

もに ERIC(EducationResources Information Center)、ComparativeEducational Review 

などの分析を行い、にアメリカ・比較教育学研究者の幸福感研究動向について調査を行つ
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た。アメリカにおける幸福感の教育研究は、自尊心、自信、連帯感、言語能力などに関連

した肯定的トピックが多いのに対して、日本の比較教育学研究には、環境、いじめ、非行、

不登校、校内暴力をキ一概念として用いた研究が多いことがわかった。またオランダ・エ

ラスムス大学の Veenhoven教授が構築した幸福感に関する世界幸福データベース (World

Database of Happiness)、世界価値調査(1990年'"'-'4回)における地域バロメー夕、 Springer

Netherlands発行の「幸福感に関する研究 (JournalofHappiness Studies) Jや、「社会指

標研究 (SocialIndicators Research) Jなどについてもレビ、ューを行った。また 2008年 2

月には高見茂教授を中心として、英国 BoxgrovePrimary School教員交流講演会「教員の

幸福感一日英比較Jを開催した。

公募課題 1) re-Iearningと学習者間インタラクションを通した高次リテラシーの育成」

(0楠見、大塚、吉川、中池、久保、小島)

本課題の目的は、 e-learningと学習者間インタラクションを通した高次リテラシーの育

成について、その認知的基盤と教授手法について検討を行うことで、あった。第 1に、専門

英語の授業における e-learningシステム moodleとVRコミュニケーションシステム 3D-IES 

を用いた専門英語コミュニケーション能力の育成、心理学基礎演習の授業における Jigsaw

法やグループ。討論を通した心理学リテラシーの育成について実践研究をおこない、学生の

学習活動と事前事後の変化について明らかにした(楠見)。第 2に、カリキュラム設計論

の一つである「逆向き設計J論をベースに教育工学における複数の情報技術を適用したカ

リキュラムを設計・検討した。具体的には、リアルな文脈(コンピュータシミュレーショ

ンおよび学習者間の共同活動を含む)の中で知識やスキルを総合的に使いこなすことを求

める課題であるパフォーマンス課題とその評価指標であるループリックの作成・改善を通

して、評価にもとづくカリキュラムを検討した(中池)。第 3に、英語・独語の前置詞と、

そこから派生する空間表現語などの理解及び活用を支援する VRによる CALL教材を開発し、

その学習効果を実験的に検討した。また、教材のユーザビリティと被験者のコンビュータ

リテラシーの関係なども検討した(小島)。

公募課題2)r算数・数学学習におけるつまずきの克服に関する国際的比較研究」

(0田中耕治・杉本均・楠見孝・楠山研)

本研究は、子どもの算数・数学学習における「つまずきJに学び、「つまずきj を生かす

(活かす)としづ観点から、複数の国の子どもたちの算数・数学の学びの風土を比較し、授業

における「つまずきj への教師の指導のありようについて、国際的な類似点と相違点、そ

してその結果としての学びの達成の違いについて分析を行った。 2007年 12月には教育実

践コラボレーションセンターとの共催で、日中教育課程改革検討会の一部として IPISA調

査の特徴と課題一日中合同検討会」を開催し、楠見孝教授(京都大学大学院教育学研究科)

IPISAの経験と日本j内村浩准教授(京都工芸繊維大学) I国際学力調査から見えること-
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科学的リテラシーを中心にj 胡軍氏(中国・中央教育科学研究所・研究員) r2006-2009国

家重要課題一小中学生における学力調査研究の概要」の講演を行った。

2008年 3月には中国山西省調査(北京・大同・平遥)を行い、太原市の通宝育傑学校(私

立)にて授業観察を行った後、授業検討会を開催した。 1992年より「子どもの生命・命を

重んじて、子どもの一生の発展を考えた教育j という理念の下で質の高い教育を提供して

きた同校における、算数授業(小学校4年)、発見学習(小学校 5年)、数学授業(中学校 3

年)などを見学した。この観察と議論のなかで、授業における子どもたちの予想外の反応

や返答を利用する授業展開、つまずきを大切にするという実践に関して、「子ども同士の教

えあいによるつまずきの解消Jr教員の机間巡視によるつまずきの発見と調整」というアプ

ローチを確認した。次年度においては、中国や韓国との教育評価改革における交流、フィ

ールドとしては算数・数学的技能の実生活での応用能力や創造的発展性において評価の高

い北欧諸国で調査を予定している。
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平成 19年度の成果(ユニット C)

平成 19年度、 UnitCでは、計画課題と 6件の公募課題を推進した。以下にその成果の概

要を示す。

計画課題 1. r個の成長と幸福のための教育:教育学と心理学の学際的国際交流プロジェク

トJ(0斉藤直子)

<国際会議成果報告>

題目:ロンドン大学教育研究所・京都大学大学院教育学研究科 国際会議 「自己・他者・

言語:哲学、心理学、比較教育学の対話J

企画:斎藤直子

日時:2008年 3月25日'"'"'26日

場所:ロンドン大学教育研究所クラークホール

概要:本企画は、ロンドン大学教育研究所(IoE)と京都大学大学院教育学研究科(京大)の

学術・学生交流の一貫として、大学 GPとグローバル COEの共催で行なわれた。これに先

立つ準備として、 2008年 2月 15日に、 IoEのポール・スタンディッシュ教授によるご講

演に続き、参加大学院生の英語プレゼンテーションとディスカッション、同教授による発

表指導が、 6時間以上に渡って行なわれた。これに続き今回の 3月の企画では、 IoEにおい

て総参加者数 50名近くが集う国際会議で、 IoE側 14名と京大側 11名の教員、研究員、大

学院生が英語による発表と活発な質疑応答に二日間に渡り従事した。参加者:約 50名

ポースタンディッシュ教授(ロンドン大学教育研究所)講演会

2008年 2月 10日 13:30田 15:30、および2月 13日 14:00・17:00に、それぞれ「危機に

ある批判的思考(CriticalThinking in Crisis) Jと、「読むこと・書くこと・語ること (Reading，

Writing and Narrative) Jとし、う題で、講演を行った。スタンディッシュ教授 (Prof.Paul 

Standish)の専門は教育哲学で、デリダ、リオタール、レヴィナスなどポスト構造主義の

言語哲学およびエマソンやカベルのアメリカ哲学と教育との関わりを中心とした研究が中

心である。前者の講演は主に教育学と心理学の学際的国際交流の試みとして、後者は「幸

福と教育」の問題を考え討議する場として、「読むこと・書くこと・語ること」という主題

でスタンディッシュ教授の最新著 TheTherapy of Education: Philosophy， Happiness and 

Personal Growth (2007)をもとにご講演をいただいた。

研究課題2. r心が活きるフィールド教育と生涯発達のサポートとシステムJ

(0山田洋子)

このプロジェクトでは、 3つの新しい観点「ポリフオニック・フィールドJIクロノ・ト

ポスJI協働の対話的学び」から、国際的・地域的に多フィールドで実践研究し、多様な人々
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が生き生きと暮らせるための国際教育、地域教育、生涯発達を支援する、サポートとシス

テムづくりのモデルを提案してきた。

2007年度は、ウィーン大学から、ヨーロッパ発達心理学会長 Prof.Christiane Spiel，Dr. 

Georg SpielおよびDr.Dagmar Strohmeier， Anna Grabnerの4人の生涯発達心理学者を

招聴した。そして、“KyotoべTiennaInternational Lectures: Life-Span Development and 

Life Long Learning"、“Bildung-Psychology: A developmental perspective on education" 

と題した 2つの国際講演会、および若手研究者と大学院生を中心とした「多文化研究の国

際ワークショップ:京都大学とウィーン大学の共同研究会Jを開催した。

研究課題3. r臨床における物語ることの意味J (0皆藤章)

「物語」とし、テーマに関して、それが心理臨床の学として位置づく在りょうを、ナラティ

ブセラピーも含めて広く心理臨床の実践をサーベイしながら、新たな試みとして自身の

active imagination体験を通して心理臨床における「物語Jの生成について研究を行い、論

文を発表した。

皆藤章(2008) r心理臨床における物語の生成~active imaginationの体験からー」

『京都大学大学院教育学研究科紀要』第 54号、 39・57頁。

研究課題4. r学校臨床における教育モデルと臨床モデルの違いと国際比較」

(0大山泰宏)

日本とスイスにおける、教師とカウンセラーに対して行った調査のデータ分析を行い、

投稿の準備を行った。日本で、非常にはっきりと認められた教育モデ、ルと臨床モデ、ルの違い

が、ややスイスでははっきりとせず、カウンセラーも教師的な視点ももっていることが言

えそうである。

3月にスイスのチューリッヒ教育大学を訪れ、今後の調査の打ち合わせを行った。

研究課題5. r特殊環境における心理的サポート ー南極越冬隊員の心理に関する研究-J

(0桑原知子)

現代においては多様なフィールドでヒトが活動することが求められるようになった。

南極や宇宙ステーションなどの閉鎖環境もその一つで、ある。これらは地上とは異なる特殊

環境である。本研究においては、閉鎖環境におけるヒトの心理的状態を適切に評価する手

法を提言するとともに、閉鎖環境で活動するヒトが危機的状況に陥らずにすむための予防

的「サポートj、あるいは、実際に破綻してしまったときにはそれを回復させる緊急「サポ

ートj の方法を確立しようとするものである。
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平成 19年度においては、第49次南極越冬隊への質問紙調査に加え、帰国後の隊員を

対象とした面接調査を行った。また、 5年分の南極越冬隊の調査データの整理と分析を引き

続きおこなった。

今後は、閉鎖環境に対するサポートとして、テレビ電話を介した遠隔カウンセリングの

技法開発にも取り組んで、いきたい。

研究課題 6. r発達障害への心理臨床的アプローチJ (0河合俊雄)

発達障害に関しては、近年脳科学による研究が進み、またそれに伴い、薬物療法と訓練

教育が中心的な対応になりつつある。心理療法は二次障害に主に関わると考えられてきて、

副次的なものになりつつある。しかしながら、京都大学の心理教育相談室を中心とした心

理療法では、子ども・大人の発達障害に対して、心理療法が行われ、成果をあげている。

それと同時に、この事実や知識が、事例研究を中心としているために、一般にあまり伝え

られていないということになっている。

そこでこのプロジェクトでは、事例検討会から、発達障害に対しての心理療法のエッセ

ンスを把握し、専門家・一般の両方に向けて発信することを目指している。

今年度においては、いずれもやや軽症の子どもの発達障害についての 2回の事例検討会

を行い、またそのうちの 1回は、京都大学医学部・保健学科教授の十一元三教授を外部の

専門家として招いた。

まだ暫定的であるが、いくつかの作業仮説が出てきており、それを検証していきたい。
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平成 19年度の成果(ユニット D)

ユニット Dは大きくわけで、幸福感の学際的国際比較研究の企画実施と、 FD・教育改善に

おけるオルターナティヴ・モデルの構想の一貫として「心が活きる教育Jのための FD・教

育改善とその評価の実施という二つの研究課題を有する O ユニット Dの特徴は、「心が活き

る教育Jプロジェクトの特に幸福感に関わる調査・研究の企画・運営・実施において、そ

の要として機能しつつ、他のユニット A、B、Cの間の連携や調整を行う点にある。以下に

その成果の概要を示す。(敬称略)

1 )幸福感の国際比較研究に向けた比較尺度設定のための予備研究

(0子安増生、カール・ベッカー、鈴木晶子、楼井理穂)

普遍的な幸福感と文化や宗教固有の幸福感に関する国際比較調査実施に向けて、過去に行

われた幸福感や QOLに関する調査に関する資料を収集し検討した。羽直O、ユネスコ他、

国際機関や海外の大学で行われた幸福感調査に関するデータの収集および調査を行った。

また、ベルリン自由大学との共同研究を開始した 共同研究に向けての双方の研究関心と

方向性についてすり合せるために、京都大学:鈴木晶子、ベルリン自由大学:クリストフ・

ヴルフによる第 1回グローバル COE主催国際シンポジウム「幸福とリスク」を 2月 21、

22日に行った。幸福とリスクという軸を設定した本プロジェクトの基幹部分をなす研究主

題に関して、ベルリン自由大学歴史人間学学際研究センターの Wulf教授以下4人の研究者

と幸福概念をリスク・マネジメントやリスク・パフォーマンスとの連関のうちに見ていく

ための今後の共同研究の可能性について検討を加えたD 教育哲学、臨床心理学、人間学、

社会学など人間科学とはいえ様々なアプローチ方法を有する隣接諸科学がフィールドを共

有しつつ行うという、学際的かつ国際的な研究の体制、組織、方法についても検討した。

国際的かっ学際的な研究となる当該研究主題に対して、文化、宗教、社会といった諸要因

の影響、および幸福とリスクの交差による研究視点の設定、調査対象となる世代、調査方

法としてのアンケートによる量的調査、聞き取りおよび映像による質的調査、描画法・質

問法による認知心理学的アフ。ローチなど種々の方法論の組み合わせの可能性などについて

吟味した。

平成 21年度には、まずはパイロット調査として、日本とドイツの学校および家庭に入つ

てのフィールドワークを行うという方向が提示された。日独でそれぞれの国のフィールド

を共有しつつ、開き取り調査、映像記録による分析といった質的方法論を介して行う調査

では、クリスマスや正月など、それぞれの国の代表的な年中行事の時期に集中的に家庭や

学校に入る。①年中行事をそれぞれの家庭の文化がどのように受容し、それぞれの家庭の

固有な文化として、また家庭内コミュニケーションへと反映させているか、②年中行事と

いう時期がそれぞれの家庭がどのような意味づ、けに向かつて相互の関係性をマネージメン

トしていくか、③家族構成員それぞれ、また夫婦、親子間のパフォーマンスを通して形成
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されていく「幸福な時空間Jイメージはどのようなものか、など様々な調査の視点につい

て検討した。

また、ユニット Bとの合同企画として、羽司Oの幸福調査、ブータンでの幸福調査の成果

についても質問項目、方法の点から、検討した。

2) FD・教育改善におけるオルターナティヴ・モデルの構想 一「心が活きる教育」のた

めの FD.教育改善とその評価

(0田中毎実、松下佳代、大塚雄作、大山泰宏、溝上慎一、酒井博之、林創、中村タ衣、

田中優子)

日本の大学教育の領域では 1990年代以降、工学的経営学的モデ、ル (PDCAモデ、ルなど)が

力をもち、 FDに関連したプログラムや支援も、このモデルのもとで制度化が進められてき

ている。しかしながら、このモテ、ルにおいては、目的に合致しないが重要なアウトカムが

低く見積もられたり、教育に携わる者にとって重要な精神的な報酬(相手に言葉が届いた

という感覚や子どもたちがたしかに成長しているという感覚など)が軽視されたりするお

それがある。これでは、教育を行う者、受ける者の両者にとって「心が活きる教育」につ

ながらない。

本プロジェクトでは、このような問題意識から、大学教育における工学的経営学的モデ、ル

へのオルターナティヴを構想し、「心が活きる教育Jのための FD・教育改善のあり方を探

究することをめざしている。

本プロジェクトにおいて、 FD・教育改善におけるオルターナティヴ・モデ、ルの中核的概念

と位置づけているのは、「相互研修型FD(mutualfaculty development) Jである。これは、

固有の文脈に埋め込まれた生成的で自律的な教員・組織が、相互に影響し、協働しあいな

がら、教育する集団としての形成と充実をはかつていくという考え方であり、工学的経営

学的モデ、ルのもとでの「啓蒙的・操作的な FDJとは対比される。相互d性(mutuality)の形態

には、教員-学生聞の相互性、教員聞の相互性、組織(部局・大学)間の相互性がある。こ

の三重の相互性が、オルターナティヴ・モデルの中心となるD

平成 19年度は、これまで、手薄だ、った大学問の相互的連携をはかるために、関西地区 FD連

絡協議会の設立準備に向けて活動した。まず、活動の前提として、関西地区の大学の FDに

対するニーズをさぐるため、 iFDに関する実態とニーズ調査」を実施した。対象となった

のは、 138大学・ 71短大、計 209大学であり、 83大学・ 34短大、計 117大学より回答を

得た(回収率 56.0%)0調査項目は「教育の現状、 FDの現状JiFDによる変化JiFDのニ

ーズ、今後の見通しj などであり、結果として、 iFD観としては、 FDは日常的な教育の工

夫と改善を、さらに意識的・組織的に発展させたものであるべきだという見方が多しリ「教

育上の問題では、学生側の問題として、基礎学力の低さ、学習方法の知識の乏しさ、動機

づけの低さ、私語などがあげられるとともに、教員側の問題としては、過密スケジューノレ、

授業改善の知識・技術の不足などが比較的高し'JiFDのニーズとしては、授業アンケート
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活用の方法が高く、次いで、大学評価等の評価に関する研修、職員研修、初任者研修など

が続く Jといった点が明らかになった。 FDのニーズにおいては、 FDの制度化への対応と

いう面が強く、認識されている教育上の問題への取組とはややギャップがあることがうか

がわれる。

さらに、このニーズ調査の結果を受けて、平成 20年 1月には「第 1回授業評価ワークショ

ッフ。」を立命館大学衣笠キャンパスにおいて実施した(関西地区の 53大学が参加)。

これらの活動の成果は、京都大学高等教育研究開発推進センター『関西地区 FD連絡協議会

設立に向けて，](平成20年 3月)という冊子にまとめられ、本センターの Webページ上で

も公開されている (http://www.highedu.kyoto"u.ac.jp/index_publication.htm1)。
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講演会、シンポジウム、ワークショッフ。の開催記録
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-講演会

第 1回主催講演会

講師:クレア・ヒューズ博士(ケンブリッジ大学リーダー)

企画:子安増生

日時:2007年 12月 4日 16:30-18:00 

場所京都大学教育学部 2階第 1演習室

題目:働く母親への福音一発達心理学研究からのサポート

概要:クレア・ヒューズ博士 (Dr.Claire Hughes)は、 1989年ケンブリッジ大学(実験心理

学)卒、 1993年ケンブリッジ大学大学院博士課程修了 (Ph.D.)。ロンドン大学精神医学研

究所講師を経て、 2000年からケンブリッジ大学社会・政治学部勤務、現在同大学の家族研

究センターのリーダー (Reader)であり、「心の理論と実行機能」の研究で著名な研究者

であるが、家庭では 1歳児を含む 3児の母として、子ども連れで世界中を飛び回っている

ことでも知られている。今回も京大グローバル COEの招きで、家族揃って来日したヒュー

ズ博士に、その活躍の秘訣を聞いた。参加者は 11名。

成果:女性研究者が育児をしながら高いレヴェルの研究を行うための秘訣を知る会であり、参

加者も企画者ほか 1名を除くと全員女性で、あった。母親の権利について知ること、母親が

ポジティブに生きることが子どもをポジティブにすること、よい保育条件を設定すること、

睡眠を優先し、完全主義でない「まずまず」の母親をめざすこと、職場の上司と緊密に連

絡を取ることなど、聴衆にとって有益な提言が示された。

写真 1 講演中のクレア・ヒューズ博士

第 2回主催講演会

講師:ポール・スタンディッシュ教授(ロンドン大学教育研究所)

企画:楠見孝、斎藤直子

日時:2008年 2月 10日 13:30・15:30

場所:京都大学百周年時計台記念館2階 会議室田

題目:危機にある批判的思考 (CriticalThinking in Crisis) 

概要:京都大学大学院教育学研究科グローバル COEの国際交流企画のひとつとして、本講演

会を開催した。スタンディッシュ教授 (Prof.Paul Standish)の専門は教育哲学で、デリ

ダ、リオタール、レヴィナスなどポスト構造主義の言語哲学およびエマソンやカベルのア

メリカ哲学と教育との関わりを中心とした研究が中心である。著書は、 Beyondthe Self: 

Wittgenstein， Heidegger and the limits of language (1992) (単著)、 Educa tion in an age 

of nihilism (2000)、TheTherapy of education: Philosophy， happiness and personal 



growth (2007) (共著)を含め多数ある。 当グ、ローパル COEの主旨のひとつで、ある教育学

と心理学の学際的国際交流の試みとして、教育哲学と認知心理学の接点に関わる講演が行

なわれた。イギリスの教育における批判的思考の動向についての批判的考察、 「批判的思

考」が批判的であるために求められる「危機J(crisis)の概念の哲学的議論を含め、真に批

判し思考できる人間の育成について討議した。参加者は約 30名。

成果:r批判的思考Jを共通テーマとして、教育学、哲学、認知心理学、心理学に関わる研究者

と活発な議論が行われた。またイギリスにおける批判的思考の教育をめぐる動向について

もスタンディッシュ教授よりお話があり、これについても関連研究を行う日本の研究者と

の問で質疑応答が交わされた。学際的、国際的な対話交流の成果を収めることができた。

写真 2、3 講演中のポール・スタンディッシュ教授(左)と斎藤直子准教授(右)

写真4 講演中のフロア風景

一 27



第 3回主催講演会

講師:ポール・スタンディッシュ教授(ロンドン大学教育研究所)アマンダ・フルフォード准

教授(英ノ¥ダスフィールド大学)

企画:斎藤直子

日時:2008年 2月 13日 14:00・17:00

場所:京都大学教育学研究科 1階会議室

題目:読むこと・書くこと・語ること (Reading，Writing and Narrative) 

概要:スタンディッシュ教授の専門は教育哲学で、デリダ、リオタール、レヴィナスなどポス

ト構造主義の言語哲学およびエマソンやカベルのアメリカ哲学と教育との関わりを中心と

した研究が中心である。著書は、 Beyondthe Self: Wittgenstein， Heidegger and the limits 

oflanguage (1992) (単著)、 Educationin an age of nihilism (2000) (共著)、 TheBlackwell 

Guide to the Philosophy of Education (2003) (編著)など多数ある。本講演では、スタン

ディッシュ教授は、最新著 TheTherapy of Education: Philosophy， Happiness and 

Personal Growth (2007)をもとに、ナラティブと自伝的に書くことの関わりを中心として、

幸福と個の成長につながる教育のあり方を哲学的に論じた。

フルフォード准教授の専門は教育哲学で、成人教育や教養教育におけるリテラシーにつ

いての研究が中心である。フルフォード准教授は、専門の観点からイギリスにおけるリテ

ラシー教育の問題を含め、「リテラシーをもっ人間であること j の哲学的考察を行なった。

成果:心理学、哲学、教育学の学際的交流場として多様な領域の参加者が集い、自己と言語の

流動的な関係性、ナラティブと自伝的に書くこ との関わりなどを中心に哲学的な議論が行

われた。外国からの参加者もあり、国際的な対話交流の場となった。参加者約 30名。

写真 5 講演中のポール・スタンディッシュ教授

第4回主催講演会

講師:草郷孝好准教授(大阪大学大学院人間科学研究科)

企画:杉本均

日時:2008年 2月 27日 15:00・17:00

場所:京都大学教育学研究科 1階会議室

題目:繁栄と幸福に関する開発研究:ブータン王国などの事例から

概要と成果:本講演は、ユニット Dとの共同研究である「幸福感の国際比較研究」の一環とし

て開催された。 1950年代以降の各国の国家開発戦略は、産業化による経済成長をその中核

として、物質的な意味での豊かさ、すなわち繁栄をその目標としてきた。しかし深刻化す

る社会問題や環境問題のなかで、経済中心的な開発のあり方が、果たして人間の幸福の増
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進に貢献しているのだろうかという疑問が提起され、経済的豊かさに加えて、非経済的(包

括的な)豊かさへの関心が高まってきた。

これまでの経済的指標である、 GDPやジニ係数、貧困線などの指標に対して、教育や保

健衛生、住居などの指標を加えて合算した複合指標が開発されるようになった。代表的な

ものが国連開発計画で考案された人間開発指標(HumanDevelopment lndex)で、ある。また

経済的成長(所得の増加)が国民の生活の質の向上、主観的健康、幸福感を増大するであ

ろうという一般的予測を必ずしも支持しない研究成果が 1970年代から現れ、また所得の

上昇は、個人が設定する目標である野心レベルを引き上げ、相対的な達成感や充足感が低

下する傾向が指摘されるようになった。戦後日本の日本人の生活満足度の推移から、経済

的・教育的な向上は達成されながら、国民の生活満足度はゆるやかな低下を示しているこ

となどがその典型的事例である。こうした開発や経済成長の客観的評価と、主観的充足感

との事離を縮小するような開発政策や研究が必要とされている。

幸福に関わる論文専門の学術誌には、オーストラリアの Journalof Happiness Studies、

幸福や生活満足度に関するデータ収集や、幸福感の国際比較を行う WorldDatabase of 

Happiness (レスター大学)、 WorldValue Survey (ミシガン大学)などがある。しかしこ

れらの雑誌やデータベースは西洋的な幸福概念や指標を中心としたもので、非西洋世界の

幸福感の分析として十分であるとは言い切れない。

こうした開発や経済成長の客観的評価と、主観的充足感との帯離という観点から、草郷

氏はブータン王国の開発政策に注目している。ブータン王国は中印国境ヒマラヤ山系に位

置する人口 63万(2005)のチベット仏教系国家である。同国は 1907年から世襲の君主制を

とっているが、 2006年に第 5代国王ジグミ・ケサル・ナムゲ、ル・ワンチュックが即位し、

現在 2008年立憲君主制への移行の過程にある。ブータンは先代国王による国家開発計画

の中核概念として、「国民総幸福(GrossNational Happiness)Jを提唱し、既存の物質的繁

栄や経済的成長を中心とした開発を否定し、仏教に根ざし、ブータン文化に立脚した持続

的発展と近代化の方向を模索している。その骨子は国家運営の大原則として、①公正な社

会経済発展、②環境保全、③文化保存、④よい統治、から構成される。現在ブータン憲法

の草案が起草されているが、そのなかに「政府の役割とは、国民が幸福(GNH)を追求でき

るような環境整備に努めることである(第 9条案)Jとして GNHが盛りこまれる可能性が

ある。

その一環として、選挙後に召集される議会において検討策定される国家発展計画におい

て、 GNHの実現を目指して、 2005年から 2008年にかけてブータン中央研究所(Centrefor 

Bhutan Studies)を中心に GNHインデックスの作成を目指した GNHサーベイが行なわれ

ている。将来は首相を議長とし、官房長官を副議長とする GNH委員会を設置する予定で

ある。 GNHインデックスとしては現在 474項目の膨大な質問票が試作されているが、パ

イロット調査を経て、より厳選精査された BDI(BhutanDevelopment lndex)として開発さ

れる予定である。

草郷氏によれば、そのパイロット調査(2006-07)の調査領域は、①生活水準、②健康(幸

福な人生)、③心理的・主観的幸福感(well-being)、④教育、⑤エコシステムと環境、⑥社

会活力、⑦時間の活用とバランス、③文化的活力と多様性、⑨よい統治、の 9項目が設定

されているとしづ。パイロット調査による 4項目(幸福感(10スケーノレ)、生活の質、人生

を楽しむこと、生活満足度(各 4スケール))による試行調査(N=350)によれば、ブータン人

の幸福感の平均値は 6.93(10点満点)と高く、幸福ではないと回答したのはわずかに1.4%

で、あった。また生活の満足度については、家族関係(96.9%)、健康(90.0%)、仕事(89.8%)、

経済面(80.3%)について「満足Jまたは「まあ満足」と答えた。さらに「幸福の源泉は何かJ

としづ質問(複数回答可)に対して、最も多かった回答は経済的安定(66.0%)で、あったが、

第 2位がよい家庭生活と家族の幸福(44.3%)、第 3イ立が健康(43.1%)で、あった。 GNHはブ

ータン国家の開発の方向性と政府のあり方を規定する上位概念であり、哲学ともいえるが、

具体的な政策レベルへの適用において、 GNH指標の策定の必要に迫られている。これは慎

重かっ膨大な作業量を要求する課題であり、開発実践からの評価は 2""'3年後先になると思

われる。
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開発学の観点から「幸福感」を考えた場合、客観的指標に加えて主観的指標を取り込む

ことが必要であり、住民の持つ生活実感を反映した政策評価や政策選択につながる指標の

開発がその課題といえる。しかし、主観データや主観指標には、信憲性の問題、機会費用

の高い指標作成の問題、国際比較の是非などの問題や課題もあり、それらの制約には注意

を払うことが必要である。開発学は開発経済が主流で、あった時代から、徐々に多面的で学

際的な学問へと発展してきており、客観的評価中心主義から主観的指標を取り込む方向へ

と変化してきている。開発に関係する経済学、政治学、社会学、環境学、公衆衛生学、教

育学などにおける「主観的幸福Jへの研究関心も高まっている。そもそも「豊かさ」とは

何か、その概念や主観的幸福の研究成果が開発政策や実践にどのように生かされるのかに

ついては、ブータン王国における GNHの取り組みは先進的で貴重な生きた事例である。

参加者約 20名。

第 5回主催講演会

講師:マルタ・ヒル二ラクルス教授(スペイン・サラゴサ大学)

企画:子安増生

日時:2008年 3月 14日 16:30-18:00 

場所:京都大学百周年時計台記念館2階会議室田

題目:Health Communication and Environment: A complex link 

要旨:The importance of the links between health and environmental issues are recognized 

internationally. In 2005， Public and Environment Health Department from the World 

Health Organization published an exhaustive research evidencing how approximately 

one-quarter of the global disease burden is due to modifiable environment factors. 

These dates are even greater for children and adolescent populations. Environment 

risk information and education could help us to change this situation. This preventive 

strategy not refers only to nature of the risks， but also to the concerns， opinions or 

reactions of individuals to risk messages and to legal and institutional arrangements 

for risk management. These are topics very complex， because we do not find a unique 

definition or right approach to them. Health communication in relation to 

environment risks is approached by two ways: 

- First， we will analyze the communication as a process integrated by: source of the 

message， message characteristics， audience and risk perception， and channel (as for 

example the role of n1ass media in the social amplification or risk). 

- Second， we will pay attention to the communication planning to commitment to 

the community and their social agents. This strategy involves: community knowledge 

needs， goals and planning and evaluation. 

With this talk， we will try to reflect about these barriers and social marketing 

opportunities and we will analyze the psychologist role. 

成果:マルタ・ヒルニラクルス教授 (Prof.Marta Gil Lacruz)は、 1967年スペイン生まれ、

ヴァレンシア大学大学院博士課程修了 (Ph.D.)、現在サラゴサ大学社会科学・人文科学部

教授。 2004年 3月'"'"'5月、キャノンヨーロッパ財団からの派遣により招轄外国人学者とし

て京都大学に滞在。現在の研究テーマは、ライフスタイル、健康の社会的決定因、社会資

本と地域健康などである。この講演で教授は、現代人の日常生活において健康に悪影響を

及ぼすさまざまなリスクの問題を取り上げ、世界保健機関 (WHO)のデータに基づきなが

ら環境と健康リスクの関係を論じ、リスク・コミュニケーションの重要性を指摘した。こ

こで論じられた問題は、本拠点の幸福感の比較文化的研究の基礎となる重要な知見を提供

するものとして意義深い。
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第 6回主催講演会

企画:山田洋子

日時:2008年 3月 17日 13:30・16:30

場所:百周年時計台記念館 国際交流ホール I

タイトノレ:Kyoto-Vienna International Lectures: Life圃 SpanDevelopment and Life Long 

Learning 

講師① Prof.Christiane Spiel (ウィーン大学教授、ヨーロッパ発達心理学会長)

題目①:Promoting positive youth development: The ViSC social competence program to 

prevent bullying at school 

概要①:In the last years many programs with the aim to reduce or prevent aggressive 

behaviour have been developed. The majority of these programs applied a fixed set of 

components and strategies independently of the group dynamics in the respective 

school classes. However， within a sample of 86 single school classes (191O pupils， 

grades 4 to 9) we found a tremendous variability in prevalence rates for bullying 

ranging from 54.5% to 0% bullies (mean = 12.3%) and for victims ranging from 41 % to 

0% (mean 10%) per class. The Vienna Social Competence Training (ViSC) 

systematically takes into account differences between school classes. The training is 

based on social information theory (Crick & Dodge， 1996) and results of research on 

bullying as a group process (Salmivalli et al， 1996). The two main principles are 

behavioural enrichment and participation. In the first pilot phase ofViSC we applied a 

summative evaluation model using a cohort-sequence design. Results showed higher 

democracy in the two training classes (9th and 10th grades) and lower perceived 

aggression than in the control classes. In the second pilot phase we also applied a 

formative evaluation. Trainers and pupils (4 classes; grades 6 and 8) were asked to 

assess the training components. In addition， students were asked to describe what 

they have learned during the training. Analyses show that behavioural enrichment 

was very effectively implemented， and that students liked the interactive components 

of the training most. Integration of the ViSC program in a national strategy for 

violence prevention will be discussed. 

講師② Dr.Georg Spiel (Klagenfurt総合病院・神経精神医学・医師)

題目②:Social psychiatric Services for Adolescents and Young Adults 

概要②:Since 1996， the association pro mente: kinder jugend familie (Pmkijufa) makes 

efforts into establishing social psychiatric， outpatient services. Pmkijufa started with 

two residential homes， followed by prevocational trainings targeting a vocational 

integration after the course. This program proved helpful for adolescents with 

moderate handicaps， whereas cli 
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functional therapies， psychotherapies and family-oriented social work. Beyond all 

these high structured， therapeutic offers， pmkijufa is also busy in the field of primary 

prevention: for example carrying out a youth-centre or health-promotion in schools. 

成果 Prof. Christiane Spielは、ウィーン大学心理学部長。教育心理学と評価研究学科教

授。心理学部の創立学部長、ヨーロッパ発達心理学会会長、 DeGEval会長。研究テーマは、

発達心理学・教育心理学・評価の境界領域で、いじめ、多文化の学校での統合的実践、生

涯学習、推論能力の評定、変化の測定、評価、教育システムの品質管理などの業績で世界

から注目されている。 Dr. Georg Spielと共に、オーストリア連邦政府教育省と共同ブ。ロ

ジェクトを多数行っており、両者の今回の講演は、学術的研究成果であると共に実践的な

アクション・リサーチとしてもん有意義で応用範囲が広く、 GCOEのテーマとしているサポ

ート・システムを考える上に大いに役立つものであり、聴衆の関心も大きかった。参加者

約 30名。

第 7回主催講演会

講師 Prof.Christiane Spiel (ウィーン大学、ヨーロッパ発達心理学会長)

企画:山田洋子

日時:2008年 3月 19日 15:00・17:00

場所:大阪国際会議場

題目:“Bildung-Psychology" : A developmental perspective on education 

企画主旨:教育に関する根本的な問い返しは、旧来の教育システムが前提としていた社会シス

テムが大きな変化を被るときに必須となる。旧ユーゴやトルコからの移民を迎え、ウィー

ンの学校では、半数に及ぶ子どもたちがドイツ語を母語としない。そこでは、 ドイツ語と

オーストリア文化のなかのみでの発達を前提にした教育システムではなく、多言語・多文

化を前提とした生涯学習と社会的なちからを保障するための教育システムへの組み替えが

模索され続けている。本企画では、その国家的フ。ロジェクトの中心者で、ヨーロッパ発達

心理学会会長のクリスチアーナ・スビール教授を招き、社会構造の変化や教育システム構

築と深く関係する子どもたちの発達と教育を総合的に理解しようとする学術的営みのスタ

ンスを講演して頂いた。スビール教授が見通す社会のあり方やそこに生きる人々の人生の

展望をうかがい、今後の日本の社会と発達と教育の総合的な見取り図を私たち自身が描出

していくための契機にしたいと考えた。

概要:従来は、教育と学習にかかわる心理学は、統合的なモデルや枠組を欠き、この分野の活

動の組織的なイメージ提供や、生涯発達的見方の組み込みができなかった。本講演は、そ

の課題に取り組むべく Bildung-Psychologyの概念化を主題とした。ドイツ語の術語である

Bildungには、英語に完全な同義語はなく、教育と学習の広い領域を包含するのみならず、

この領域を超えた含意をもっている。 Bildung-Psychologyは、<生涯学習への明確な焦点

化>と、<基本的原理と調査からエピデンスに基づく実践への過程>としてシステマティ

ックに構造化されている。 Bildung-Psychologyは、次の 3つの次元に沿った構造モデルの

なかにその課題と活動に根ざしている。 (a)個々人の生涯にわたる教育的キャリアという年

譜 (b)その分野の諸活動(c)これらの活動のレベル(ミクロレベル、メゾレベル、マクロレ

ベル)Bildung-Psychologyの理論的アプローチを描出するために、自己調整的学習の促進

の領域からの例を提示し、さらに Bildung-Psychologyの意義と科学における位置づけと応

用について議論した。

成果 Prof.Christiane Spielは、ウィーン大学心理学部長。教育心理学と評価研究学科教授。

心理学部の創立学部長、ヨーロッパ発達心理学会会長、 DeGEval会長。京都大学における

講演に続いておこなわれた「日本発達心理学会」における本講演では、 Bildung-Psychology 

というドイツ語でしか表すことができない「教育Jと「発達Jをむすぶ概念を新たに理論

化する意味とその教育場面における実践の在り方を明確なモデ、ルによって示された。アメ

リカを中心にした細分化した発達理論に対し、 ドイツ語圏から世界に向けたトータルで、有
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機的なものの見方の発信であり、アカデミックな根底的理論化を行いながら、きわめて実

践的なアクションプランともむすびついているモデ、ルで、ある。本拠点のサポート・モデル

構成に直接に役立つ、非常に注目すべき、また応用範囲の広い提案で、あった。

Bildung-Psychologyとしづ概念を中心に、活発な討論が行われた。参加者約 50人。

第 8回主催講演会

講師:マルタ・ヒルニラクルス教授(スペイン・サラゴサ大学)

企画:子安増生

日時:2008年 3月 21日 12:45・14:45

場所:大阪国際会議場

題目 :WHO-QOL尺度一知覚される生活の質への実証的アプローチ(WHO-QOL: An empirical 

approach to the quality of life perceived) 

概要:生活の質 (QOL)は、主観的と客観的の両方の視点から定義可能である。客観的視点か

らは、文化的・社会経済的指標、たとえば、健康、教育、職業、収入、余暇、社会および

自然環境のようなもので規定される。主観的視点あるいは知覚される生活の質の視点は、

全体的満足、幸福観、ウェルビーイングなどで評価される。今日、この両視点は統合され、

等しく重要と認識されている。この両視点を掘り下げるため、 1990年代に世界保健機関

(World Health Organization)は、 WHO-QOLプロジェクトを開始した。その主要な目

標は、生活の質についての普遍的な概念が存在するかどうかを検討することで、あった。こ

の目標を達成するため、様々な国の 15の地域が研究に参加した。自律'1生や十分なエネル

ギーの保持などは、インタヴューを受けた集団に共通の心理的に知覚される変数とされた。

この研究の結果、 WHO-QOL尺度ができあがった。この尺度は、社会心理学あるいは認知

心理学の様々なトピック、治療および評価の両側面において適用可能なものである。また、

宗教的信念、スピリチュアルな信念、個人的信念の測定と関連する尺度も含まれる。項目

の中には、高齢者、障害者、 HIV患者などの集団にも適用可能なものがある。この講演で

は、理論面と実証面の両方から、このような定義を再分析し、尺度の因子構造を説明した

い。スペインの郊外地域(サラゴサ市カサプランカ地区)で、私たちの研究班が行っている

研究を紹介する。この研究では、プライマリーヘルスケアの調査として WHO-QOL短縮

版を用い、社会経済的地位 (SES) との関連性を調べている。この研究の結果は、心理学

者の予防的介入に必要な有益な情報を提供し、平等性とウェルビーイングの関係について

問題提起を行うものである。

成果:マルタ・ヒル=ラクルス教授 (Prof.Marta Gil Lacruz)は、 1967年スペイン生まれ、

ヴァレンシア大学大学院博士課程修了 (Ph.D.)、現在サラゴサ大学社会科学・人文科学部

教授。現在の研究テーマは、ライフスタイル、健康の社会的決定因、社会資本と地域健康

などである。この講演で教授は、幸福観、ウェルビーイング、生活の質 (qualityof life; 

QOL)としづ概念の変遷を歴史的に概観し、自身が深く関わっている世界保健機関 (WHO)

WHO-QOLプロジェクトの概要と、 WHO-QOL尺度短縮版を用いた自身の研究成果を示

した。ここで論じられた問題は、本拠点の幸福感の比較文化的研究の基礎となる重要な知

見を提供するものとして意義深い。また、この講演は、日本発達心理学会第四回大会の一

環として行われ、発達心理学を専門とする研究者との対話の場を提供した。

33-



写真 6 :講演中のマルタ・ヒルニラクルス教授

第 1回共催講演会

講師:子安増生(京都大学大学院教育学研究科)

主催:京都大学総合博物館

企画協力:京都大学学術出版会

日時:2007年 10月 20日 10:30・12:00

場所:京都大学総合博物館ミューズ・ラボ

題目:三つ子の魂、どんな魂?一幼児期の心の発達をさぐる一

概要:話しことばが身につき、身辺の自立がはじまる 4歳前後は、自分と人との考えの違いも

理解できるようになる点で、子どもの心理的な成長のうえでの大きな転換期といわれてい

る。本講演では、幼児期の発達の転換期といわれる 4歳前後の時期を中心に、「心の理論J

研究など発達心理学の最新の研究成果を参照しながら、幼児の発達心理について一般の方

(特に子育て世代)を対象に説明をおこなった。

成果:本講演は、京都大学学術出版会が企画し京都大学総合博物館が主催する講演シリ ーズの

ーっとして開催された。総合博物館の入館者を対象とする一般向け講演である。比較的狭

い会場に溢れる聴衆が詰めかけ、グローバル COEの社会への広報活動の取り組みとして

大きな意義があったと言えよう。

第 2回共催講演会

講師 :Dr. Nikolaus Troje (Canada Research Chair in Vision and Behavioural Sciences， 

Department of Psychology and School of Computing Queen's University， Canada) 

主催:第 47回京都国際心理学セミナー

企画:藤田和生

日時:2007年 10月 22日 16:30・18:00

場所:京都大学大学院文学研究科新館2階第6講義室

題目:A visual invariant for the detection of animate motion 

概要:If biological motion point-light displays are presented upside-down， adequate 

perception is strongly impaired. Reminiscent of the inversion effect in face recognition， 

it has been suggested that the inversion effect in biological motion is due to impaired 

configural processing in a highly trained expert system. 1 will present data that are 

incompatible with this view. Particularly， 1 will show that observerscan readily 
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retrieve information about direction from scrambled point-light displays of humans 

and animals. Based on these findings 1 will suggest that the visual mechanism 

conveying this ability functions to detect another animal in the visual environment 

and direct attention to it -independent ofthe animal's particular shape. 1 will then 

present further experiments which support this idea and help to further characterize 

the critical invariants that trigger the proposed mechanism. The data will be 

discussed in the context of a multi-Ievel processing system for biological motion 

perception. 

成果:通常ノ〈イオロジカルモーションの知覚は configuralな情報処理の産物で、倒立効果はそ

のために生じるものだと考えられている。しかし、 ドットの動きをスクランブルにした刺

激で、あっても、足の軌跡や加速度といった部分的情報だけで、運動の方向を認識すること

ができ、局所的な情報の処理もバイオロジカルモーションの知覚に貢献していることが、

ビデオを交えて説得的に示された。たいへん興味深く、有意義な講演で、あった。学内外か

ら約 40名の参加者があり、討議も活発になされ、盛会で、あった。

第3回共催講演会

講師:Dr. Andrew Leber (University of New Hampshire， USA) & Dr. Julie Golomb (Yale 
University， USA) 

企画:驚木潤

日時:2007年 10月 24日 16:30・18:30

場所:京都大学大学院人間・環境学研究科棟 3階 333演習室

題目:Talk 1. Predicting cognitive control from behavior and fMRI (Andrew Leber) 

Talk 2. Spatial attention remains in retinotopic coordinates immediately following 

saccadic eye movements (Julie Golomb) 

概要:Talk 1. Goal-directed， or "top-down，" control allows us to flexibly adjust how we 

process and respond to external stimuli in the world. Despite the ever-growing 

research focus on this area， much remains unknown about how control is implemented 

successfully. In an effort to begin filling this gap， my recent research has probed two 

general questions about control. First， what factors predict the choice of top-down 

strategy? Consider a fan at a baseball game trying to locate the ball; he can either 

search for， say， white things or fast moving things. Which strategy will he choose? A 

series of experiments designed to ask this question shows that learning from past 

experience plays a fundamental role. Such learning persists for at least 1 week and 

survives the changing of low-Ievel stimulus features used in our displays， suggesting 

that the learning is high-Ievel in nature. The second general question relates to control 

success， and it is one that bears considerable practical relevance to our increasingly 

multitask-filled lives: when we need to switch from one strategy to another， what 

determines how successful we will be? Further， does our degree of success fluctuate 

over time? Here， 1 describe a neuroimaging analysis technique (using fMRI) that my 

colleagues and 1 have used to identify distinct brain regions involved in task switching 

success. Specifically， by measuring neural activity before each trial begins， we have 

been able to predict observers' task switching success from moment to moment. 

Predictive regions include the basal ganglia as well as lateral prefrontal， anterior 

cingulate， and parietal cortices. In my concluding remarks， 1 will discuss the 

implications of these results and talk about future directions in my work. 

Talk 2. During everyday natural behavior， we cannot process every detail in our visual 

environment. Attention and eye movements are two mechanisms that can select and 

enhance processing of the most relevant inputs. Attention and eye movements are 
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often tightly coupled， but what if we attend to one location， while moving our eyes to 

other parts of a scene? Our image of the world shifts on the retina with each eye 

movement. What， then， happens to our internal representation of the attended 

location? 1 will present data from a novel behavioral paradigm designed to measure 

how a locus of sustained spatial attention is represented at various times following a 

saccadic eye movement. Immediately following an eye movement， spatial attention is 

maintained in retinotopic coordinates (relative to the eye)， even though there is no 

behavioral advantage associated with facilitation at this location. This residual 

retinotopic facilitation is robust but transient， decaying over the first 100・200ms

following the saccade. If behavioral relevance is attributed to the retinotopic 

coordinates， however， attentional facilitation at this location can persist for much 

longer. Thus， despite previous evidence to the contrary， attention can be dissociated 

from oculomotor planning and maintained across multiple saccades， primarily in 

retinotopic coordinates. 

成果:講師の AndrewLeber博士 (NewHampshire大学)、 Julie Golomb博士 (Yale大学)と

も視覚認知研究の気鋭の若手研究者である。産業技術総合研究所の招きで日本に滞在して

いる機会に京都大学での講演を引き受けていただいた。 Leber博士は視覚的注意、認知的

制御に関する多くの業績を持ち、今回はfMRI信号から行動レベルでの認知的制御活動を

予測する最新の研究を紹介した。 Golomb博士も Yale大学の認知神経科学研究室で視覚認

知の血，fRI研究などを行なっているが、今回は眼球運動と注意の関係に関する行動実験研

究を紹介した。海外の若手研究者の講演を聴くことで大学院生、ポスドクレベルの若手研

究者にとって大きな刺激になったと思われる。参加者は大学院生やポスドクが中心で約 20

名。

第4回共催講演会

講:師。:Dr. John N. Towse (Lancaster University， UK) 

企画斉藤智

日時:2007年 10月 26日 13:00-14:30 

場所:京都大学大学院教育学研究科本館 1階第1講義室

主催:日本学術振興会招轄外国人研究者講演

題目:The ins and outs of memory: New perspectives in understanding working memory in 

children and adults 

概要:Working memory is a central construct in cognitive science， used as both a specific 

experimental model and as a more general framework for thinking about individual 

differences. However， a notable feature about much research to date is that the focus is 

often on just the maintenance of working memory representations. This emphasis has 

been certainly been productive and justified. Nonetheless， in this talk， 1 will describe 

experiments that demonstrate the value of also considering (a) the conditions under 

which memory items are acquired and (b) the processes by which items are 

sequentially recalled. Evidence from both the ins and the outs of working memory 

tasks is used to offer new theoretical insights. 

成果:英国ランカスター大学の JohnN. Towse博士は、日本学術振興会招へい外国人研究者と

して、 2007年 10月一11月に京都大学に滞在した。本講演会は、招へい外国人研究者とし

ての同氏の活動の一環として実施された。講演内容は、作動記憶 (workingmemory)の機能

とメカニズム、ならびにそれらの発達的変化をターゲットする同氏の最近の研究成果を中

心としたもので、特に、作動記憶ピリオド (workingmemory period)といった作動記憶の

新しい測定方法や、作動記憶スパン課題における口頭反応のタイミングの詳細な検討を通

じて得られた理論的発展について詳述するもので、あった。学部生、大学院生、教員、そし

-36-



て一般聴衆を含む 60名以上の参加者を得て、活発な質疑応答が行われたが、特に、大学院

生からの質問を促す事で大きな教育的成果が得られた。

第 5回共催講演会

講師:板倉昭二(京都大学大学院文学研究科)

主催:京都大学総合博物館

企画協力:京都大学学術出版会

日時:2007年 11月 10日 10:30・12:00

場所:京都大学総合博物館ミューズ・ラボ

題目:ロボットから知る赤ちゃんの心

概要:赤ちゃんは、私たちが思っている以上に、豊かな世界に住んでいる。特に、人に対して

は特別な感受性があり、非常に早くから人とものとを区別している。また自分以外の存在

にも「心があるJと感じて心を見つける能力は「他人の気持ちになって考えるj ことの出

発点であり、社会生活に欠かせないものである。人はもちろん、人以外のロボットなどに

対して、赤ちゃんはどのように心を見つけるのだろうか。この講演では、ロボットなどを

使った研究から、他者を理解する赤ちゃんの心の発達を一般の方(特に子育て世代)を対

象に紹介した。

成果:

第 6回共催講演会

講師:Barbara C. Malt (Lehigh University， USA) 

企画:楠見孝

日時:2007年 12月 3日 13:00・14:00

場所:京都大学教育学部 1F会議室

題目:Naming and Knowing: Representing the World in Language and Thought (名づける

ことと知ること:言語と思考における世界を表象する活動)

概要:1 present an overview of several different intertwined projects including 

cross-linguistic and some of the bilingual and second-language learning work that was 

motivated by finding the cross-linguistic differences for artifacts. 

成果:モルト教授 (Lehigh大学心理学部)の研究テーマは、概念、カテゴリー、意味表象とそ

の発達，第二言語学習などである。今回、慶慮義塾大学の今井むつみ教授の招轄により来

日し，同教授とともに来学した。この講演で教授は、英語話者・非英語話者がなじみのあ

る対象・なじみのない対象を、どのように名づけるかというこれまで進めてきた実験のデ

ータを通して、名づけることとカテゴリー化の関係やその構造についての理論的考察をお

こなった。講演後には、今井教授の解説があり、今井教授も含めて言語と思考をめぐって

活発な議論をおこなった。ここで論じられた問題は、参加した教員、院生にとって、きわ

めて意義深いもので、あった。参加者は 15名。

第 7回共催講演会

講師:土谷尚嗣博士(カリフォルニア工科大学)

企画:禁木潤

日時:2008年 1月 10日 16:00-17:30 

場所:京都大学大学院人間・環境学研究科棟2階 233演習室

題目:Attention， Awareness and Mtereffects 
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概要:Historically， the pervading assumption among sensory psychologists is that what a 

subject attends to is what she is conscious of. That is， attention and consciousness are 

very closely related， if not identical， processes. However， a number of recent authors 

have argued that these are two distinct processes， with different neuronal mechanisms. 

While the neuronal correlates of consciousness remain elusive， significant progress 

has been made in studying the neuronal correlates of "unconscious" processing; a 

multitude of techniques---such as masking， binocular rivalry， and continuous flash 

suppression---permit visual scenes to be presented to subjects without subjects 

becoming aware of them. 1 will present recent psychophysical studies of aftereffects 

showing 1) that invisible stimuli can be attended with top-down attention， 2) that to 

observe some aftereffects， top-down attention to invisible stimuli is necessary and 3) 

that under some conditions top-down attention and awareness can result in opposite 

effects. These， taken together with recent neurophysiological studies， argue that 

attention and awareness are distinct neuronal process. 

成果:講師の土谷尚嗣博士(カリフォルニア工科大学)は Koch教授のもとで学位を取得し、

現在Adolphs教授のポスドクとして研究を続けている気鋭の若手研究者である。

Continuous Flash Suppression (CFS)としづ現象の発見で著名であり、 Koch教授の「意

識の探求(岩波書庄)Jの訳者の一人としても知られている。玉川大学の招きで日本に滞在

している機会に京都大学での講演を引き受けていただいた。講演では、 CFSを用いた自身

の研究を含め、多くの関連する研究を引用しながら、意識と注意の関係に関する新たな見

方を提案した。従来の、意識と注意は同一、或いは注意は意識に包含されるとしづ見方と

は異なり、注意と意識は別々の神経過程であると主張した。参加者は大学院生やポスドク

を中心に約 50名で、活発な議論が展開された。同世代の若手研究者にとって非常によい刺

激となる講演会で、あった。

第 8回共催講演会

講師:アンネ・ボルゲ、教授(ノルウェー・オスロ大学)

企画:子安増生

日時:2008年 1月 15日 16:30・18:00

場所:京都大学教育学部2階 215室(中央装置室)

テーマ:心の理論と幼児の社会的行動-友人関係による差

概要:心の理論は、子どもの向社会的行動や共感の発達と関連するとされているが、友人関係

など子どもが育つ社会的背景との関連性はよくわかっていない。この講演では、子どもの

友人関係(近隣と保育所)に焦点をあて、ノルウェーの学術審議会研究補助金によるハー

デラン地区の 11 か月 ~77 か月児 625 人を対象とする研究 (Hadeland First Friendship 

Project)の結果が紹介された。この研究の結果において、心の理論の発達は保育所の友人

関係は予測しないが近隣の友人関係は予測すること、心の理論と向社会的行動の発達の関

連性は女児のみに見られることなどが示された。参加者は 11名。

成果:アンネ・ボ、ルゲ、 (AnneBorge)教授は、 1949年生まれ、オスロ大学心理学専攻博士課

程修了 (Ph.D.)、2003年からオスロ大学心理学研究所教授、専門は発達心理学(児童・青

年期の心理-社会的問題など)0今回ボルゲ教授は、愛知県立大学教員養成 GPプログラム

により来日。この講演でボルゲ教授は、幼児・児童の友人関係に焦点をあてたノルウェー・

ノ\ーデ、ラン地区の 11 か月 ~77 か月児 625 人を対象とする自身の研究により、心の理論の

発達は保育所の友人関係は予測しないが近隣の友人関係は予測すること、心の理論と向社

会的行動の発達の関連性は女児のみに見られることなどの知見を示した。わが国ではあま

り知られていないノルウェーの研究状況の一端に接するとともに、わが国の研究にも示唆

を与える研究結果を知る機会となった。
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写真 7:講演中のアンネ・ボ、ルゲ、教授(左)

第 9回共催講演会

講師:Lael Schooler (ドイツ・マックスプランク人開発達研究所適応行動認知センタ一、シニ

ア・リサーチ・サイエンテイスト)

企画:楠見孝

日時:2008年 1月 26日 13:30-16:30 

場所:芝蘭会館別館2階研修室

題目:The cognitive foundations of heuristics ヒューリスティクスの認知的基盤)

概要:A few theorists， ranging from William James to contemporarypsychologists， have 

argued that forgetting should not be seen as a nuisance but as key to the proper 

working of human memory. Schooler & Hertwig (2005) have proposed that forgetting 

may in addition prove beneficial for making judgments that depend on whether objects 

are recognized and the speed of this recognition. For example， you could use the 

Recognition Heuristic (RH) to predict which of two candidates is likely to win an 

election based on the heuristic that if you recognize one but not the other， then predict 

the recognized one will win. To explore the mechanisms by which forgetting could 

boost the efficiency of such memory based inference heuristics， 1 describe a recent 

modeling and empirical effort that bridges two research programs grounded in an 

appreciation of the adaptive value of human cognition: The program on fast and frugal 

heuristics explores cognitive processes that use limited information to make effective 

decisions (Gigerenzer， Todd， & the ABC Research Group， 1999); and the ACT-R 

research program (Anderson & Lebier玖 1998)that strives for a unified theory of 

cognition， a language in which to implement cognitive models， such as those studied 

by the ABC Research Group. 1 will show how the ignorance that forgetting brings can， 

paradoxically， enhance inferences about real objects in the world. In Mata， Schooler， & 

Rieskamp (2007) we ask whether aging compromise decision-making abilities. 

Measures of fluid intelligence， not crystallized intelligence， explained age-related 

differences in information search and strategy selection. Thus， while older adults， like 

younger adults， may know which strategies are appropriate for a given environment， 

cognitive decline may lead them to rely on simpler strategies. 

成果:Lael Schooler博士はマックスプランク人開発達研究所適応行動認知センターの Senior

research scientistである。博士は、記憶の適応的な役割，とくに現在と過去の環境の構造

を統計的に分析したり，判断や意思決定に及ぼす影響を心理学実験や調査，シミ ュレーシ

ヨンによって研究してきた。講演においては、加齢による忘却のもつ適応的意義を、再認
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および迅速・節約ヒューリスティックスの観点から、研究グループ。の実験データに基づい

て紹介し、さらに、幸福感研究への示唆について論じた。講演終了後、 1時間にわたって、

B ・D合同プロジェクト「幸福感の国際比較研究j の懇談会において、今後の研究の方向

性について、意見交換をおこない、有意義な議論ができた。参加人数は約 30名。

第 10回共催講演会

講師:英国保Ij Mrs. Phillipa Bridge (Boxgrove校校長)

日本側 成田健之介氏 (日英国際交流学習研究会代表)

企画:高見茂

主催:日英国際交流学習研究会

日時:2008年 2月 20日 16:30・

場所:京大会館 102号室

題目:教師の幸福感一日英比較

概要:本講演会では、英国ロンドン郊外のボックスグローブ小学校のフィリパ・ブリッジ校長

と、日英国際交流学習研究会の成田健之介先生を招き、教師の幸福感について日英比較を

試みた。日本の教育問題として，授業が成立しない「学級崩壊J，無理な苦情を言う「モン

スター・ペアレントJ，教師の長時間労働等が話題になっている。こうした実情を踏まえ、

英国との比較を通じて、教師の仕事について，どのような場面でやり甲斐を感じるか，教

師としての幸福感とは何かということについて考えた。

成果:出席者は約 30名で、あった。日本側からは、成田健之助先生による日本の教育現場におけ

る問題を踏まえ、教師の幸福感について 30年近い教職経験に照らして講演された。その内

容は、英国 Boxgrove校の先生方にとっては日本の教育現場の実情の概要を知る良い機会

となった。また Boxgrove校側からは、 PhillipaBridge校長を始め、各学年担当の教員か

ら自分の仕事を通じての「教師の幸福感」が披露された。学校経営者としての Phillipa

Bridge校長からは、教師が幸福感を得るベースとして学校経営の継続的安定が不可欠であ

り、それを確保するためには父母との信頼関係の構築が最も重要な鍵であるとの指摘があ

った。信頼関係構築のための同校での具体的な実践例も紹介され、わが国にとって大いに

参考になるもので、あった。また現場のクラス担任からは各自の経験に照らした幸福感につ

いての報告があり、「子どもの成長発達を見届けること」や「教育によって子どもが良い方

向に変化した時Jに教師としての大きな幸福感を得るとの指摘が多くあった。この点は極

めて当然の事とはいえ、日英に共通する重要な観点であるとの意を強くした。

第 11回共催講演会

講師:千住淳博士(英ロンドン大学ノ〈ークベック・カレッジ、リサーチフエロー)

企画:子安増生

日時:2008年 2月 27日 10:30-12:00 

場所:京都大学教育学部第 1講義室

題目:社会脳の定型・非定型発達

概要:これまでの研究により、ヒトの脳の一部は社会的な情報の処理に特化したネットワーク、

いわゆる「社会脳」を形成していることが明らかとなってきた。しかしながら、こういっ

た「社会脳Jが発達的にどのように形成されるのかについての研究は未だ進んでいない。

今回の講演では、社会脳の定型・非定型発達の様相について、演者がこれまで、に行ってき

た研究を中心に概括し、社会脳の発達的基盤について議論した。前半では主に定型発達乳

児の研究を通してアイコンタクトなどコミュニケーションに関連した刺激への反応性が、

社会脳の発達的基盤のーっとなっている可能性について議論した。後半では対人相互反応

やコミュニケーションに発達的な障害を抱える自閉症スペクトラム障害児を対象とした研
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究を通じて、自閉症者がコミュニケーション関連刺激に対して非定型な反応を示すことを

紹介し、その認知的基盤について議論した。さらには、自閉症者における社会脳の非定型

発達が臨床像の発現に与える影響について、実証データを中心に議論した。参加者 22名。

成果:千住博士は、東京大学教養学部卒業、東京大学大学院総合文化研究科博士課程修了の後

渡英、現在ロンドン大学ノ〈ークベック・カレッジ(Birl王beckCollege， University of London) 

の脳・認知発達センターで社会脳 (socialbrain)の発達的起源ならびに自閉症スペクトラ

ム障害の非定型脳機能発達の研究を行っている新進気鋭の研究者である。これまで、日本

基礎心理学会優秀発表賞、東京大学総長賞、日本心理学会国際賞奨励賞などの賞を受け、

その研究は若くして既に国際的に定評がある。今回は、日本でのシンポジウム出席の合間

をぬう形で、京都大学でも「社会脳の定型・非定型発達」というテーマで講演が行われた。

大変刺激的かっ示唆的な研究発表であり、今後の認知発達研究、障害児研究に資するもの

である。

第 12回共催講演会

講師:三村終准教授(昭和大学医学部)

企画:苧阪直行

主催:日本ワーキングメモリ学会(第 5回大会特別講演)

日時:2008年 3月 8日 11:00・11:45

場所:京都大学文学部新館第3講義室

題目:加齢とワーキングメモリ:老年期うつ病、アルツハイマー病、高齢者に関する光トポグ

ラフィと磁気刺激を用いた検討

概要:ワーキングメモリ課題を遂行中の脳内活動を検討するには、さまざまな脳機能画像が用

いられる。近年では、 PETやfMRIとともに、非侵襲的で簡便な光トポグラフィを用い

た報告が増えている。若年・高齢健常者、アルツハイマー病や老年期うつ病の患者さんを

対象に、 2-back課題や乱数生成課題を用いて、前頭前野の酸化ヘモグロビン (oxy-Hb)

値の変化を検討してきた取り組みについて紹介された。これらはまだ研究途上であるが、

今後、いくつかの認知課題と光トポグラフィを組み合わせて、アノレツハイマー病と老年期

うつ病とを鑑別し得る可能性がある。健常者や患者さんのワーキングメモリを薬物療法や

非薬物療法による介入で改善していくことが可能であろうか。反復経頭蓋磁気刺激(rTMS)

を用いて、ワーキングメモリ課題の成績を向上しようという試みも行なわれている。情報

の保持期間に左頭頂葉にリアル刺激を当てた場合、シャム刺激を与えた場合と比較して、

ワーキングメモリ課題成績自体には差はみられなかった。しかし、 rTMSが保持と反応の

過程に影響を与え、遠隔地である前頭前野の oxy-Hb値に影響することが示されている。

rTMSがワーキングメモリを増強させ得ると考える今日の知見と問題点について述べた。

成果:光トポグラフィによってアルツハイマー病と老年期うつ病とを鑑別し得る可能性、健常

者や患者さんのワーキングメモリを薬物療法や非薬物療法による介入で改善してし、く可能

性、これまで脳の機能を解明するためだけに用いられてきた rTMSを治療に利用しようと

いう試みなど臨床経験に裏付けられた非常に興味深い講演であり、そのような医学現場で

の先駆的な試みについて出席者は見聞を深めることができた。参加者 65名。

-シンポジウム

グローバル COE拠点形成記念公開シンポジウム「心が活きる教育に向かつて」

日時:2007年 11月 17日

場所:京都大学文学部第 1講義室、第2講義室
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9:00-9:30 子安増生

9:30聞 10:00 杉万俊夫

10:00-10:30 辻本雅史

10:30・11:00 西平直

11:00-11:20 総合討論

心が活きる教育に向かつて

当事者と研究者の協同的実践における研究者の役割』

「教育のメディア史」の構想

世阿弥「離見の見」一意識・自意識・メタ認知

11:20・13:00 ポスター(掲示開始 11:20，在席責任時間 12:00-13:00)

13:00-13:30 藤田和生 比較感情研究の可能性

13:30-14:00 替藤智 実験的エラー誘導法で探る認知と行為のメカニズ、ム

14:00胴 14:30 渡濯洋子 医学教育への生涯教育学的アプローチ

14:30幽 15:00 驚藤直子 Philosophy as translation， globalisation， and the 

understanding of other cultures 

15:00開 15:20

15:30・16:00

16:00・16:30

16:30-17:00 

総合討論

ゃまだようこナラティブ研究の人間観と方法

大山泰宏 FD・教育改善におけるオルターナティブ・モデ、ルの構想-

「心が活きる教育」のための FD・教育改善とその評価-

杉本均 才能教育の国際動向と国際比較

17:00・17:30 鈴木晶子

17:30・17:50 総合討論

哲学，教育学，心理学におけるタクト

成果:本拠点の「立ち上げシンポジウム」として企画・開催された。本拠点の事業を担う 12

人のメンバーが自身の研究経歴・研究内容を紹介し、それを「心が活きる教育」とどの

ように結び付けていくかが論じられた。心理学と教育学という異なる研究領域が今後ど

のようにコラボレーションを行っていけば以下を考える貴重な機会となった。特に、方

法論の多様性が確認されると同時に、関心およびテーマの共通性も明らかになった。学

内外から 79名の参加者があった。また、ポスターセッションにおいては、大学院生を中

心に 34件の発表があった。

写真 8 拠点形成記念公開シンポジウムのポスター発表風景

iPISA調査の特徴と課題一日中合同検討会」

企画:田中耕治

主催:教育実践コラボレーション・センタ一

日時:2007年 12月 4日 10:00・12:00

-42-



場所:芝蘭会館別館研修室 1

概要:

司 b、
コミ

開会の挨拶

報告者

大塚雄作教授(京都大学大学院教育学研究科)

田中耕治教授(京都大学大学院教育学研究科)

楠見孝教授(京都大学大学院教育学研究科) IPISAの経験と日本J

内村浩准教授(京都工芸繊維大学) 1国際学力調査から見えること-科学

的リテラシーを中心にJ

胡軍氏(中国・中央教育科学研究所・研究員) 12006・2009国家重要課題

小中学生における学力調査研究の概要J

成果:PISA2006の結果が世界で同時に発表されるというタイムリーな日に実施された本シン

ポジウムには、学内を中心に約 30名の参加があり、学力調査の意味や実施方法について

の活発な意見交換がなされた。京都大学大学院教育学研究科の楠見孝教授からは IPISA

の経験と日本」と題して、 PISA調査の概要や実施方法に関する説明をしていただいた。

世界各国と比較した日本の調査結果の特徴について、詳細な解説をしていただくととも

に、PISAのリテラシ一概念を超える創造的リテラシ一概念の必要性について提案してく

ださった。京都工芸繊維大学の内村浩准教授からは「国際学力調査から見えること-科

学的リテラシーを中心に」と題して、理科教育の専門家の立場から科学的リテラシー問

題の意味について説明していただいた。 PISAで実際に使用された問題について、長年の

高校教員としてのご経験をもとに、日本の子どもが得意とする問題、不得意とする問題

の例を示し、その要因を明確に解説してくださった。中国・中央教育科学研究所の胡軍

副研究員からは 12006-2009国家重要課題一小中学生における学力調査研究の概要」と

題して、現在中国で計画されている大規模な学力調査について、その企画者としての説

明をしていただいた。中国独自の条件をふまえた、大都市から農村まで、をカバーするた

めの実施方法や分析方法に関する、具体的な方策を説明してくださった。 3名のパネリ

ストによる報告の後、日中双方から、 PISA調査と TIMSS調査の違いや、学力調査の実

施方法に関する質疑応答がおこなわれ、充実したシンポジウムとなった。

International Symposium on Executive Function in the Mind 

企画:子安増生・葬藤智・大塚結喜

主催:京都大学大学院教育学研究科

共催:京都大学教育研究振興財団および京都大学グローパル COEブρログラム「心が活きる教

育のための国際的拠点」

日時:2007年 12月 5日・ 6日

場所:京都大学時計台記念館

概要:

<December 5> 

International Seminar for Young Psychologists on Cognitive and Developmental 

Sciences 

09:30・・09:35 Opening Remark 

09:35・10:50 Session 1: Working Memory and Executive Control (Chair: Yusuke 

Moriguchi) 

Taiji Ueno (Graduate School of Education， Kyoto University) 

When binding oftwo features falls into apart 

Azumi Tanabe (Graduate School ofLetters， Kyoto University) 

Inhibition in visual working memory of scene images 

Yukio Maehara (Graduate School of Education， Kyoto University) 

The workings of working memory in a theory-of-mind task for adults 

Ivonne Solis-Trapala (Department of Psychology & School of Medicine， 
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Lancaster University) 

Statistical models of executive function test performance in children 

11:00・12:15 Session 2: Development of Executive Function in Young Children 

(Chair: Yukio Maehara) 

Macarena Silva Trujillo (Department of Psychology & School of Medicine， 

Lancaster University) 

Narrative development: Moving from questions to independent narrative 

Ayako Ogawa (Graduate School of Education， Kyoto University) 

The role of executive function in Japanese preschooler's explanation of other 

person's wrong action 

Tomohiro Nabeta (Graduate School of Education， Kyoto University) 

Can young children reduce false recognition? 

Yusuke Moriguchi (Graduate School of Letters， Kyoto University) 

Executive function and socio-cognitive development: Evidence from human 

children and chimpanzee 

12: 15 -12:30 General Discussion and Closing Remark 

1nternational Symposium on Executive Function in the Mind 

14:50-15:00 Opening Remark: Naoyuki Osaka (Kyoto University， Japan) 

Executive Function and Action Control (Chair: Satoru Saito) 

15:00-15:40: Explorations of task-set control through experiments on task-switching 

Stephen Monsell (University of Exeter， UK) 

15:40・16:20:Exploring the role of verbal short-term memory in task-switching and 

action control Satoru Saito (Kyoto University， Japan) 

16:20-16:30: Coffee Break 

16:30・17:10:Control dilemmas and the dynamic regulation of complementary 

executive control processes Thomas Goschke (Dresden University of 

Technology， Germany) 

17:10・17:50:Thinking is for doing: 1ndividual differences in working memory， 

inattention， and goal-neglect errors Michael J. Kane (University of North 

Carolina at Greensboro， USA) 

17:50・18:00:Commentary and Discussions Naoyuki Osaka (Kyoto University， 

Japan) 

18:30-Reception 

<December 6> 

Executive Function and Theory of Mind (Chair: Shoji Itakura) 

10:00・10:40:1s there a place for emotion in the relation between executive function 

and theory of mind? Louis J. Moses (University of Oregon， USA) 

10:40-11:20: Executive function & social understanding from 2 to 6: Which way the 

links? Claire Hughes (University of Cambridge， UK) 

11:20-11:30: Tea Break 

11:30・12:10:Lying， theory of mind， and executive function: A developmental 

perspective Kang Lee (University of Toronto， Canada) 

12:10・12:50:Toward a unified theory of young children's development of 

understanding others' mind Masuo Koyasu (Kyoto University， Japan) 

12:50・13:00:Commentary and Discussions Shintaro Funahashi (Kyoto University， 

Japan) 
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Executive Function in Context (Chair: Masuo Koyasu) 

14:30・15:10:Understanding others: Challenge from the developmental cybernetics 

Shoji ltakura (Kyoto University， Japan) 

15:10・15:50:Culture， interaction and the development of social and executive skills 

Charlie Lewis (Lancaster University， UK) 

15:50・16:00:Coffee Break 

16:00・16:40:Experience and executive functions: Evidence from training， schooling， 

and culture Priti Shah (U niversity of Michigan， USA) 

16:40・17:20:The unity and diversity of executive functions: lndividual differences 

and behavioral genetic analyses Akira Miyake (U niversity of Colorado at 

Boulder， USA) 

17:20・17:30:Commentary and Discussions Jun Saiki (Kyoto University， Japan) 

17:30・・ Closing Remark: Masuo Koyasu (Kyoto University， Japan) 

成果:このシンポジウムは、 2005年度に京都大学 21世紀 COE心理学連合によって開催された

「心の抑制機能Jに関する国際シンポジウム (2006年 1月 14日、 15日開催)をさらに発展・

展開させたものであり、抑制機能だけでなく、心の働きの高次制御機能全般に関する議論の

場を提供することを目的としていた。上記のプログラムにある通り、 3つの大きなテーマの

もと、 12人の講演者が発表を行い、テーマごとにコメンテータが討論を行うという形式であ

った。 3つのテーマは、 「高次制御機能と行為制御」、「高次制御機能と心の理論」、そして 「高

次制御機能の諸相」と いうものであり、それぞれ、基礎的な心理学実験に基づいた研究から、

高次制御機能の個人差や発達差に関する研究発表が含まれていた。 「高次制御機能と行為制

御」のセッションでは、環境に応じて心的状態を切り替える心の働きや、そうした働きに対

する感情の影響、注意の個人差の影響等について話題が提供された。「高次制御機能と心の理

論」のセッションでは、心の理論の発達に関わる高次制御機能の役割についての話題が提供

され、感情の役割や嘘の発達における高次制御機能の役割、偽りの感情表出の理解といった

問題が論じられた。「高次制御機能の諸相jのセッションでは、社会的な文脈での他者理解に

おける高次制御機能の役割、高次制御機能のトレーニング、高次制御機能を支える遺伝的基

盤についての話題が提供された。学内外からのべ約 100名の参加者があり、活発な議論が行

われた。

写真 9: I心の実行機能J国際シンポジウム参加者
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第 1回グローバル COE主催シンポジウム

企画:子安増生

主催:慶暦義塾大学グローパル COEプログラム「論理と感性の先端的教育研究拠点」および

京都大学グローパル COEプログラム 「心が活きる教育のための国際的拠点」

日時:2008年 1月 19日 10:00・18:00

場所:東京国際フォーラム

題目:理屈? 鹿理屈? 理屈抜き? 考える心、感じる心

概要:

第 1部 10:00・11:30 拠点紹介

渡辺茂(慶慮義塾大学) 子安増生(京都大学)

第 2部 13:00・15:00 講演:“生命"と “非生命"の感情世界瀬名秀明(東北大学)

対談:論理と感性のせめぎ合い一言語教育の視点から

田尻悟郎(関西大学) x大津由紀雄(慶慮義塾大学)

第 3部 15:30・18:00 講演安西祐一郎(慶慮義塾長)

パネルディスカッション

話題提供:伊東裕司(慶磨、義塾大学) 藤田和生(京都大学)

鈴木晶子(京都大学) 入来篤史(理化学研究所)

成果:京都大学グローバル COEプログラム 「心が活きる教育のための国際的拠点」と慶謄、義

塾大学グローバル COEプログラム「論理と感性の先端的教育研究拠点j は、同じく平

成 19年度の人文科学分野グローバル COEプログラムに採択され、心理学・教育学・哲

学・歴史学な度の研究分野を包摂している点でも共通の基盤を有している。この両プロ

グラムの間で連携の話し合いが行われ、協力関係を結ぶことが確認された。その第一回

の共同事業として、慶磨、グローバル COEが既に企画していた一般向けのシンポジウム

「理屈? 鹿理屈? 理屈抜き? 考える心、感じる心Jに共催する形で、京大グロー

バル COEの 3人の担当者が参加・発表した。今後、両拠点間の間で進められる協力関

係の第一歩として、大変意義の大きい会合であった。

写真 10:講演中の子安増生教授(写真提供:慶慮義塾大学グローパル COE)

日本学術会議シンポジウム「ゲノムから心まで~心の先端研究拠点への展望"'-'J

日時:2008年 2月 2日

場所:京都大学百周年時計台記念館
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概要:開会あいさつ:長谷川喜一(東京大学教授、日本学術会議会員)

I講演 (13:30-15:30)心の先端研究

1)下僚信輔(カリフォルニア工科大学、教授)心理物理学の研究から

2)入来篤史(理化学研究所、東京医科歯科大学、教授)神経科学の研究から

3)浅田稔(大阪大学大学院工学研究科、教授)認知ロボティクスの研究から

H討論 (15:45-17:45)ノ〈ーチャル共同研究拠点への展望

司会:長谷川書一(東京大学)

パネリスト (50音順):阿形清和(京都大学)、今井むつみ(慶応義塾大学)、内田伸

子(お茶の水女子大学)、子安増生(京都大学)、坂上雅道(玉川大学)、実森正子(千

葉大学)、積山薫(熊本大学)、辻敬一郎(名古屋大学)、西団員也 (NTTコミュニ

ケーション科学基礎研究所)、藤田和生(京都大学)、松沢哲郎(京都大学)、山岸俊

男(北海道大学)、吉川左紀子(京都大学)、渡辺茂(慶応義塾大学)、渡漫正孝(東

京都神経科学研究所)

コメンテーター:松本紘(京都大学研究担当理事・副学長)

閉会あいさつ:内田伸子(お茶の水女子大学教授、日本学術会議会員)

写真 11: Iゲノムから心まで~心の先端研究拠点への展望'""J参加者の打ち合わせ風景

第 1回グローパル COE主催国際シンポジウム 「幸福とリスク」

企画:鈴木晶子、クリストフ・ヴルフ

日時:2008年 2月 20日・ 21日

場所:京都大学文学部新館第 1講義室

概要:幸福とリスクという軸を設定した本プロジェクトの基幹部分をなす研究主題に関して、

ベルリン自由大学歴史人間学学際研究センターの Wulf教授以下4人の研究者を招鴨し、日

本側のスタッフも含めた国際シンポジウムを行った。また、シンポジウムを引き継し、だ形

で、今後の共同研究の方向性や可能性について、多角的に討議をした。教育哲学、臨床心

理学、人間学、社会学など人間科学とはいえ様々なアプローチ方法を有する隣接諸科学が
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フィールドを共有しつつ行うという、学際的かっ国際的な研究の体制、組織、方法につい

ても話し合われた。

2月 20日(水)

09.30-09.40 :拠点リーダー挨拶

子安増生(京都大学、グローパル COE拠点リーダー)

09.40-09.50 :鈴木晶子(京都大学)/クリストフ ・ヴルフ(ベルリン自由大学)

09.50-10.35 :クリストフ ・ヴルフ(ベルリン自由大学)

「未来へのリスクと課題一平和 ・文化的多様性・持続可能な発展に向けた教育」

11.05 -11.50 :鈴木晶子(京都大学)

「幸福とリスク一国際比較研究に向けて」

11.50 -12.20 :ディスカッション

14.00-14.45 :イエルク ・ツィルファス(エアランゲン・ニュルンベルク大学)

「幸福の哲学的 ・教育学的モデ、ル」

14.45-15.30 :藤田和生(京都大学)

「ヒト以外の動物の社会的相互交渉における感情の機能」

16.00-16.45 :ユルゲ、ン ・ケルナー(ベルリン自由大学) I人間の幸福J

16.45-17.30 :河合俊雄(京都大学)

「幸福原則の彼岸 (Jenseitsdes Glucksprinzips) J 

17.30-18.00 :デイスカッション

懇談会

2月 21 日(木)

意見交換 :今後の共同研究について

09.30-09.50 :子安増生 (京都大学)による GCOE研究の紹介

10.15-12.00 :フリー・ディスカッション

コーディネート:鈴木晶子(京都大学)

クリストフ・ヴルフ(ベルリン自由大学)

成果:幸福概念をリスク・マネジメントやリスク・パフォーマンスとの連関のうちに見ていく

としづ研究企画に対して、様々な角度から今後の研究推進について議論した結果、平成 2

1年度には、まずはパイロット調査として、日本とドイツの学校および家庭に入つてのフ

ィールドワークを行うという方向が提示された。また、幸福という概念そのものの歴史的

な背景、思想史的な概念の変遷、文化や宗教などによる影響といった、幸福研究への細や

かなパースベクティブの必要性と、その多層的な幸福事象へのアフ。ローチの可能性につい

て十分に議論することができた。参加者約 30名。

写真 12:左から、ケルナ一、子安、ヴルフ、ツィルファス各教授
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Self， other & language 
企画:斎藤直子、子安増生

日時:2008年 3月 25日・ 26日

場所:Institute of Education， University of London， UK. 

概要:

くMarch25> 

9:00 Welcome: Paul Standish and Masuo Koyasu 

9:15 Paul Standish & Naoko Saito 

Introduction to Beyond the Self 

11:00 Nobuhiko ltani & respondent: Anna Kouppanou 

"Beyond the Self" as a Goal of Education: Heidegger's Philosophy and 

Education in the West and in Japan 

Tatsuya Ishizaki & respondent: Moyra Fowler 

Critical consideration on the notion of "language" and "beyond": "Beyond 

the Self" and the issue of "transcendence" in Emmanuel Levinas 

14:00 Michael Bonnett 

Education and the Self 

Mitsutoshi Takayanagi & respondent: Amanda Fulford 

The Economy of Beyond the Self: Teacher Education in and as Higher 

Education 

15:45 Hanako Ikeda & respondent: Fiona Brettel 

The Concept ofAttention in Simone Weil: The Pure Eyes for Nothing 

Yasuko Miyazaki & respondent: J ade N guyen 

Children's experience of “beyond the self' and the rustle of language in 

Georges Ba taille 

17:15 Atsuko Tsuji & respondent: Anna Strhan 

Writing and experience: Reading Walter Benjamin's“Franz Kafk.a" 

Mitsutoshi Takayanagi & respondent: Amanda Fulford 

The Economy of Beyond the Self: Teacher Education in and as Higher 

Education 

<March 26> 

9:15 Masuo Koyasu 

Young children's development of understanding self， other， and language 

Jan Derry 

Brandom， Vygotsky and Psychology 

11:00 Ruth Cigman 

Self-Esteem and Education 

Manami Ozaki & respondent: Nadine Cartner 

Spiritual Health Education: Restoration of Connectedness with Others， 

with Nature， and/or with the Transcendent 
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14:00 Michael Hand 

Should patriotism be taught in schools? 

Riho Sakurai 

The Potential of Non-Formal Education through Community Learning 

Centers throughout the World to Encourage Basic Literacy， Personal 

Development， and Societal Inclusion 

15:45 Yuki Ohara & respondent: Shilpa Sharma 

Language and the Formation of Self-Identity: The Case of "Dalits" in 

India 

Katsura Saito & respondent: Ian Munday 

Language minority students and parent-school partnership 

17:15 Conclusion -Paul Standish and Naoko Saito 

成果(1)IoEと京大のスタッフ及び学生が対等な立場で協力しつつ、言語の壁を越えて異文

化間交流に携われたこと、 (2)教育哲学、心理学、比較教育学の多角的視点から「自己-他

者一言語」のテーマを中心に学際的交流が行なわれたこと、 (3)京大側大学院生の発表に

ついては、 一人一人が IoE側大学院生から応答発表を受けるとしづ貴重な機会を得て対話

的交流が行なわれたことである。参加者 50名。

写真 13:京大-IOE国際シンポジウムの日本側参加者(ロンドン大学 IOE玄関にて)
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写真 14:京大-IOE国際シンポジウムの参加者

.ワークショップ

ラウンドテーブルディスカッション:

若きサイコロジストの悩み-若手から見た心理学後継者育成環境のいま、これから

企画:藤田和生・大塚結喜

日時:2008年 2月 2日 9:30・12:00

場所:百周年時計台記念館国際交流ホール皿

趣旨:若手助教、ポスドク、現役院生に、研究上の喜びや悩み、将来への抱負などを語っても

らい、若手の目から見た心理学後継者育成環境の現状を知り、より良いシステム作りへの

提言に向けた前向きの討論をおこなう。

討論者:大江朋子(東京大学)、大神優子(お茶の水女子大学)、片畑真由美(京都大学)、後藤

和宏(日本学術振興会・慶謄義塾大学)、米田英嗣(日本学術振興会・生理学研究所)、篠

原郁子(京都大学)、杉尾武志(同志社大学)、十河宏行(愛媛大学)、高田明(京都大学)、

林創(京都大学)

司会者:大塚結喜(京都大学)

成果:主としてポスドク、助教、若手准教授として活躍中の研究者をまねき 研究にまつわる

苦労や喜び、研究環境の現状、改善への提言などを、それぞれの立場から自由に討議して

いただいた。さまざまな意見が出されたが、共通していたのは、当然とはいえ、よい研究

成果が得られたときの喜びである。研究テーマの選定で、はよく自由度が確保されており、

この点で、は悩みが聞かれなかった。研究環境としては、欧米に比べて雑務が多いといった

声が聞かれた。全体として、現在の後継者育成環境は、比較的好ましい状態にあるように

思われたが、より広い意見を集める必要があるように感じられた。討論者・企画者を除い

て、約 50名の参加者があった。ふだんあまり聞くことのない声を耳にする貴重な機会で

あった。



多文化研究の国際ワークショップ:京都大学とウィーン大学の共同研究会

企画:山田洋子、大学院生の企画担当:浦田悠、荘島幸子

日時:2008年 2月6自 13:00-19:00 

場所:京都大学大学院教育学研究科3階 320教室

Schedule 

Part1. 13:00・15:00

Presentations by Dagmar Strohmeier & Anna Grabner of University of Vienna， Austria. 

13:00・14:00

1・1 Dagmar Strohmeier (University ofVienna， Austria) 

{~ Cross Cultural Study on Aggressive Behaviour Inみ'PanesθandAustrian Pupils" 

14:00・15:00

1・2 Anna Grabner (University ofVienna， Austria) 

{{Image Maps of Life -Exploring Studθ'Ilts' Concepts of Life-Span Development and 

LifelongLθarningembedded in Cu1tural Contexts" 

Break.15:00・15:30

Part2.15:30・18:50

Presentations by graduate school students of Kyoto University 

15:30・15:55

2・1 Yuko Yasuda (Graduate School of Education) 

匂~.Vjθrsityof Women台Experiencesin Coping with Infertility over Time" 

15:55・16:20

2・.2 Mako Okanda (Graduate School of Letters) 

{{ChildrenきRe.弓ponseTendencies to }ら's-NoQu倒的'ns:Cross-cultural Dif絵rences"

15:20・16:45

2・3 Yu Urata (Graduate School of Education) 

づ"'heNest of thθMeaning of Life: From a Personal Meaning in Life to the Ultimate 

Meaning of Life. " 

16:45・17:10

2圃4 Kayoko Yamamoto (Graduate School of Human and Environmental Studies) 

{{How to talk about Life and Death in 品泌氏hool:From an Interview with High School 

Teachersinみ'Panブ

17:10・17:35

2・5 Sachiko Shojima (Graduate School of Education) 

{~ Transgendθr Person and Family: Rashomon-like Narrative of Life Events." 

17:35・18:00

2-6 Manami Ozaki (Graduate School of Human and Environmental Studies) 

協~:Thθ SpiralDynamics ofめ，iritualHealth Realization': 

18:00・18:25

公7 Kazumi Takeya (Graduate School of Education) 

{{The Narratives of 協 'menwhor，θceived Infertility Treatment: Thθ白 oiceof a Life as a 

q佑'manwithout 臼 ildren':

18:25・18:50

2-8 Naoko Nishivama & Yoko Yamada (Graduate School of Education) 

{{Female Adolescents' Per.弓pectives on Rela的 Inships 凶め Their Mothers and 

Grandmothθ'rs: In Dra wn Images" 

成果:ウィーン大学から若手研究者 DagmarStrohmeierと大学院生AnnaGrabnerを招鳴し、

ウィーン大学と京都大学の協働で行う国際 WSを開催した。京都大学の若手研究者と大学

院生の発表者を公募で募集したところ、予想以上の応募者があり、当初の予定を延長して

スケジュールを組んだ。国際 WSの企画、準備、ポスター作成、資料作成、当日の打ち合
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わせ、運営や可会などを大学院生と協働で行うことにより、国際会議などを行う際の準備

教育の場とした。大学院生たちの国際 wsに対する意欲と関心は非常に高く、熱心に討論

が行われた。若手研究者と大学院生が英語で研究発表を行い、討論するスキルを磨くため

の場として大変有効であった。また、招聴者や参加者にも大変好評であり、次回はウィー

ン大学で同様の国際wsを開催することがウィーン大学から提案された。参加者 約 30名。

第 3回こころの未来ワークショッフ。

タイトル:日本文化とこころの行方-wこもる』ことの意味

日H寺:3月 1日 13:00-17:00

場所:京大会館 101号室

13:00-13: 15 はじめに

吉川 左紀子(京都大学こころの未来研究センター センター長)

13:15-14:15 ひきこもり:現代日本社会の"行きづまり"を読み解く

マイケル・ジーレンジガー(カリフォルニア大学ノミークレー校/ジャ

ーナリスト)

14:15・15:15 文化と自己:ゆらぐ現代日本の構造

北山 忍 (ミシガン大学/文化心理学)

15:30-16:30 日本における若者の病理の変化:ひきこもりと行動化

河合俊雄(京都大学こころの未来研究センター/臨床心理学)

16:30・17:00 総合討論

マイケル・ジーレンジガー

北山忍

河合俊雄
嘉志摩 佳久(メルボ、ノレン大学/ネ土会心理学)

吉川| 左紀子

概要:I日本文化とこころの行方」をテーマに、現代日本の若者のこころのあり方、特に「ひきこもりJや、

対人関係の問題、価値観の揺らぎなどについてとりあげる一般公開ワークショップ。とした。ジーレ

ンジガー氏には「アメリカから見た日本の現状」を、北山氏には「アメリカと日本」両文

化の狭間からみた日本の現状を、そして河合氏には「日本の臨床現場」から、それぞれ日

本文化とこころの行方についての最新の研究成果報告ならびに意見提示を行ってもらった。

また総合討論の時間には、メルボ、ノレン大学の社会心理学者で、ある嘉志摩佳久氏、こころの

未来研究センター長の吉川左紀子氏を加えて、日本のこころに対する「取り組み」につい

ての討論を行った。

成果:参加者 180名、研究者以外にも多くの方からの関心が集まった。価値観が多様化する現

代日本社会の中での「こころ」のあり方について再検討し、様々な問題について取り組ん

でいく糸口を見つけるための研究方策などについて、パネリストによる具体的意見交換が

なされた。多くの聴衆からひきこもりや日本文化についての新たな視点を得たというコメ

ントが寄せられた。
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若手研究者養成プログラム及び研究開発コロキアム
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海外留学資金

若手研究者の育成及び海外との研究協力の推進を目的として、大学院生が、一定期間、海外の研
究機関に在留し、研究を実施できるよう支援するものである すなわち、グローバル COEr心が
活きる教育のための国際的拠点」に参加する部局博士課程在籍の大学院学生を対象に、 「募集人
員 20人(審査適格の者のみ採択)、申請額は 1件 60万円以内」として公募を行い、 6人の応募者の
中から、厳正な審査により 5件を採択した。下表に採択された 5件の内容を示す。

氏名:家島明彦(教育学研究科博士課程 3年)
研究題目 TheInfluence of Pop Culture in Adolescent Self Development: 

明弓latdoAmerican youth learn from manga and anime? 
期間:2007年 11月 16日"-'2008年 2月 29日
渡航先 NortheasternIllinois University アメリカ合衆国)
交付額 600千円
指導教員: 山田洋子

氏名:石橋 遼(教育学研究科博士課程 1年)
研究題目: 意味表象の処理を支える脳機能の探索

-Transcranial magnetic stimulation (TMS)を用し、て
期間:2008年 1月 15日"-'2008年 2月 29日
渡航先: マンチェスター大学(イギリス)
交付額 592千円
指導教員: 斉藤 智

氏名:木村 裕(教育学研究科博士課程2年)
研究題目: オーストラリアにおける開発教育の教育方法学的研究

一理論と実践の両面から見た特質の分析一
期間:2007年 10月 6日"-'2008年 2月 29日
渡航先 GlobalEducation Centre (オーストラリア)
交付額 600千円
指導教員: 田中耕治

氏名:竹腰千絵(教育学研究科博士課程 1年)
研究題目: イギリス高等教育におけるチュートリアル伝播の背景と現状
期間:2007年 12月 16日"-'2008年 1月 8日
渡航先: オックスフォード大学(イギリス)
交付額 400千円
指導教員: 杉本 均

氏名:中嶋智史(教育学研究科博士課程 1年)
研究題目: 異人種効果における社会的カテゴライズの効果についての研究
期間:2008年 1月 13日"-'2008年 2月 28日
渡航先 Tufts大学、 Miami大学(アメリカ合衆国)
交付額 600千円
指導教員: 吉川左紀子
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院生養成プログラム

院生養成フ。ログラムは、グローパル COEI心が活きる教育のための国際的拠点j の研究プロジ

ェクトに関連する優れた研究計画に対し、科学研究費に準ずる形式で、大学院生の個別研究プロジェクト

を支援するものである。すなわち、グローバル COEI心が活きる教育のための国際的拠点」に参

加する部局博士課程在籍の大学院学生を対象に「募集人員 20人程度、申請額は 1件 30万円以内

または 50万円以内(国際学会発表を含む場合)Jとして公募を行い、 16人の応募者の中から、厳正な

審査により 14件を採択した。下表に採択された 14件の内容を示す。

平成 19年度大学院養成プログラム研究発表会は、 2008年 3月 31日(月)京都大学教育学部

第 2講義室において実施された。

氏 名 所属部局 学年 指導教員 交付額(千円)
研究テーマ

井谷信彦 教育研究科 博士 3年 矢野智司 300 
研究テーマ 「存在論に立脚した教育/教育学の可能性

-0. F. ポルノウ「人間学的な教育学j の再考を軸に-J

浦田 イ，じ皮れ 教育学研究科 博士 3年 山田洋子 300 
研究テーマ 「人生の意味についての心理学モデ、ノレの構成J

河崎美保 教育学研究科 博士 3年 子安増生 300 
研究テーマ 「非規範的解法聴取による算数学習:能動的聴取の支援法J

近藤あき 教育学研究科 博士 2年 斎木 潤 300 
研究テーマ 「物体視における形と色の関係性に関する知覚的及び認知的研究j

篠原郁子 教育学研究科 博士 3年 遠藤利彦 300 
研究テーマ 「母親の mind-mindednessの個人差と幼児の「心の理論j 獲得の関連J

田中史子 教育学研究科 博士 3年 角野善宏 300 
研究テーマ 「物語をもつことの意味についての検討ー生み出すことと語ることを中心に-J

田中優子 教育学研究科 博士 2年 楠見 孝 480 
研究テーマ 「批判的思考の抑制・促進に影響を及ぼす暗黙の前提の効果J

田村綾菜 教育学研究科 博士 1年 子安増生 300 
研究テーマ 「児童期における謝罪の理解の発達的研究」

照屋信治 教育学研究科 博士 1年 駒込 武 300 
研究テーマ 「近代沖縄教育史の基礎的研究

-沖縄教育会機関誌「琉球教育j 「沖縄教育Jの整理と分析-J

前原由喜夫 教育学研究科 博士 2年 斉藤 智 300 
研究テーマ「社会に活きる記憶:心的状態推測における知識バイアスと作動記憶との関係J

松吉大輔 文学研究科 博士 2年 苧阪直行 300 
研究テーマ「視覚的ワーキングメモリにおける注意制御メカニズムの個人差

-fMRI及び行動実験による検討-J

宮崎康子 教育学研究科 博士 3年 矢野智司 300 
研究テーマ「教育人間学におけるバタイユーフーコー的「外」の語りの可能性

-教師は子どもの悪にどう向き合えるのか-J

森本 楊 文学研究科 博士 1年 藤 田 和 生 300 
研究テーマ fフサオマキザノレにおける他者の情動の認識j

渡辺創太 文学研究科 博士 1年 藤 田 和 生 300 
研究テーマ「ハトにおける外界認識:相対判断か絶対判断かJ



研究開発コロキアム

研究開発コロキアムとは、大学院生の学術研究活動の発展を図るため、本プログラムに関連す

る優れた研究計画に対し、科学研究費に準ずる形式でその研究の一部を助成するものである。採

択された研究フ。ロジェクトは、原則として、本プログラムの関係諸委員会と調整のうえ、新たに

設置される大学院科目「研究開発コロキアム」として編成され、授業時間割に組み込まれた。す

なわち、グローバル COEr心が活きる教育のための国際的拠点」に参加する部局博士課程在籍の

大学院学生を対象に「募集人員 10件程度、申請額は 1件 50万円以内」として公募を行い、 23件の

応募の中から、厳正な審査により 8件を採択した。下表に採択された 8件の内容を示す。

研究代表者: 小川絢子(教育学研究科博士課程 3年)
研究分担者: 上野泰治、溝川 藍
研究題目: 幼児の心的推論能力解明に対する作動記憶からの発展的アフ。ローチ:

交付額:
指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:

交付額:
指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:
交付額:
指導教員:

研究代表者:
研究分担者:

研究題目:
交付額:

指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:
交付額:
指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:

交付額:
指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:

交付額:
指導教員:

研究代表者:
研究分担者:

研究題目:
交付額:
指導教員:

500千円
子安増生

発達研究への言語データ導入と整理

上田祥行(人間・環境学研究科博士課程 1年)
小宮あすか、横尾知子、坂野逸紀
注意の制御スタイルに文化が及ぼす影響:

実験心理学的アブロローチをもちいて
500千円
斎木 潤

慶瀬智士(人間・環境学研究科博士課程 1年)
山川義徳、羽倉信宏
他者理解におけるミラーシステムの役割の検討
500千円
松村道一

黒田真由美(教育学研究科博士課程 3年)
家島明彦、浦田 悠、荘島幸子、竹家一美、平川祥子、岩井泰穂、

木戸彩恵、塚本朱里、米田 量、西山直子
ナラティヴデータに対する多角的検討
450千円

山田洋子

本島優子(教育学研究科博士課程2年)
石井佑可子、川崎裕美、大槻 綾
現代の家族状況から見る子どもの社会情緒的発達
500千円
遠藤利彦

山崎徳子(人間・環境学研究科博士課程3年)
勝浦虞仁、川上大介
保育・教育実践に貢献しうる研究アプρローチの構築:

450千円
岡田敬司

人の生きる場の「あるがまま」に迫る方法論とは

服部裕子(文学研究科博士課程 3年)
森本 陽、高岡祥子、瀧本彩加、鹿子木康弘、劉 波
共感(empathy)の比較認知科学的・比較認知発達科学的研究に向けた枠組

みの構築
500千円
藤田和生

野口 剛(教育学研究科博士課程 1年)
赤上裕幸、大田誠二、山崎貴子、井上 烈、岡田丈祐、岡田蒔子、

長崎励郎
情報・メディア・コミュニケーションの社会的機能と役割に関する実証的研究
450千円
稲垣恭子
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修士論文及び博士論文
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平成 19年度に各研究科に提出された心理学関係の修士論文および博士論文を記載した。(な

おアンダーラインは、拠点形成事業者ならびに研究協力者である。)

修士論文

文学研究科提出分

原康治郎 海馬と前頭前野ニューロン集団による連合記億の情報表現

主査:棲井芳雄(文・教授)

高Ij査:苧阪直行(文・教授)、藤田和生(文・教授)、板倉昭二(文・准教授)、

麓田宏(文・准教授)

高岡祥子 イヌの社会的認知に関する実験的研究

主査:藤田和生(文・教授)

副査:苧阪直行(文・教授)、棲井芳雄(文・教授)、板倉昭二(文・准教授)、

麓田宏(准教授)

梨原尚至 乳児期の色のカテゴリーに関する研究

主査:板倉昭二(文・准教授)

副査:藤田和生(文・教授)、棲井芳雄(文・教授)

源健宏 視覚性ワーキングメモリの情報保持に関わる神経基盤の検討

ーワーキングメモリ容量の個人差からのアプローチー

主査:苧阪直行(文・教授)

副査:藤田和生(文・教授)、棲井芳雄(文・教授)、板倉昭二(文・准教授)、

藍田宏(文・准教授)

勝原 麻耶 言語性ワーキングメモリ課題における感情情報の影響-高齢者を対象として-

主査:苧阪直行(文・教授)

副査:藤田和生(文・教授)、棲井芳雄(文・教授)、板倉昭二(文・准教授)、

藍田宏(文・准教授)

矢追健 自己に関わる情報の処理とその脳内神経基盤

主査:苧阪直行(文・教授)

副査:藤田和生(文・教授)、棲井芳雄(文・教授)、板倉昭二(文・准教授)、

麗田宏(文・准教授)

教育学研究科提出分

赤上裕幸 活字から活映へ ー水野新幸と『映画教育(活映)J] -

主査:佐藤卓己(教育・准教授)

副査:)11崎良孝(教育・教授)、稲垣恭子(教育・教授)

岩井泰穂 稲荷信仰における「感説むの意味づけ

主査:山田洋子(教育・教授)

副査:遠藤利彦(教育・准教授)、皆藤 章(教育・准教授)

上野泰治 言語性作動記憶における視覚的な長期記憶の関与

主査:驚藤智(教育・准教授)

副査:子安増生(教育・教授)、西岡加名恵(教育・准教授)

魚野朔太 表情が視線による注意シフトに与える影響

主査:吉川左紀子(こころの未来・教授)

副査斎藤智(教育・准教授)、遠藤利彦(教育・准教授)

木戸彩恵 化粧による心理変容のナラティヴ分析-装う自己と見られる自己

主査:山田洋子(教育・教授)

副査:遠藤利彦(教育・准教授)、大山泰宏(教育・准教授)

桶村豪文 市場メカニズムに基づく大学経営の有効性の限界

一学生の大学選択に着目して-

主査:高見茂(教育・教授)

副査:金子勉(教育・准教授)、鈴木品子(教育・教授)

小見茂樹 野村芳兵衛による生活指導の理論と実践
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一児童の村小学校期に焦点をあてて

主査:田中耕治(教育・教授)

副査:西岡加名恵(教育・准教授)、駒込 武(教育・准教授)

小宮あすか 対人的一個人的状況における後悔:日米比較研究

主査:楠見孝(教育・教授)

副査:吉川左紀子(こころの未来・教授)、岩井八郎(教育・教授)

武田一浩 社会人の「学び直し」における課題と展望

ーヨーロッパにおける学習休暇制度を手がかりに-

主査:前平泰志(教育・教授)

副査:渡遷洋子(教育・准教授)、西岡加名恵(教育・准教授)

塚本朱里 モデル物語「松田聖子Jと同時代を生きる女性のライフストーリー

主査:山田洋子(教育・教授)

副査:遠藤利彦(教育・准教授)、稲垣恭子(教育・教授)

土出郁子 国立大学病院における「患者図書室」の現状と課題

一医学図書館との協力体制に基づく患者への図書館サービスの提案一

主査:川崎良孝(教育・教授)

副査:佐藤卓己(教育・准教授)、角野善宏(教育・准教授)

馬場智子 タイにおける「人間の権利および尊厳に関する教育」

主査:杉本均(教育・教授)

副査:高見 茂(教育・教授)、渡遠洋子(教育・准教授)

平井千晶 児童養護施設における愛着障害の変化プロセス

一事例研究を通した考察-

主査:遠藤利彦(教育・准教授)

副査:山田洋子(教育・教授)、伊藤良子(教育・准教授)

松井保樹 英国におけるシティズンシップ教育に関する一考察

ーアンドリュー・ドブソンの所論に焦点をあてて-

主査:西岡加名恵(教育・准教授)

副査:田中耕治(教育・教授)、杉本 均(教育・教授)

溝川藍 幼児期・児童期における見かけの泣きの理解の発達

主査:子安増生(教育・教授)

副査:吉川左紀子(こころの未来・教授)、遠藤利彦(教育・准教授)

嶺本和沙 表情判断課題における順応効果の検討

主査:吉川左紀子(こころの未来・教授)

副査:驚藤智(教育・准教授)、皆藤章(教育・准教授)

三宅浩子 オルタナティブな教員資格に関する制度設計の理論的検討

主査:金子勉(教育・准教授)

副査:高見 茂(教育・教授)、斎藤直子(教育・准教授)

向真平 西尾実国語教育における読方教育の特質

-r通じ合しリによる生涯修養をめざして-

主査:田中耕治(教育・教授)

副査:西岡加名恵(教育・准教授)、辻本雅史(教育・教授)

山崎貴子 戦間期日本における「職業婦人」の変容と社会的受容

主査:稲垣恭子(教育・教授)

副査:岩井八郎(教育・教授)、渡透洋子(教育・准教授)

横尾知子 聴覚誘導性フラッシュ錯視における視聴覚統合様式

主査:斎藤智(教育・准教授)

副査:吉川左紀子(こころの未来・教授)、角野善宏(教育・准教授)

井上典子 児童期における論証能力の発達と批判的思考力との関連性

主査:子安増生(教育・教授)

高Ij査:楠見孝(教育・准教授)、田中耕治(教育・教授)

須賀みな子 言語と生命 一野村芳兵衛の「生活綴方」を手がかりに-
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主査:鈴木晶子(教育・教授)

副査:矢野智司(教育・教授)、前平泰志(教育・教授)

米国 量 米づくり作業における経験の意味づけと成員間の結びつき

~交流を目的とした実験的なグループの活動実態とインタビューから~

主査:山田洋子(教育・教授)

副査:遠藤利彦(教育・准教授)、前平泰志(教育・教授)

大石真吾 箱庭制作としづ構造がもたらす作り手・見守り手の在りように関する一研究

一「立ち会しリをめぐる両者の体験に着目して-

主査:皆藤章(教育・准教授)

副査:伊藤良子(教育・教授)、稲垣恭子(教育・教授)

河野一紀 ことばをめぐる論考心理臨床・分析哲学・記号論を通じて

主査:伊藤良子(教育・教授)

副査:田中康裕(教育・准教授)、矢野智司(教育・教授)

佐々木麻子 「内的な異質性」に関する一考察

一箱庭に置かれなかったアイテムを手がかりに-

主査:桑原知子(教育・教授)

副査:田中康裕(教育・准教授)、杉本均(教育・教授)

芝池有紀 認知症を生きる高齢者の時間体験に関する考察

主査:角野善宏(教育・准教授)

副査:伊藤良子(教育・教授)、遠藤利彦(教育・准教授)

長谷川千紘 箱庭に生まれる物語 一くわたし>と物語世界との関わりに着目して-

主査:桑原知子(教育・教授)

副査:皆藤章(教育・准教授)、山田洋子(教育・教授)

林明日香 日記体験から見た書き手と受け取り手のつながりのありようについて

主査:皆藤章(教育・准教授)

副査:角野善宏(教育・准教授)、佐藤卓己(教育・准教授)

春木奈美子 贈与としての語り

主査:河合俊雄(こころの未来・教授)

副査:田中康裕(教育・准教授)、矢野智司(教育・准教授)

平井久世 触れることについての一考察 -粘土制作を通して

主査:伊藤良子(教育・教授)

副査:角野善宏(教育・准教授)、駒込武(教育・准教授)

古川裕之 描き手が自身の風景構成法作品を見るとしづ体験について

-PAC分析を用し、て-

主査:皆藤章(教育・准教授)

副査:角野善宏(教育・准教授)、渡遷洋子(教育・准教授)

本多沙希 きょうだいとしづ存在を通して体験される「私」

主査:皆藤章(教育・准教授)

副査:田中康裕(教育・准教授)、渡遺洋子(教育・准教授)

沖部陽子 現代の「主体」についての一考察

一世界と心理学の二重性と Paul Kleeのコンポジションー

主査:河合俊雄(こころの未来・教授)

副査:伊藤良子(教育・教授)、矢野智司(教育・教授)

鍛冶まどか 風景構成法における空間の生成過程について

主査:皆藤章(教育・准教授)

副査:桑原知子(教育・教授)、斎藤直子(教育・准教授)

河野奈央 智恵としての「あきらめ乳がん体験者の視点から-

主査:角野善宏(教育・准教授)

副査:桑原知子(教育・教授)、西平 直(教育・教授)

佐藤健 子どもの遊びにおける宗教的イメージについて

主査:伊藤良子(教育・教授)

副査:河合俊雄(こころの未来・教授)、前平泰志(教育・教授)
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松本拓磨 贈り物の心理臨床学的考察 一子供の贈り物像から-

主査:伊藤良子(教育・教授)

副査:河合俊雄(こころの未来・教授)、岩井八郎(教育・教授)

宮嶋由布 イメージとしての「キャラクターJに関する研究

~小学生に生じるファンタジーに注目して~

主査:角野善宏(教育・准教授)

副査:田中康裕(教育・准教授)、遠藤利彦(教育・准教授)

山村総一郎 ミシェル・フーコーにおける主体概念の変遷から見た心理学的主体の再考

一中期から後期のテキストを中心に-

主査:河合俊雄(こころの未来・教授)

副査:皆藤 章(教育・准教授)、佐藤卓己(教育・准教授)

黒江ゆり子 慢性の病いとともに生きることについての論考

一他者への「言し、づらさ」を手がかりとして-

主査:矢野智司(教育・教授)

副査:西平 直(教育・教授)、山田洋子(教育・教授)

人間・環境学研究科提出分

鮫島輝美 近代医学によって失われた(医師の姿〉

一京都・西陣の地域医療の事例を通じて-

主査:杉万俊夫(人環・教授)

副査:カール・ベッカー(こころの未来・教授)、永田素彦(人環・准教授)

Jorge Mario Andreau Top-down signal from lateral pre企ontalcortex in memory 

retrieval: behavioral and neural study J 

主査:船橋新太郎(こころの未来・教授)

副査:斎木潤(人環・教授)、大東祥孝(人環・教授)

田中暁生 メタ記憶に関与する神経機構の解明に向けた行動課題の検討

主査:船橋新太郎(こころの未来・教授)

副査:童杢週(人環・教授)、大東祥孝(人環・教授)

風間明日香 退行療法が探る潜在意識~事例収集による再検討

主査:カール・ベッカー(こころの未来・教授)

副査:杉万俊夫(人環・教授)、永田素彦(人環・准教授)

駒田安紀 アトピー性皮膚炎患者の寛解過程における病気感~教育入院患者の語りより

主査:カール・ベッカー(こころの未来・教授)

副査:多賀茂(人環・准教授)、高橋由典(人環・教授)

小畑タパサ 幼児の人格形成における幼稚園教育の影響

，.....， fまことの保育Jが果たせる役割をめぐって~

主査:カール・ベッカー(こころの未来・教授)

副査:岡田敬司(人環・教授)、吉田純(高等教育・教授)

博士論文

文学研究科提出分

課程博士

慶瀬信之 視対象のアウェアネスからの消失

ーオブジェクト置き換えマスキングに関する実験心理学的検討-

主査:苧阪直行(文・教授)

副査:棲井芳雄(文・教授)、産田 宏(文・准教授)

木原健 視覚的意識の形成過程と脳内機構

主査:苧阪直行(文・教授)

副査:楼井芳雄(文・教授)、藍田 宏(文・准教授)
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池田尊司 ワーキングメモリにおける色彩情報の処理過程

主査:苧阪直行(文・教授)

高IJ査:棲井芳雄(文・教授)、麓田 宏(文・准教授)

大神田麻子 反応バイアスのメカニズムと文化差

ーはい/し、し、え質問に対する就学前児の回答に関する検討-

主査:板倉昭二(文・准教授)

副査:藤田和生(文・教授)、棲井芳雄(文・教授)

森口佑介 社会的世界における抑制機能の発達的研究

主査:板倉昭二(文・准教授)

副査:苧阪直行(文・教授)、藤田和生(文・教授)

論文博士

村瀬俊樹 社会一文化的環境における子どもの語葉獲得

主査:藤田和生(文・教授)

副査:子安増生(教育・教授)、板倉昭二(文・准教授)

安藤新樹 輝度に基づいた視線方向知覚の研究

主査:苧阪直行(文・教授)

副査:板倉昭二(文・准教授)、麓田 宏(文・准教授)

教育学研究科提出分

課程博士

開沼太郎 高度情報ネットワーク社会における「教育の情報化J施策に関する研究

~初等中等教育における「人的資源配分」の重要性に着目して~

主査:高見茂(教育・教授)

副査:楠見孝(教育・教授)、杉本均(教育・教授)

楠山研 中国における学校制度改革の論理 一学制改革における格差への「配慮J-

主査:杉本均(教育・教授)

副査:田中耕治(教育・教授)、高見 茂(教育・教授)

中野祐子 臨床実践体験としての「見立て」に関する心理臨床学的研究

ーその生成フ。ロセスと心理臨床的機能の観点から-

主査:藤原勝紀(教育・教授)

副査:皆藤 章(教育・教授)、田中康裕(教育・准教授)

石原宏 製作者の主観的体験からみた箱庭療法に関する研究

主査:藤原勝紀(教育・教授)

副査:皆藤 章(教育・教授)、桑原知子(教育・教授)

伊藤実歩子 戦間期オーストラリアの学校改革 -労作教育の理論と実践を中心に-

主査:田中耕治(教育・教授)

副査:西岡加名恵(教育・准教授)、松下佳代(高等教育・教授)

高野秀晴 1 8世紀日本における民衆教化の展開と学問への視線

一石門心学を中心に-

主査:辻本雅史(教育・教授)

副査:駒込武(教育・准教授)、前平泰志(教育・教授)

回世民 近世日本における儒礼受容の研究

一『文公家礼』をめぐる儒家知識人の思想実践を中心に-

主査:辻本雅史(教育・教授)

副査:駒込武(教育・准教授)、西平直(教育・教授)

論文博士

福本(田熊)友紀子 水イメージからみた心理療法

主査:河合俊雄(こころの未来・教授)

副査:田中康裕(教育・准教授)、桑原知子(教育・教授)
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中村(河原)紀子 乳幼児の食行動における自律プロセス

一養育者との対立と調整を中心に-

主査:山田洋子(教育・教授)

副査:遠藤利彦(教育・准教授)、子安増生(教育・教授)

前川美行 心理療法における偶発事について~破壊性とカ~

主査:河合俊雄(こころの未来・教授)

副査:伊藤良子(教育・教授)、田中康裕(教育・准教授)

長田(黒)11)嘉子 心理臨床における遊ぶことの空間

-移行対象概念のく不確かさ>をめぐって-

主査:伊藤良子(教育・教授)

副査:皆藤 章(教育・教授)、角野善宏(教育・准教授)

演野清志 「気」の心理臨床学的研究

主査:藤原勝紀(教育・教授)

副査:皆藤 章(教育・教授)、角野善宏(教育・准教授)

服部憲児 フランスにおける大学評価委員会 (CNE) による大学評価に関する研究

一大学改善の促進の観点から-

主査:高見茂(教育・教授)

副査:杉本均(教育・教授)、金子勉(教育・准教授)

小股憲明 明治期における不敬事件の研究

主査:辻本雅史(教育・教授)

副査:駒込 武(教育・准教授)、佐藤卓己(教育・准教授)

田中建夫 学生相談臨床からみた“知ることの制止"の諸相

主査:藤原勝紀(教育・教授)

副査:桑原知子(教育・教授)、大山泰宏(教育・准教授)

人間・環境学研究科提出分

課程博士

番浩志 レチノトピー表象を有するヒト大脳皮質低次視覚野における空間的・時間的な視覚

文脈の処理:fMRI研究

主査:斎木満(人環・教授)

副査:大東祥孝(人環・教授)、船橋新太郎(こころの未来・教授)、江島義道(京都工芸

繊維大学・学長)

渡遺慶 意思決定に関与する前頭連合野神経機構の解明」

主査:船橋新太郎(こころの未来・教授)

副査:童杢遇(人環・教授)、大東祥孝(人環・教授)
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業績
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2007年 4月'"'-'2008年 3月の期間の難藁(公刊予定のものを含む)を、著書、論文、紀要、総説、科

研等報告、翻訳、辞典・事典、書評、学会発表、講演、受賞歴、社会的貢献などの順に並べた。これは、

グローノミノレ COEr心が活きる教育のための国際自住処却の教員・研究員・院生・ポスドクなど、全構成

メンバーのこの一年間の活動記録で、あり、必ずしもグローノミノレ COEプログラムの補助金による成果だけ

を収録したものではない。

下線は教員メンバー(初受、准初受、助教、 COE研究員)であることを、合印は査読付雑誌などに掲載

されたことを示す。

1 .著書
赤沢真世 (2007).学力保障をめざした到達目標・一制面論一中内敏夫の場合 田中耕官(編)人物で綴る戦

後教育評価の歴史三学出版 pp.137・152.

赤沢真世(印刷中).英語科の学力 田中耕治(編) (仮)学力テストを読み解く 日本標準

赤沢真世(印刷中).阿原成光と英語教育一人間らしさを尊重した英語教育 田中耕治(編) (仮)続・日新℃

を拓いた教師たち一戦後教育実践からのメッセージ一 日本標準

赤沢真世(印刷中).英語教育のカリキュラム編成と制面一天野小学校の実践に対するコメント 東京学芸

大学教員養成カリキュラム研究開発センター(編)小学校英語の可能性と課題東京学芸大学刊

行会

浅田剛正 (2007).適応指導教室の実践体験からみえてくるもの藤原勝紀(編)現代のエスブρリ別冊教

育心理臨床ノミラダイム 至文堂 pp278・279.

浅田剛正 (2008).描画法における臨床イメージ体験とアセスメント 藤原勝紀・萱産主・田中康裕(編)

京大心理臨床シリーズ6臨床イメージ体験創元社 pp373・380.

Ashida H(2007). Inf1uence of visual motion on object localisation in perception and action. In N. 

Osaka， 1. Rentschler， & 1. Biederman (Eds) ， Object re，α伊 j伽 1，attention， and action. 

Springer， Tokyo. pp. 207・218.

ベッカペ C.(2007). 日本史から世界が倫理を学べるか上虞哲治(編J 倫理的叡智を求めて上東

洋館出版 pp.53-80.

Carvalho， M.KF. (印刷中). ブラジルの教育:多様性の国における希望富野幹雄(編)ラテンアメリ

カ研究シリーズ第2巻:グ、ローノミル化時代のブラジルの実像に迫る 南山大学

Carvalho， M.KF. ・盤星差(印刷中).メタ記憶と社会・文化清水寛之(編)メタ記憶:記憶のモニタリ

ングとコントロール北大路書房

Ejima， Y. ， Takahashi， S. ;Yamamo臥 H!& Goda， N. (2007) . Visual Perception of Contextual Effect and 
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田中耕治 (2007).教育評価としての「学力調査」のために 現代教育科学， 611，8圃 10.

田中耕治 (2007).自己評価システムを支える教員組織のあり方現代教育科学， 615，8・10.

田中耕治 (2008).時代を代表する教師たち-東井義雄、斎藤喜博、庄司和晃一指導と評価，637，37-40.

友永雅己 (2007).チンパン、ジーは「わかっているJか? 科学， 77，60・62.

友永雅己 (2007).ホミニッド認知科学の可能性一誰のための比較認知科学か一生物科学， 59(1)， 32-41. 

友永雅己 (2008).チンパンジーにおけるシンボノレの獲得 中山剛史・坂上雅道(編) 庁師ヰ学と哲学の

出会い脳・生命・心玉川|大学出版部 pp.58・81.

辻材蚊 (2007).勉強とは何か一「江戸」から考える一春秋創刊号(済美平成中等教育学校校誌)創

立 10周辺特別号 pp.120・130.

辻本雅史 (2007).江戸の基礎教養一人間のあり方を教える教育で育った幕末の武士一人間会議 2007

年冬号 pp.176・183.

渡漫洋子・金井喜宏 (2008). [対談・成人教育]生涯学習日朝tの成人教育 CRE02008年No.1 神鋼ヒ

ューマンクリエイト pp. 13・23.

山本真也 (2008).ただ乗りは許さない科学， 78，272四273

5. 科研等報告書

荒木浩子・清水亜紀子・田中史子・大家総樹・築山裕子・蓋産主 (2007).糖尿病者の「生きること」の

心理臨床的瑚卒の試み平成 18年度 「魅力ある大判完教育」イニシアティブ研究成果報告書，

16-19. 23・25.

浅田剛正 (2007).筋ジストロフィー研究を振り返って~事離と「むくわれなさJから臨床現場研究の固
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有性を考える~ 筋ジストロフィー(者)の自立支援に関する臨床心理学的研究，平成 18年度

厚生労働省精神・神経疾患研究委託費筋ジストロフィーの療養と自立支援のシステム構築に関す

る研究研究成果報告書(研究代表者:藤原勝来c)，73-78. 

浅田剛正 (2007).専門家の「初心」と心理臨床学ーラウンドテーブルディスカッション『初心』より 研

究フィールドとしての人間環境を考える-臨床実践体験に照らした新しい研箔車関本制を求めて

一，平成18年度科学研究費補助金基盤研究B研宛戎耕民告書C研究代表者:藤原勝c)，143・147.

江上直樹(印刷中).公教育財源、の効果的調達と配分か法に関する調査:教育資金動向の調査研究教育委員

会 平成 19年度文部科学省委託事業「新教育システム開発ブロログラムj課題番号24r新しいタ

イプの自律的な学校運営に関する調査j

遠藤由美・柴内康文・内田由紀子 (2008).人間関係はし、かにwell-beingと関係するか現代社会におけ

る人間関係の諸相調査と資料， No.105 関西大学経済・政治研究所.

藤原勝紀 (2007).創造の臨床事例研究(FJK研究会報告書)，第3号.

藤原勝紀 (2007).筋ジストロフィ-児(者)の自立支援に関する臨床心理学的研究平成18年度厚生労

働省精神・神経疾患研究委託費研究成果報告書(分担研究者:藤原勝紀). 

藤原勝紀 (2007).子どもの遊びと環境学習を目的とした環境設計と耕オ開発に関する実践的研究平成

17'""18年度科学研究費補助金研究基盤研究(C)課題番号17500594伺究代表者:伊東啓太郎). 

藤原勝紀 (2007).研究フィールドとしての人間環境を考える-臨床実践体験に照らした新しい研究連携

を求めて一平成 18年度科学研究費補助金研究課題番号1700248(研究代表者:藤原勝来D
藤原勝紀 (2007).臨床心理士として生きること・成長すること(平成 17年度:第6回公開シンポジウム)

平成 16'""18 年度『勃貯フロンティア研究成果諏告書~ - rこころの専門家」養成後の研修ブρロ

グラムの開発的研究;--愛知学院大学)，421・463.

林創 (2008).学内(全学への展開 1):大学院生のための教育実践調墓一大学でどう教えるかー京都大学

高等教育叢書 26平成 16年度採択特色 GP報告書相互明彦型 m の系邸哉化による教育改善

2007--4年間の活動の成果と自己評価- pp. 165-200. 

林創・対毅佐作 (200砂.関西地区 FD連絡協議会「授業訓面ワークショップJ事前アンケートとその結

果関西地区FD連絡協議会設立に向けてpp.133・149.

林創・ブd救出乍 (2008).関西地区 m 連絡協議会「授業青刊面ワークショッブPJ事後アンケートとその結

果 関西地区FD連絡協議会設立に向けて pp.150・171.(付録資料を含む)

平松朋子 (2007).研究フィールドとしての人間環境を考える-臨床実践体験に照らした新しい研究連携

を求めて一 平成 18年度科学研究費補助金一基盤研究B(課題番号:17300248) ~専門的教養

知』の働きとその教育・育成に関する文理総合型研究，研究成果報告書.

平松朋子 (2008).筋ジストロフィー児(者)の自立支援に関する臨床心理学的研究 平成 17年度'""19 

年度厚生労働省帰申・神経疾患研究第壬費筋ジストロフィーの療養と自立支援のシステム構築

に関する研究(筋ジス研究紳野班)研究成果報告書(総集編). 

平松朗子 (2008).~専門的教養知』の働きとその教育・養成に関する文理総合型研究平成 19 年度科学

研究費補助金一基盤研究B (課題番号:17300248) 研究成果報告書.

虞瀬智士・羽倉信宏・山川義徳 (2008).他者瑚卒におけるミラーシステムの千嬉リの検討 グ、ローノミノレCOE

「心が活きるための国際教育拠点」平成 19年度研究開発コロキアム報告

池田華子(印刷中).恒lepossibility of the silence;官lechasm of the language.京都大学大学院教育学研

究科研究開発コロキアム報告書.

井上明美. (2007).臨床実践指導に関する授業の場と体験を考える 1(京都大学大学院教育学研究科実践

指導学調室平成 19年度「臨床実践指導学演習 1J r臨床実践指導学実習 1J受講体験諮繰)， 

35.40. 

井上明美. (印刷中).臨床実践指導に関する状業の場と体験を考えるII (京都大学大学院教育学研矧鴇

践指導者鰹平成 19年度「臨床実践指導学演習 1J r臨床実樹旨導学実習 1J受講体験記録集). 

井上明美・西嶋雅樹・本多早由里・森田健一・今西和美・近藤千寿枝・吉田啓子・佐藤健・菱田ーイ二・小

西佳世・永山智之 (2007).学校現場においける心理臨床的関わりについての実践的研究一新し

い学びと育ちの場・洛風中学校でのとりくみを通じて 平成19年度研究開発コロキアム報告書.

板倉昭二 (2007).基盤研究cr他者に関する暗黙的理解の発達と進化:暗黙的な「心の理論」の進化
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達心理学的研究」

明朗I[明子(印刷中).マレーシアにおける義務教育制度の導入とその背景科学研究費報告書科学研究費

補助金(基盤研究 (B))研究課題名「義務教育の機能変容と弾力化に関する国際比較研究J(課

題番号18330179研究代表者・京都大学大学院教育学研究科・樹受・杉本均)

加藤奈奈子・大石真吾・佐々木麻子・山本尚代(印刷中).心理臨床における箱庭を介したかかわりに関す

る研究-特別養護老人ホームでの調査から- 2007年度大判完 GPプログラムコロキアム報告

書

川崎良孝・亘昼亙・田中耕治・金王盤・西岡加名恵・中池竜一 (2007).E.FORUMスクールリーダー育成

研修独立行政法人教員側彦センター委嘱事業平成 18年度「教員研修モデノレカリキュラム開

発成果報告書j

児玉華奈 (2007). Wコモンスペース』をめぐる学びの一考察ー『ひがしまち街角広場』の実践から-京

都大学大判完教育学研究科・北京師範大学教育学院日中教育学系合同シンポジウム2007論文集

附:日中教育学系合同シンポジウム報告書

児玉華奈・太田拓紀・生腕圭也・辻喜代司(印刷中).野殿・童仙房地域における協働的な『学びの空間』

をめぐるフィールドワーク (仮)2007年度グローノ勺レCOE研究開発コロキアムの教育実践コ

ラボ、レーション・センター事業報告書

近藤千寿枝(印刷中).公教育財源の効果的調達と配分方法に関する調査:教育資金動向の調査研究保護者

平成19年度文部科学省委託事業「新教育システム開発ブρログラムj協 R番号24I新しいタイプ

の自律的な学校運営に関する調査J

黒田真由美 (2007).グ、ローバルCOE報告書「ナラティヴデータに対する多角的検討J

黒江ゆり子(研究代表者) (2008).慢性の病いにおける他者への「言いづらさJについての研究(研究課

題番号17659674)，平成 17'"'"'19年度科学研究費補助金「萌芽研究J研究成果報告書， 1・122.

日下部達哉 (200吟.日本における義務教育改革義務教育制度の弾力的運用に焦点をあててー 『義務教

育の機能変容と弾力的運用に関する国際比較研究』科学研究費補助金(基盤B)報告書(代表杉

本均)

日下部達哉 (2007).バングラデシュにおける EFA実現に向けた義務教育の弾力的運用 『義務教育の機

能変容と弾力的運用に関する国際比較研究』科学研究費補助金(基盤B)報告書(代表髭杢皇)

撞星差 (2008).広告のソース記憶の促進・混同に及ぼす1懐かしさ感情の効果平成 19年度(第41次)
士
口

田秀雄記念事業財団助成研究集(要旨)，pp.53・65.

楠見孝・平山るみ(印刷中).食品リスク認知を支えるリスクリテラシーの分析文部科学省科学研究費基

盤研究A I科学を基礎とした食品安針子前リスクアナリシスと専門職業、職業倫理の確立」平成

19年度報告書.

撞星主・小倉加奈代 (2008).仮想空間を利用したガン患者サポートグループの構築文音除伴省科学研

究費特定領域研究「情報爆発日新~~こ向けた新しい IT基盤技術の研究j 平成 19 年度成果報告会

報告書.

楠山研 (2008).日本の保育所入所基準見直しに関する考察ー出産後に就職するという選択一研究代表者

深掘聴子平成 19年度科学研究費補助金(基盤研究 (C))課題番号19600003I子育て支援制度

の整合性・公共性・平等性に関する国際比較研究j 中間報告書 pp.101・109.

撞山壁(印刷中).中国における義務教育制度の弾力的運用に関する動向研究代表者髭杢皇平成 19年

度科学研究費補助金(基盤研究 (B))課題番号18330179I義務教育の機能変容と弾力化に関す

る国際比較研究J最終報告書

前平泰志・渡漫洋子・武田一浩・元根朋美・柴原真知子・辻喜代司 (2008).京都大学シニアキャンパス

(2005同2007)実施報告京都大学生涯教育学・図書館情報学研究， 7，177・229.

松下佳代 (2008).相互研修型m とSoTL 京都大学高等教育叢書26相互明彦型m の系邸哉化による教

育改善2007-4年間の活動の成果と自己評価- pp. 209-223. 

松下佳代(印刷中).算数・数学学力調査報告牧野カツコ(編)青少年期から成人期への移行についての

追跡的研究 JELS第 11集

宮島朝子・棺良二郎・真継和子 (2007).住宅改修必要性謝面と福祉用具:処方の一体化モデル開発に向けた
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基礎的研究 平成17"'19年度科学研究費補助金(萌芽研究)(課題番号17659670)，H18年度報

告書.

三宅浩子(印刷中).公教育財源の効果的調達と配分方法に関する調査:教育資金動向の調査研究小・中学

校長平成 19年度文部科学省委託事業「菊激育システム開発ブpログラムj樹 R番号24I新しい

タイプの自律的な学校運営に関する調査」

溝上慎一 (2007).大学生が大学教育で身につける汎用的能力 (GenericSkills)の実証的検討秦由美子

代表平成16・18年度科学研究費補助金研究基盤(B)(一般う『大学における学生の質に関する国際

比較研究-教育の質保証・向上の観点から-j(課題番号17330165)中間報告書 pp.14・26.

溝上慎一 (2008).現代大学生の学びと人生形成一知識・技能獲得に影響を及ぼす学習タイプの差具一京

都大学大判完教育学研究科・北京師信伏学教育学院日中教育学系合同シンポジウム 2007論文集

pp.94・109.

溝上慎一(印刷中).授業・授業外学習による学習タイプと汎用的技能との習得の関連秦由美子代表平成

16・18年度科学研究費補助金研究基盤(B)(一般)W大学における学生の質に関する国際比較研究

-教育の質保証・向上の観点から j (課題番号17330165)報告書

森川浩子(研究代表者)・稲垣美智子・江川隆子・大橋健・兼松百合子・黒江ゆり子他9名(研究分担者)

(2007) .糖尿病自己管理アウトカム指標を用いた糖尿病教育ガイドラインの策定〈研究課題番号

17390578)，平成 17・18年度科学研究費補助金「基盤研究B一般J研究成果報告書， 1-86.

森本洋介〈訳)(2007).デビッド・バッキンガム(著)テクノロジーを超えてーデジタル文化世代の学びを

再考する 部落解放・人権研究所(編)ヒューマンライツNo.236 解放出版社 pp.40-47.

内藤みちょ (2007).登校生徒への眼差しを通してSCの役割を考える-SCイメージアンケートの内容か

ら-(学校臨床実践・調査研究報告)不登校生徒の自立と学習を支える洛風にふれて，74-77.

内藤みちよ (2007).自己表現のグループ。実施報告一実習のあり方について-(報告と考察)立命館大学

心理・教育相談センター，年報6号， 89-91.

南部広孝・撞山1iJf(2008). W中国の大学入学者選抜における「自主招生j の現状(資料集)j長崎大学ア

ドミッションセンター研究代表者南部広孝平成 19年度科学研究費補助金(基盤研究 (C)) 
課題番号19530757I東アジア諸国・地域における大学入学者選抜制度の比較研究」中間報告書

西嶋雅樹・本多早由里・近藤千寿枝・長谷川千紘・小西佳世・中藤信哉(印刷中).現場本験報告から見る

心理臨床家の専門性.平成19年度研究開発コロキアム報告書.

西岡加名恵 (2007).ポートフォリオを活かした人権教育一自他の大切さを実感できる子どもの育成加西

市立下里小学校『平成17・18年度人権教育開発事業「人権教育指定校」報告書j pp.52・57.

西岡加名恵 (2007).一制面方法と謝面規準の開発ー『逆向き設計』論の活用 田中耕治(編)学力向上をめ

ざす到面規準と刊面ヌデ法の開発科学研究費補助金基盤研究(C) 研ヲ~Jl題番号 :16530502 研究

成果最終報告書 pp.10・19.

西津伸太郎・荒木浩子・畑中千紘・清水亜紀子・野口寿一・松井華子 (2007).ノーステキサス大学ラン

ドレス博士を訪ねて-プレイセラピーセンターと子ども買連施設訪問- 遊説寮法学研究， 6(1)， 

77-83. 

西津伸太郎・吉水はるな・荒木浩子・畑中千紘・清水亜紀子・謝玲糸・野口寿一・松井華子・笹倉尚子・

本多早由里・越智美幸・佐々木麻子・長谷川千紘・平井久世・角野善宏 (2007).小児科領域に

おける心理昨d末の実践と教育に関する研究平成18年度 「魅力ある大学院教育」イニシアティ

ブ研究成果報告書， 25・33.

野口剛・赤上裕幸・大田誠二・山崎貴子・井上烈・岡田丈祐・岡田薪子・長崎励朗 (2008).'~静R ・メディ

ア・コミュニケーションの担会的役割と機能に関する実証的研究 京都大学グローノミノレ COEプ

ログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」研究開発コロキアム研究成果報告書

小原優貴 (2008).インドの義務教育改革の動向研究代表者杉本均『義務教育の機能変容と弾力化に関

する国際比較研究』平成18・19年度科研費基盤研究(B)(課題番号18330179) 研究成果報告書

大田誠二 (2007).高等学校における情報科教育の現状京都大学グローバルCOEブρログラム「心が活き

る教育のための国際的拠点」研究開発コロキアム研究成果報告書

オ場雄作 (2008).工学部授業アンケートの結果と分析京都大学高等教育叢書 26平成 16年度協尺特色

GP報告書



ブd毅佐作・大山泰宏・中村タ衣・田中優子 (2008).FDに関する実態とニーズ調査 関西地区FD連絡協

議会の設立に向けて

大山泰宏 (2007).①モントリオールの諸大学のFDに関する調査報告.②AUSIN氏による講演・ワークシ

ヨツプρ 京都大学高等教育叢書25平成 16年度採択特色GP報告書相互研修型FDの組織化に

よる教育改善2006 pp. 119・128，129司 130.

大山泰宏 (200吟.3年間の研究の耐も京都大学高等教育叢書 24大学授業実践の質的研究にもとづく電

子メディア化と FDネットワークの構築 pp.14・17.

大山泰宏・酒井博之 (200吟.Web公開授業のシステムにっし 1て京都大学高等教育叢書24大学授業実践

の質的研究にもとづく電子メディア化と FDネットワークの構築 pp.245・255.

苧阪直行 (2007).中央実行系の脳内表現一品価Iによる研究トー基盤研究仏)包) 課題番号16203037.

至墨(印刷中).中国における個性教育 アジア諸国における生徒の個性に応じた教育に関する研究一日

本・インド・中国・タイを事例としてー(グローノミノレCOEI心が活きる教育のための国際的拠京J

平成 19年度研究開発コロキアム最終報告書). 

Saito， K (in press). Education for language minority students in Japan:叩 ecase study of Osaka 

prefecture. Collection of Papers at Japan・ChinaJointSymposium on Educational Studies 

2007， Graduate School of Education， Kyoto University. 
斎藤桂・桐村豪文・三宅浩子(印刷中).落ちこぼれをつくらないための教育制度研究-アメリカを事例と

して-京都大学教育実践コラボ、レーション-センター(編)平成 19年度教育開発コロキアム報

告書

酒井博之 (2008).II-A第 3回工学部教育シンポジウム 京都大学高等教育叢書26平成 16年度樹尺特

色 GP報告書相互制見mの鰍哉化による教育改善 2007--4年間の活動の成果と自己制面-

pp.65・72.

酒井博之・林創 (2008).III卒業研庁調査ブρロジェクト 京都大学高等教育叢書26平成 16年度採択特

色 GP報告書相互開疹型mの繊哉化による教育改善 2007ー4年間の活動の成果と自己耕匝-

pp. 109-164. 

酒井博之 (2008).VI -C Web公開授業の研究報告について京都大学高等教育叢書26平成 16年度採択

特色GP報告書相互研修型mの組織化による教育改善2007→年間の活動の成果と自己制面-

pp.239・245.

酒井博之・林創 (2007).平成16年度採択特色GP昨日互研修型FDの来既設化による教育改善」活動報告

2006年度工学部卒業研究調査プロジェクト(速幸蹴)

楼井芳雄(印刷中).多様な長期記憶の形成を担う機能的神経団路の活動について 文音日科学省科学研究費

補助金基盤研究(B)報告書.

清水亜紀子 (2007).筋ジストロフィーに関する研究体験を振り返って~患者さんの入院生活に関わるス

タッフとの心理臨床面接から~ 筋ジストロフィー児(者)の自立支援に関する臨床心理学的研

究平成 18年度厚生労働省繍申・神経疾患研究費壬費筋ジストロフィー児(者)の自立支援に

関する臨床心理学的研究研究成果報告書(研究代表者:藤原勝治2)，79・89.

清水亜紀子 (2007). IへだたりJにおける「つながりJの可能性~患者さんとの面接仰験から~研究フ

ィールドとしての人間環境を考える-臨床実戦体験に照らした新しい研究連携を求めて一 平成

18年度科学研究費補助金一基盤研究B(課題番号:1700248) ~専門的教養知』の働きとその教育・

育成に関する文理総合型研究，研究報告書， 148-154. 

清水E紀子・田中史子・大家聡樹・築山裕子・西田麻衣子・佐々木麻子・森崎志麻(印刷中).糖尿病者の

「生きる」ことの心理臨床的理指揮の試み.平成 19年度大学院教育改革支援ブpログラム研究成果

報告書.

荘島幸子 (2008).科研合宿における新たな学びの経験〈課題番号 16330131山田洋子基盤研究 (B)Iフ

ィールドの語りをとらえる質的心理学の研究法と教育法J(.研究協力者) [交付年度2004・2007J)

杉万俊夫 (2007).鳥取県智頭町「日本ゼロ分のイチ村おこし運動J:住民自治システムの内発的創造

(NlRA Case Study Series No.2007-06-AA-3) NlRAケーススタディ・シリーズ， 1，57・75.

髭杢堕(編著)(印刷中).義務教育の機能変容と弾力化に関する国際比較研究平成 18~19年度科学研究

費補助金成果報告書(研究代表者髭杢堕)
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高見茂(印刷中).民間資金活用手法の有効性と限界 (CSR.SRI、PFIの証券化〉、地方教育費歳入・歳出

の動向(歳入の歳出への影響分析、集権と分権の教育財政基準の検討、税制改革と教育費負担)

公教育財源の効果的調達と配分方法に関する総合的研究平成19年度最終報告書(文部科学省委

託事業、新教育システム開発ブρログラム)

亘互選 (2008).学校の管理運営の状況学校の第三者評価者研修テキスト 監査法人トーマツ pp. 

120・125，pp.136・139.

高柳充利 (2008). V.学内(全学への展開2):リレー授業「ライフサイクルと教育Jの一年を貫くもの

ーリレーをするのは誰か?一京都大学高等教育研究開発推進センター(編)， ~.京都大学高等教育

叢書26 平成16年度関尺GP報告書相互研修型mの樹哉化による教育改善2007-4年間の

活動の成果と自己評価-~ ，200・207.

田中耕治 (200吟.目標準拠間面の意義と課題(Pp.2・9.)，学力調査の鞘教と分析視角(Pp.52る7.) 研究代

表者田中耕治『学力向上をめざす言判面規準と開面方法の開発~ (平成16・18年度科学研究費補助

金研究成果最終報告書)

田中毎実 (2007).大学教育研究の失敗-臨床的大学教育研究をめぐって 「日本の教育システム」研究グ

ノレーブρ:教育研究の「失敗」サブグループ。教育研究の「失敗J報告書 pp.139・168.

田中毎実 (2008). I相互研修型 FDJ秘織化の可能性京都大学高等教育叢書 2ι平成 16年度採択特色

GP報告書 pp.1-20.

谷村綾子(印刷中).全国自治体合併と教育費支出の動向 『公教育財源の効果的調達と配分方法に関する

総合的研究ー教育資金動向の調査研究』新教育システム開発ブロログラム研宛戎耕民告書 C研究代

表者高見茂). 

辻本雅史(印刷中).知の伝達メディアの歴史研究基盤研究 (B)

築山裕子・梅村高太郎・笹倉尚子・谷垣紀子・友尻奈緒美・林明日香・古川|裕之・小西佳世・高橋優佳・

中野江梨子・永山智之(印刷中).こころと身体の在り方につしての心理臨床学的瑚卒の試み一

心身症を通して 大学院教育改革支援プログラム「臨床の知を創出する質的に高度な人材育成」

研究開発コロキアム報告書.

ゃまだようこ(印刷中).フィールドの語りをとらえる質的心理学の研究法と教育法(基盤研究 B

16330131研究代表者)

山崎貴子 (2007).方向付けと選択可能性にみる若者の職業展望の4分無イ可が若者の職業展望を規定する

のか一平成18年度「魅力ある大学院教育jイニシアティブ京都大学大学院教育学研究科「理論・

実践融合型による教育学の研究者養成」研究開発コロキアム研究成果報告書『新しし、青年世代の

生活と意識に関する実証的研究』

山崎貴子 (2008).雑誌『婦人倶楽部』における戦時期の職業婦人イメージ情報・メディア・コミュニケ

ーションの相会的喰割と機能に関する実言回句研究 京都大学グローノミノレCOEプpログラム「心が

活きる教育のための国際的拠点」研究開発コロキアム研究成果報告書

山崎徳子・勝浦虞仁・川上大介 (2007).保育・教育実践に貢献しうる研究アブpローチの構築一人の生き

る場の「あるがままJに迫る方法論とは一 平成 19年度研究開発コロキアム報告書.

6. 翻訳

ベッカペC.(2007). ~死の体験』の韓国語訳、 Seo叫:T凶虫ingBaeksung Publishing、pp.1-300. (こミ
ッカペ C.(1992)死の体験法蔵館)

遠藤利彦・北山修(監訳)(2008).ピーター・フォナギー(著)愛着理論と精神分析誠信書房

遠藤利彦・谷口弘一・金政祐司・串崎真志(監訳)(2008). W・スティーヴ、ン・ロールズ，ジェフリー・A.
シンプソン(編)成人のアタッチメント:理論・研究・臨床北大路書房

福田斎 (2007).第 11章治療的な制限設定山中康裕(監訳)プレイセラピー関保性の営み 日本評論

社 pp.177・197.(G.Landreth. (2002). Play Therapy : Thθart of relationship) 
石井佑可子 (2008).成人の近しい関係における葛藤一アタッチメントの視点からー遠藤利彦・谷口弘

一・金政祐司・串崎真志(監訳)成人のアタッチメント:理論・研究・臨床 北大路書房 pp.

238・267.
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角野善宏 (2007).第6章プレイセラピスト 山中康裕(監訳)プレイセラピ一関係性の営み 日本評論

社 pp67-88. (G.Landreth. (2002). Play Therapy: Themωf  relationship) 

金田みずき(印刷中).第9章記憶と知覚苧阪直行(監訳) 意識の脳内表現一心理学と哲学からのア

ブρローチ-培鵬官 (Rose，D.(2006)αIJ1sciousness: Phmω~hical， p砂Tchologicaland nθural 

thθ臼ゴes.Oxford University Press.) 

川崎良孝 (2007).ジョン・ E.ブッシュマン(著)民主的な公共圏としての図書館:進公共哲学の時代に

司書職を位置づけ持続させる 京都大学図書館情報学研究会:日本図書館協会(発売)

川崎良孝 (200吟.ダグラス・レイバー(著)司劃哉と正当性:公立図書銅騒(PublicLibrary Inquiry) 

のイデオロギー 京都大学図書館情報学研究会:日本図書館協会(発売)

川崎良孝.} 11崎イ封t子・村上加代子 (2007).アメリカ図書館協会知的自由部(編)図書館の原則改訂2版

ー図書館における知的マニュアル(第7版) 日本図書館協会

川崎良孝・楼井待子・村上加代子 (2007).呉建中(著)21世紀の図書館:世界のなかの中国の図書館京

都大学図書館情報学研究会:日本図書館協会

田口瑛子・川崎良孝・村上加代子 (2008).キャスリーン・デ・ラ・ペーニャ・マックック著，訳『アメリ

カ公立図書館職入門 京都大学図書館情報学研究会:日本図書館協会

数井みゆき・遠藤利彦・~tJ ll恵(監訳) (2008).ハインツ・ブリッシュ(著)アタッチメント障害とその

治療:理論から実践へ誠信書房

黒江ゆり子(監訳)(2007). ~クロニックイルネス一人と病いの新たなかかわりJl.医学書涜.(間.Lubkin， 

PD. Larsen (2002). Chronic IIlness: Impact and Intervention (5由).， Jones and Barlett 

Publishsers) 

小林信一 (2008).アタッチメントにおける精神生物学的観点戸生涯にわたる健康への示唆-遠藤利彦・

谷口弘一・金政祐司・串崎真志(監訳)成人のアタッチメント:理論・研究・臨床北大路書房

pp.220・235.

久保明子 (2007).第10章促進的な応答の特性山中康裕監訳) プレイセラピ一関係性の営み 日本

評論社 pp.49・176.(G.Landreth. (2002). Play Therapy : The art ofrelationship) 

前田拓人(訳)(印刷中)官lomasMacho (吾首d 第1回グローバルCOE主催京都大学・ベルリン白

由大学共同国際シンポジウム「幸福とリスクj発表原稿

前田拓人(訳)(印刷中) Jurgen Korner (著)Menscheliches Gluck 第 1回グローバルCOE主催京都

大学・ベルリン自由大学共同国際シンポジウム「幸福とリスク」発表原稿

松本健三 (2007).海外文献割線一世界における心理療法精神療法， 33，780・781. (L. P. Rehm (Ed.) 

(2007). Psychotherapy around the globe， Journal of Clinical Psychology: In Session， 63 pp. 

707・790)

西浦太郎(訳)(印刷中).本来の自分を探し求める旅をはじめて:アイデンティティの危機に陥った中年

男性との箱庭療法箱庭療法学研究.(阻m，BoAi (2008). Starting on a Journey in search of 

Myself : A Case Study of Sandplay Therapy with a middle-aged Man in Identity Crisis.) 

西津伸太郎 (2007).プレイセラピーの諸問題山中康裕(監訳) プレイセラピー関係性の営み 日村平

論社 pp.213-226. (G.Landreth. (2002). Play Therapy : The art ofrelation必ip)

大塚結喜(印刷中).機能主義 Iの近年の発展-ホムンクルス機能主義一 苧阪直行(監訳) 意識の脳内

表現一心理学と哲学からのアプローチ- 培風館 pp. 215・238. ( Rose，D.(2006) 

Consciousness: Phi1αsophical， p，砂担hol(伊~alandnθ山W.theones. Oxford University Press) 0 

小野文生(訳)(2007).ヘルマン・シュヴェンゲル「社会J(Hermann Schwengel，仇sellschafd Ch.ヴ

ルフ(編著)藤川信夫(監訳)歴史的人間学事典第1巻勉誠出版

小野文生(訳)(2007).ゲルブルク・トロイシュ=ディーター「ジェンダーJ(Gerburg Treusch=Dieter， 

仇'Schlecht) Ch.ヴノレフ(編著)藤川信夫(監訳)歴史的人間学事典第1巻勉誠出版

苧阪直行(印刷中).(監訳)意識の脳内表現~心理学と哲学からのアプローチ-培風館 (Rose，D 
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(Noddings，N.(1992) The臼 'aJj臼伊 toCare in &hools: An A1加盟a白・'veApproach to 

E臼uca白vn.Teachers College Press.) 

謝玲糸 (2007).山中康裕(監訳) 第 15章プレイセラピーの中の子どもたち プレイセラピ一関係

性の営み 日本評論社 pp.233-253.(G.Landre仕1. (2002). Play Therapy: The mτof 

relation必ip)

清水亜紀子 (2007).第9章関係性の始まり一子どものための時間 山中康裕(監訳)プレイセラピ一関

係性の営み 日本評論社 pp123・148. (G.Landreth. (2002). Play Therapy: The art of 

rela白'on必ip)

篠原郁子 (2008).妊娠前におけるアタッチメント障害への介入数井みゆき・遠藤利彦・北川恵(監訳)

アタッチメント障害とその治療:理論から実践へ 誠信書房 (Brisch，H. K (1999). 

Manifestations of Attachment Disorders Prior of Conception. In K. H. Brische (Ed.)， Trea泊19

Attachment Disorders from The01アtoTherapy. Klett Cotta Verlag.) 

篠原郁子 (2008).成人の対人関係における安全な避難場所と安全基地のケアギビングブρロセス 遠藤利

彦・谷口弘一・金政祐司・串崎真志(監訳)成人のアタッチメント:理論・研究・臨床 北大路

書房 (Feene区 C.B.， & Collins， L. N. (2004). Interpersonal safe haven and secure base 

caregiving pr，∞esses in adul仕lOod.In W S. Rholes & J. A. Simpson (EdsよAdultattachment: 

Thθory， research， and cJinjcal implica白vns.G凶 ford.)

須藤春佳 (2007).御ト文附対恭一箱庭療法の角械における 21のポイント 精神療法(鍋リ出版)，33(6)， 

776-777. (Martin KalfI (2007). Journal of sandplay therapy 16，( 1)，51-71.) 

高柳プ訴Ij(訳)(2007). ポール・スタンディッシュ(萄.斎藤直子著『内なる光:デューイ、エマソン

の道徳的完成主義と教育』書評近代教育フォーラム， 16，197・208.(N.S泊ω.(2005). The 臼eam

ofLig古川1J0ralPeIfectionism and Education in Dewey and Emerson. Fordham University 
Press.) 

田中史子 (2007).第4章子どもたちとは，第5章子ども中心セラピー 山中康裕(監訳) プレイ

セラピ一関係性の営み 日村平論社 pp.35・65..(G.Landreth. (2002). PlayTherapy: The 

art ofrelationship) 

山本和行(訳) (2007).張東矯(著)義務教育段階における学協墾択行為とそのソーシャル・キャピタ

ルの構造 日中教育学系合同シンポジウム 2007記念論文集

横井公一・辻河昌登(監訳)(2008).関係時申分析の視座一分析過程における希望と怖れ ミネルヴ、ア書

房 (Mitchel，S.A.(1993). Hope and Dread in Psychoanalysis.) 

7.辞典・事典

遠藤利彦(印刷中).アタッチメント他 17項目 佐藤学他(編)現代教育学事典東京書籍
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ブ場雄作 (2007).学生による授業制面の現状と課題京都大学m 研究検討委員会授業間面ワークショ
ッブρ

大塚雄作 (2007).FD法制化の意味と実状群馬県立女子大学

大塚雄作 (2007).大学教育言判面のあり方を考える一授業改善と説明責任の狭間で一名古屋大学文学部・

第 13回教育研究推進室ワークショッブロ

大塚雄作 (2007).授業アンケートの結果と分析京都大学第3回工学部教育シンポジウム

大塚雄作 (2008).FDの意義とその実践一回共同体の形成に向けて 関西地区m連絡協議会授業開面

ワークショッブρ 立命館大学

大塚雄作 (2008).FD義務化時代の大学教育と評価→教員・ TA・学生の学びの共同体の形成に向けて-

福岡教育大学

大域住作 (2008).FD法制化の意義と課題ー遠隔高等教育の新たなる挑戦に向けて 放送大学

対雄作 (2008).FD紘織化への挑戦と課題第1ミニシンポジウム・コーディネーター第 13回m
フォーラム立命館大学

大塚雄作 (2008).大学言判面剛苛の教育評価のあり方を問う一新たな学問学習共同体の形成に向けて-熊

本大学工学部・大学教育の質保証と評価に関するフォーラム基調講演

大塚雄作 (2008).FD法制化の意義と課題ーMOT教育の次なるステッブ1こ向けて-東京理科大学専門

職大学院総合科学技術経営研究科

大塚雄作 (2008).FD法制化の意義と課題一新たなる学問共同体の形成に向けて一分子科学研究所

大塚雄作 (2008).相互研修型 FDの来臨哉化をめぐって(特色 GP制面シンポジウム) 第 14回大学教



育研究フォーラムシンポジウム司会，京都大学

Ovama.Y~ (2007). Insights on distance education at KyoωUniversity. Centro de Innovacion Educative 

yDesa町 0110del Docente， Universidad de las Americas. Puebla， Mexico， June 2007. 

0vama. Y~ (2007). Faculty Development as learning community of professors: An experience in Japan. 

Centro de Innovacion Educative y Desarro11o del Docente， Universidad de las Americas. 

Puebla， Mexico， June 2007. 
大山泰宏 (2007).子どもの心育てを考える 奈良市立富雄南小学校講演会

大山泰宏 (2007).高校日割支に何を学ぶか奈良県立奈良北高等学校講演会

大山泰宏 (2007).学生に向き合い学生を理論卒するということ一大学改革の言説に流されず大分大学高

等教育開発センター大学院・学部合同FD講演会

尾崎真奈美 (2007).本来の自己を求めて:スピリチュアル・ヘルスの心理学的記述 スピリチュアリテ

ィ研究会夏のシンポジウム，逗子， 2007.6.24. 

尾崎真奈美 (2007).スピリチュアル・ヘルス:健康科学と心理学からのアブロローチ 医療におけるから

だとスピリチュアリティを考える会，大阪， 2007.7.14. 

尾崎真奈美 (2007).本来の自己との一致:心理学的記述と体からの気づき ユング心理学研究会，東京，

2007.9.20. 

尾崎真奈美 (2007).スピリチュアリティ測定・モデノレ化の目的・効用・限界と可能性:心理学の立場か

ら スピリチュアリティ研究会冬のシンホ。ジウム，東京， 2007.12.2. 

尾崎真奈美 (2007).中本、論文「スピリチュアリティの心理学研究の意義」に関する報告 トランスパー

ソナノレ心理学・精神医学会基礎研究会，東京， 2007.12.9. 

女尾崎真奈美 (2007).個の成熟:マズロー・フランクル・アサジョーリモデルより 日本トランスパーソ

ナル学会・中国支部基礎講座，福山， 2007.12.17. 

合尾崎真奈美 (2007).高次元意識に関する現代心理学による説明:その限界と可能性 サトノレエネルギー

学会・意識科学研究会講演会，東京， 2008.2.16. 

S団組。 J!(2007). VIsual cognition in multiple object environments. Invited talk at Department of 

Psychology， UniversityofNew South Wales， Sydney，Australia， 15， August， 2007. 

S担ki.J!(2007). VIsual cognition in multiple object environments. Invited talk at School of Psychology， 

University of Sy也ley， Sydney， Australia， 17， August， 2007. 

査本週 (2007).オブジェクト認識における時間 「認識と運動における主体性の数瑚歯科学」研究会，

国際高等研究所，京都， 22 September， 2007. 

S豆垣~.， Koike， T.， & DeBrecht， M. (2007). Salien句Tmap models for stimulus-driven mechanism in 

visual search: Neural and functional accounts. Invited Symposium a抗tIn凶1叫teぽrτ'na

Conference on Cognitive Neu旧1江ITody戸n羽amics2007， Shanghai， China. 

Sill臥 N!(2007). Philosophy of Educa白白， Teachers Co11ege. Columbia University. New York， U. S. A.， 

2 July-8August， 2007 (part-time). 

会Saito‘N!(2007). Skepticism， tragedy and pragmatism: Emerson， Dewey and Cave11.官lternational

Conference on Death and Spirituality" at Sogang University， Korea， 10 October， 2007. 

(Invited lecture). 

S泊ね N.(2007). Bの匂'I1dThe Gleam of L必11[.From Dewey ωCave11. Teachers Co11ege， Columbia 

University， New York， 18 July， 2007. 

女S出臥 N!(2007). Beyond the limits of Deweyan pragmatism: Dewey 



at School of Philosophy， Psychology and Language Sciences， University of Edinburgh， UK， 

January 7，2008. 
酒井博之・林創 (2007).2006年度工学部卒業研究調査の結果と分析ー追跡調査から見えてきたこと-

工学部・高等教育研究開発推進センター共催第3回工学部教育シンポジウム，京都大学

棲井芳雄 (2007).脳と機械をつなぐ~ブレインーマシン・インタフェースの進展，.....， i脳を育む」シリー

ズ講演会，大阪， 2007.3.24. 

合楼井芳雄 (2007).究極のオルガテクノ:ブレイン・マシン・インタフェース オルガテクノ国際会議

2007，東京， 2007.7.18. 

土佐藤卓己 (2007). <8月 15日の神話>の超克 韓国言論情報学会，延世大学

土佐藤卓己 (2007).“終戦'の記憶を聞い直す一世界の中の日本 日文研ミニシンポジウム，日文研ホール

*佐藤卓己 (2007).教育将校・鈴木庫三の軌跡ト一日本大学助手から↑静夜局情報官へ 2007年度日本大学

教育学会秋季学術研究発表会， 日本大学文理学部

吋左藤卓己 (2007).情報宣伝から世論調査へ一戦後「世論」の正立史一 日本世論調査協会大会，中央大

学記念館

佐藤卓己 (2007).戦争とメディア、そして生活(第二部司会とコメント) 科研「東アジアメディア産

業研究」シンポジウム，東京大学

*佐藤卓己 (2007).ファシスト的公共性の射程:<<ナチ宣伝))か《ナチ広報))か 日本広告学会全国大会，

JR京都駅前メルバルク KYOTO
荘島幸子 (2008).私の質的研究ー性同一性障害/トランスジェンダー研究- 中部質的心理学研究会

合本多万俊夫 (2007).人間科学:当事者と研究者の協同的実践 第 24回日本家族研究・家族療法学会，

2007.5.25・27.

Suo.man.T. (2007). Phase transition in the development of ‘communication' of the Vitae systems: 

Revitalization of a rural depopulated位 eain Japan.官leinternational conference on Vitae 

Systems: New paradigm for systems science， Kyoto， Japan， December 1-2， 2007. 

髭杢堕 (2008).ティーチング・ポートフォリオと授業改善滋賀県立大学人問看護学部FDセミナー

唱 UZl北i.S! (2008). Die Zukunft verhandeln: Risikoforschung und Bioethik in Japan und Deutschland， 

Wissenschaft zwischen den Kulturen. Wie Deutschland und Japan voneinander lernen. 

Historische Aspek舵 undaktuelle Entwicklungen， Berlin-Branden burgische Akademie der 

Wissenschaften 13. Maerz 2008 

童基1f(2007). これからの学校経営ー管理職のリーダーシップを考える 長岡京市教育支援センター主

催講演会

直且亙 (2007).学校の管理運営の状況監査法人トーマツ学機平価誠子研修

高見茂 (2008).学自車携を考える-学校劉請と企業CSR 野洲市教育委員会・栗東市教育委員会・京都

産業大学包括連携協定締結記念教育フォーラム講演

竹内みちる (2007).産むことと育てることの切り離しをめぐる家族規範 日本グループ・ダイナミック

ス学会，ショート・スピーチ(社会問題)，名古屋大学， 2007.6. 

田中耕治 (2007).学力と評価の新しい地平愛知教育大学附属名古屋中学校第50回教育研究発表会

田中耕治 (2007).学力と評価の新しし、考え方一生きて働く力を求めて一新潟大学教育人間科学部附属

長岡小・中学校教育研究協議会

田中耕台 (2007).教育評価の新しし、考え方一生きて働く力を求めて- ~悔道教育評価研究会第 40 回大
-̂-、
コミ

田中正之 (2007).こどもの育ち方~ヒトとチンパンジーの同じところ、違うところ~全国私立保育園

連盟青年会議， 2007.11.15. 

田中康裕 (2007).ユング、派心理療法と錬金術の論理 日本ユング心理学研究所， 2007.6.17. 

田中康裕 (2008).心理現象としての<解離> 日本ユング心理学研究所， 2008.1.13. 

田中慶江 (2007).青年期の自分探し イ弗教大学四条センターセミナー講師，悌教大学四条センター，

2007.9. 

友久茂子 (2007).現代社会と若者の心神戸市PTA家庭教育アカデミー講師神戸市総合教育センター，

2007.6.20. 

d
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友永雅己 (2007).チンパンジーにおける社会的認知とその発達一顔の認知を題材として一 日本基礎心

理学会2007年度第1回フォーラム『系統発生的視点から見た知覚，認知1立教大学新座キャン

パス 2007.6.30. 

友永雅己 (2007).チンパンジーの心を探る-中期目標・中期計画一第 10回 8AGAシンポジウム「こ

れからの類人猿研究J 上野動物園，東京大学， 2007.11.17・18.

友永雅己 (2008).こころを読むことの進化-比較認知科学からの示唆一 日本発達心理学会第四回大会

シンポジウム ~Iこころを読むJ ことの発達・進化・障害j]，大阪市 2008.3.19・21. (抄録:発表

論文集， 120)

辻本雅史 (2007).江戸の学習文化と日本の教育 日中教育系合同シンポジウム2007，京都大学芝蘭錦官

辻材蝕 (2007).江戸の「学びJと今の「教育J NPO法人国際生涯学習文化センター市民講演，大阪

科学技術センター (NHKラジオ第2放送「文化講演会J12月 16日21:00・22:00放送)

*内田由紀子 (2008).文化心理学から見た文化とこころ 早稲田大学文化人類学会第9回大会総会シンポ

ジウム「文化概念の再構想一一心理学・経済学との対話を通してJ，早稲田大学， 2008.1. 

Uchida. Y~ (2008). How social relationships affect well-being? 80cial support and仕iendship也 Japan

and吐leU.8. 京都大学グローノミノレCOEブρログラムこころが活きる教育のための国際的拠点共

催第3回こころの未来ワークショッブρ:"8∞io Cultural Aspects of Emotion Regulation and 

Psychological Well-being"， March， 2008. 

魚野手羽太 (2008).表情が視線による注意シフトに与える影響一定型発達者とアスペルガー障害における

検討-特定領域研究「実験社会科学j集団班ワークショップ，北海道大学

渡遠洋子 (2007).生涯学習支援を考える 日本看護学教育学会第 17回勃荷大会，福岡国際会議場(九州

大学)

渡漫洋子 (2008).~おとな』を『おしえる』という考え方のすすめ看護教育研修会，京都大学F付属病院

看護部管理室

会ゃまだようこ (2007).老年期にライフストーリーを語る意味 日本老年看護学会

会ゃまだようこ (2007).ナラティヴ(物語・語り)アプローチと家族研究 日本家族研究・家族療法学会

ゃまだようこ (2007).ナラティヴの聞きかた・分析のしかた 日本赤十字看護大学大学院

Yamada.Y~ (2007). Generative life cycle model. Invited lecture at University ofVienna， 17 August. 

Yamada.Y~ (200吟.Image map ofmy life. Invited lecture at University ofVienna， 14August. 
手並幼滋郷白 (2007).養徳克族語教育設展輿正名運動 第三届社曾轄型園際舎議(牽湾第一民族:稜展，

自治輿人類安全)，台湾

雅幼滋郷白 (2008).原住民族正名運動台東大皐南島文化研究所，台濁

11.受賞歴

重盗主 (2007).2007年度日本視覚学会夏期大会ベストフ。レゼ、ンテーション賞(査造主・山本洋紀・花川

隆・麻生俊彦・浦山慎一・福山秀直・江島義道 (2007).遮蔽された物体の低次視覚里子V1N2に

おけるトポグラフィックな表象:fMRI研究 日本視覚学会 2007年度夏季大会，愛知県豊橋市，

ホテル日航豊橋， 2007.7.23-25.)

二見隆亮 (2007).大阪YMCA創立 125周年研究フォーラム研究フォーラム賞

服部裕子 (2007).International Ethological Conference. Poster talk賞(第 3位)

林創 (2007).平成 19年度「発達科学研究教育奨励賞J 財団法人発達科学研究教育センター

日下部達哉 (2008).日本比較教育学会 平塚賞(受賞決定 2008年 6月授賞式)

李基原 (2007).京都大学教育学研究科同窓会国際論文賞受賞

松野響 (2007).2007年度日本基礎心理学会優秀発表賞

小川絢子 (2007).財団法人発達科学研究教育センター平成 19年度「発達科学研究教育奨励賞J受賞

童杢週 (2007).2007年度電子情幸院通信学会マルチメディア・仮思環境基礎研究会第 1回MVE賞(高

橋康介、渡漫克己との共同受賞)

斎木潤 (2008).2008年 ヒューマンインタフェース学会研究会賞(高橋康介、渡漫克己との共同受賞)

篠原郁子 (2007).平成 19年度日本心理学会優秀論文賞(篠原郁子 (2006).乳児を持つ母親における



mind-minde血 ess測定方法の開発-母子相互作用との関連を含めて一 心理学研究， 77， 

244幽252.)

篠原郁子 (2007).平成19年度「発達科学研究教育奨励賞」 財団法人発達科学研究教育センター

荘島幸子 (2007).2007年日本質的心理学会第4回大会研究発表優秀表現奨励賞

山本洋紀 (2007).2007年度日本視覚学会夏期大会ベストブ。レゼンテーション賞(番浩志・山本洋紀・

花川隆・麻生俊彦・浦山慎一・福山秀直・江島義道 (2007).低次視覚里子V1N2における遮蔽さ

れた物体のトポグラフィックな表象と事前知識がその表象に与える影響:岱iJRI研究 日本視覚

学会2007年度夏季大会，愛知県豊橋市，ホテル日航豊橋，2007.7.23-25.(VISION， 19(3)タ

178・179).)

1 2.社会的貢献等(教員に限定)

藍田宏:和歌山県立日高高校スーパーサイエンスノ¥イスクーノレ講義 「視覚の不思議と脳鱗巨J(2007年 7

月 12日)

Becker. C. : r爆問学問j にて『宗教学と死生学の紹介JI2月26日NHK総合テレビ

遠藤手Ij彦:日本心理学会常任編集委員 ('"'-'2007年 11月)、日本教育心理学会常任編集委員、日本発達心理

学会編集委員、日本赤ちゃん学会評議員

藤田和生:日本心理学会領棚IJ委員、日本心理学会国際委員会委員、日本学術会議連携会員、日本動物心

理学会常任理事、動物心理学研究編集長、関西心理学会常任委員、 Primates誌編集委員

伊藤良子:日本遡鋭寮法学会常任理事、日本遺伝カウンセリング学会評議員、日本心理学会心理学ワール

ド編集委員、学校法人神戸女学院評議員、日本学術振興会科学研究費委員会専門委員

川崎良孝:日本図書館研究会理事長、日本図書館情報学会理事、京都大学図書館情報学研究会会長

子安増生:日本発達心理学会常任理事、同理事長、よみうり子育て応援団講師(護費新聞社大阪本社)

撞是主:日本心理学針~議員， 日本教育心理学会常任編集委員・優秀論文賞選考委員、日本認知科学会運

営委員， 日本認知心理学会運営委員・編集委員・大会期子委員， Psychologia Associate Edi町，

京都市研究開発学校運営指導委員会委員

桑原知子:日本箱庭療法学会常任理事、編集委員長、中央教育審議会専門部会委員

松下佳代:日本教育方法学会理事，日本カリキュラム学会理事，教育目標・評価学会理事，大学教育学会

理事，京都高等教育研究センター研究員，学校図書算数教科書著作者

溝上|真一:日本青年心理学会理事、大学教育学会理事、広島大学高等教育研究開発センター客員研究員、-

International Conference on the Dialogical Self、Scienti五cCommittee委員、兵庫教育大学客員

准初受、・比治山大学高等教育研究所客員研究員、財団法人電通育英会・大学生調査アドバイザー

苧阪直行:日本字付桧議噺と意識」分科会委員長、心理学評論刊行会代表・心理学評論編集委員長、文

部科学省・科学技術・学令w審議会・脳科学委員会委員

大塚雄作:日本教育心理学会常任編集委員、日本テスト学会監事、大学季刊面・学位授与欄脊観q大学機関

別認証音刊面委員会委員、特定非営利活動法人実務能力認定機構理事

大山泰宏:医療法人竹村診療所非常勤カウンセラ一、日本臨床心理士会総合企画・事業委員会委員

佐藤卓己:日本マス・コミュニケーション学会理事、国際日本文化研究交流財団招致・派遣事業審査会委

員、 読売新聞社読書委員、朝日新聞樹緬審議会委員、放送分野におけるメディア・リテラシ

ー耕オの普及・啓発に関する調査研究会(総務省)委員

杉万俊夫:公開パネノレデ、イスカッション「第 4回自立を目指す市町村元気サミット・イン・智頭J(企

画・講演・パネル司会.

髭杢担:アジア教育研究会の主宰

鈴木晶子:日本判桧議・教育学・心理学委員会・心と身体から教育を考える分科会・委員長、同・社会と

科学委員会・科学力増進分科会・副委員長、同・環境リスク分科会・委員、同・医学教育分科

会・委員

亘Z亙:京都府教育委員会「まなひ激育推進プランJ政策立案委員会委員、同「学校の紘織運営の在り方

研究会」委員、日本教育行政学会理事、関西教育行政学会会長、広陵町都市計画審議会委員



田中耕治:京都府学力向上検討委員会座長

田中毎実:教育哲学会常任理事、日本教育学会編集委員、教育思忍史学会理事、大学教育学会常任産事)

社会的活動、日本学令除議連携会員、山形大学『樹氷プρロジェクト』諮問委員、大阪大学大学教

育実践センター外部評価委員、文部科学省中央教育審議会専門委員

田中康裕:日本臨床心理士資格認定協会評議員、日本箱庭療法学会理事、日本ユング心理学会常任理事

辻材肢:日本股忠史学会会長、教育史学会理事・事務局長、関西教育学会理事・副会長、日本教育学会

理事、日本学術会議連携会員、放送大学(テレビ科目) r教育の社会文化史'04J主任講師、奈良

県教育委員会教育懇談会会長、心学明誠舎理事、石円心学会理事

平石界:日本認知科学会常任運営委員、日本人間行動進化学会常務理事

渡遺洋子:社会教育主事講習講師、滋賀県人権施策推進委員、滋賀県高島市人権施策十鎚懇話会、京都市

ユースサービス協会理事

ゃまだようこ:日本質的心理学会常任理事、日本発達心理学会理事、日本学術会議室携会員

つり
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ロゴマークについて

本拠点のテーマで、ある、有能感・達成感・生命感が合わさって幸福感(心が活きる状態)が生ま

れる様子を、 3つの色が重なり合い中心に白い空間が生まれることで表現しています。

このデザインは、京都大学学術情報メディアセンター客員教授奥村昭夫先生によるものです。奥

村昭夫先生は、ロート製薬・ディアモール大阪シンボ、ルマーク、グリコのCI、グリコ・月桂冠・

田辺製薬・牛乳石鹸・近鉄百貨屈のパッケージデザインなどを手がけた著名グラフィックデザイ

ナーです口

htto://www.okumura-akio.com/ 

About Our Logo 

The white part of our COE project logo indicates how a sense ofhappiness or revitalizing 

conditions for hearts and minds is formed when three themes of our project， a sense of 

competence (capability)， a sense of accomplishment， and a vital sense of life overlap. 

This design was created by a visiting professor， Akio Okumura， Academic Center for 

Computing and Media Studies， Kyoto University. Prof. Okumura is a well-known graphic 

designer who created a number of designs such as symbol marks for Rohto Pharmaceutical 

Co.， Ltd.， and Diamor Osaka， CI Mark of Glico， and various package designs for Glico， 

Gekkeikan， Tanabe Seiyaku Co.， Ltd. ， Gyunyu Sekken， and Kintestu Department Store. 

For further information on Prof. Okumura， please refer to 

htto:/ /www.okumura-akio.com/ 
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総vif器Ii話路霊 Edu(窃話番鶴おr喜子議錨??zi草 地 譲rts窃議長暴露融お

Our Center conducts research on 
revitalizing education for d，vnamic 
heαrts αnd minds through thc 
academic disciplines of psychologv 
and educatiOllal studies. Ollr diverse 
concentrations includc philosophy 
and history in cducation， cognitive 
studies， neuropsychology， comparativc 
psychology， devclopmental psychology， 
clinical psychology， lifeJong learning， 
media studies， and cultural studics. 
Our researchers in psychology and 
edllcational studies come from 
the Graduate School of Education 
(Depmtments of Education and Clinical 
Studies of Education)， the Institute for 
the Promotion 01' Excellence in Higher 
Education (Section 1)， the Graduate 
School of Letters (Department of 
Psychology)， the Graduate School of 
Hllman and Environmental Studies 
(Departmcnt of Human Coexistence)， 

and KokolV Resem'ch Center. 
Ollr Center takes three approaches 

to seeking knowJedge: enlpirical 
studies that analyze problcms， clinical 
studies that deepcn understanding of 
problems， and practical studies that 
CaITy out solutions to problcms. The four 
research units arc: (A) Basic Processes 
Unit， which conducts rescarch on both 
vital and non-vital states 01' mind; (B) 
Systems Unit， which conducts research 
into the dcsign of systems nccessary 
for rcvitalizing education for dynamic 
hearts and minds， as well as methods 01' 
cxplaining and applying thcse to socicty; 

(C) Support Unit， which researches 
the kinds 01' psychological support 
and educational commitments that a1'c 
effective in revitalizing edllcation for 
dynamic hearts and minds and puts these 
into practice; and (D) Development and 
Eνaluαtion Unit， which evaluates the 
theories and practices proposed by each 
unit， and is implementing a project cal1ed 
“Cross-Cultural Rescarch on the Scnsc 
of Happiness." 
The Center aims to devclop prom同

inent， incisive， broadminded researchers 
in psychology and educational studies 
capable of publishing in acclaimed 
international academic journals and 
presenting papers al international 
conferences and meetings. To accom“ 

plish this， we are developing an 
educational system that wiI1 enable 
the Centcr to offer !!raduate education 
programs in psychology and cducational 
studies. The Center will also reinforce 
its position as an intemational nexus 1'or 
research and cducation through o1'ficial 
acadcmic exchange ag1'eements with 
highly regarded research institutions 
abroad， inc1uding Michigan University， 
Lancaster University， the China National 
Institutc fo1' Educational Rescarch， 

Beijing Normal University‘ the Free 
University of Berlin， and the Institute 
of Education at London University. 
The aim is to create 
in Kyoto University 
a meeting pJace for 
scholars in psychology 

and educational studies from a11 over the 
wor1d. 

We hope that this integration wil1 
(a) achieve significant developments in 
the humanitics discip1inc within Kyoto 
University and in academia as a whole; 
(b) promote scholar1y information 
and understanding， whichin tum wil1 
promote social reform and innovation; 
and (c) facilitate wider engagement 
in effective and fruitful educational 
practlce. 

在ducation

Figure 1. Main Academic Disciplines Covered by the Center 

III-treatment of children， domestic. violence， 
bullying句 violencein schools and children's 
refusal to a1tend schools， juvenile delinquency， 
crimes， 11l0ral hazard， international disputes and 
wars， environmental disruption" 

Figure 2. A Schematic Representation 

A
斗
ム



タ知限柑バル~廷閥臨3説説党党糊:務明袋愈鉱創g叫(はi祝涜笈戎家家￡釧I沖iオ| […川川I三;

さ裕言!台I言!空-山!巳.ち川!きτ1空竺台i号I台i空空I空空i官ηさ主叩!ぎ?η日.台台!ミさirJIソ11巳きη川?合i芝需ii台ω?竺ωきお与恒づ?台I三手Iぞ5弓.雪I手I空ι1雪ι雪日三 l 

国際的に活趨

ささる視野ω
広い珂究者ω
脅威奄目指~

臨麟盟韓罷難響額

http://www.educ.kyoto剛 u.ac.jp/gooel

平成19年度"'23年度 (人文科学分野)

拠点リーダー:子安増生(教育学研究科)

趣旨

①京都大学の心理学と教育学の有機的連携

②国際的ネットワークの形成

③大学院からテニュア取得までの人材育成

特 色

①実証学・実践学・臨床学の三学連携

②基礎過程(A)、システム(B)、サポート(C)、

開発評価(D)の四ユニット体制

各種公募の採択が決定されました。

アピールする申請書はどう書けばよい?研究費は何に使える?

詳しくは、説明会にどうぞ! 登録院生等は自由に参加できます。

日時:2007年10月4日(木)午後1時""2時
場所:教育学部1階第二講義室

「心が活きる教育のための国際的拠点jが採択されました。

京都大学の心理学と教育学が連携して、 「国際化Jr人材育成」を柱に

平成19-23年度の5年間実施します。詳しくは、説明会にどうぞ!

日時:2007年7月20日(金)午後5時""6時
場所:教育学部1階第1講義室

助教 2名.大塚結喜・楠山研 (応募者21人)

研究員3名 A慶瀬信之・B小島隆次・D棲井里穂(応募者30人)

※ユニットCの研究員は再募集の予定

(応募者6人)海外留学経費:採択5人

(応募者16人)

研究開発コロキアム採択23件(応募23件)
-グ口-/¥}レCOE事業として8件
-教育実践コラボレーションセンタ一事業として6件
.大学院GP事業として9件

事務局員高井まゆみ・島崎暁子

今回採択され捗かっ定量録音事、

各珊完7，ロジxl'Jトぬ活動を通じτ、
ゲロ-I¥ILCOEとぬ関わりを持つ乞
い1:;1e<千ャ〉叉がおり彦lt。

拠点口ゴマーク決定

A
斗
A

院生養成研究費:採択14人

http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/gcoe/ 
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京都大学グ、口ーバルCOE

「心がj舌きる教育の国際的拠点J

.各種公募の結果

拠点ホームページに掲載しています

.研究開発コロキアム(後期授業)のスタート

シラパスで確認してください(教務掛)

・COE研究員(ユニットC)1名公募

平成19年11月9日(金)書留郵便必着

lt輩膚待.ドメステ4守q・ヴrW(オレ〉又
いじめ.本軍E様‘綾~カ
~þ符. 犯...モ号1レハザFド
虫血縁紛司F、.. ‘珊機櫛嶺

Revitalizing 

Education 

for Dynamic 

Hearts and 

Minds 

http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/gcoe/ 

第7回京都大学大学院教育学研究科国際シンポジウム

心の高次制御機能に関する国際シンポジウム

International Symposium 

on Executive Functions 

開催日 :2007年12月5日(水)， 6日(木)

場所:京都大学百周年時計台記念館
2階国際交流ホール111

一説演者 Speakersー

Thomas Goschke (Dresden University of Technology， Germany) 
Claire Hughes (University of Cambridge， UK) 

Shoji Itakura (Kyoto University， Japan) 
Michael J. Kane (University of North Carolina at Greensboro， USA) 
Masuo Koyasu (Kyoto University， Japan) 
Kang Lee (University of Toronto， Canada) 
Charlie Lewis (Lancaster University， UK) 
Akira Miyake (University of Colorado at Boulder， USA) 
Stephen Monsell (University of Exeter， UK) 
Louis S. Moses (University of Oregon， USA) 
Satoru Saito (Kyoto University， Japan) 
Priti Shah (University of Michigan， USA) 

共催 -京都大学教育研究振興財団

京都大学グ口-/¥}レCOEプログラム

「心がj舌きる教育のための国際的拠点J

詳細については以下のホームページをご覧下さい
http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/ 
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ヴロ-I¥ILCOE拠点形成記念公開シシポジウ心

「心が活きる教育に向かっ ~J
主 催:京都大学グローバルCOE r心が活きる教育

のための国際的拠点J

日時:2007年11月17日(土) 9時-18時

※12時-13時は大学院生のポスター発表

場所:京都大学文学部第一講義室、第二講義室

演者:子安増生，杉万俊夫，杉本均，鈴木晶子，辻本雅史，

西平直，藤田和生 3 山田洋子，大山泰宏，斉藤智，

粛藤直子，渡遺洋子

備 考:ご来聴歓迎、事前連絡等不要

連絡先:グローバルCOE事務局 (gcoe-jimu@educ.kyoto-u.ac.jp)

.膏0)カ 1

見.，.待.ド，，~.手ィマ'1.'1~イオレシZ
1000dI.牢量輸.械肉ーヵ
噂待‘犯...~，~."ザード
地蝿紛φ.戦..竃境破壇

Revitalizing 
Education 

for Dynamic 
Hear寸sand Minds 

詳しい・2ロヴ弓白容と'*: 
hUp://www.educ.kyoto-u.ac.jp/gcoe/ 



-助教の国際公募について

国籍不問、英語に堪能な者(1名)

公募期間:2008年1月21日-2008年3月31日
採用:2008年7月

※ホームページ「公募情報Jに募集要項を掲載

-院生対象説明会について:今年度報告様式と次年度募集
日時:2008年2月7日(木)午後5時-6時
場所:教育学部1階第二講義室

-ラウンドテーブ、jレテ、イスカッション:r若きサイコロジストの悩み

ー若手から見た心理学後継者育成環境のいま、これからJ
日時:2008年2月2日(土)午前9時30分-12時00分
場 所京都大学百周年時計台記念館2階国際交流ホールE
趣 旨若手助教、ポスドク、現役院生に、研究上の喜びゃ悩み、

将来への抱負などを語ってもらい、若手の目から見た心理
学後継者育成環境の現状を知り、より良いシステム作りへ
の提言に向けた前向きの討論をおこなう。

討論者・大江朋子(東京大学)大神優子(お茶の水女子大学)

片畑真由美(京都大学)後藤和宏(日本学術振興会・慶
藤義塾大学)米田英嗣(日本学術振興会・生理学研究所)
篠原郁子(京都大学)杉尾武志(同志社大学)十河宏行
(愛媛大学)高田明(京都大学)林創(京都大

司会者大塚結喜(京都大学)

http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/gcoe/ 

平成20年慮院生対象碍究費等ぬ公募閑柏。

講演・シシポジウb・ワーヴショ'"・・2も続々開催。

-平成20年度大学院生対象の「海外留学資金Jr院生養成プログラム

研究費Jr研究開発コロキアムJの公募を開始しました。 締め切りは
2008年2月29日(金)午後4時(郵便必着)です。募集要項(応募用紙
を含む)は、 GCOEホームページ「学内専用ページJに公開しています。

http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/gcoe/internal 

.r幸福とリスク Happinessand riskJ 
(第1回グローパルCOE主催国際シンポジウム)

日時:2008年2月20日(水)9時30分-18時00分
21日(木)9時30分-12時00分

場所:京都大学文学部(新館)第一講義室
講演者:Christoph Wulf教授(ベルリン自由大学)

Juergen Koerner教授(ベルリン自由大学)
Joerg Zirfass教慢(エアランゲ、ンーニュルンベルク大学)
鈴木晶子・藤田和生・河合俊雄・子安増生(京都大学GCOE)

・千住淳博士講演会「社会脳の定型・非定型発達 j

(第11回グローバルCOE共催講演会:ユニットA)

日時:2008年2月27日(水)10時30分-12時00分
場所:教育学部1階第一講義室

講演者:千住淳博士(英ロンドン大学パークベック・カレッジ、研究員)

・ユニットB主催講演会「繁栄と幸福に関する開発研究:ブータン王国
などの事例からJ(第4回グローバルCOE主催講演会)
日時:2008年2月27日(水)15時00分-17時00分
場所:教育学部1階会議室

講演者:草郷孝好氏(大阪大学・人間科学研究科)

3同開催ぬ講演会開催案肉

詳細はhttp://www.educ.kyoto-u.ac.jp/gcoe/

三村持博士講演会 (第12回グローバルCOE共催講演会:ユニットA)
主 催:日本ワーキングメモリ学会(第5回大会特別講演)
日 時:2008年3月8日(土)11時00分.....11時45分
場 所:京都大学文学部新館第三講義室
講演者:三村持(昭和大学医学部准教授)

・ユニットD主催講演会「ヘルス・コミュニケーションと環境:複雑なリンク
(第4回グローバルCOE主催講演会)
日 時:2008年3月14日(金)16時30分.....18時00分
場 所:時計台記念館2階会議室田

j費者:マルうトヒルコラクルス教授(スペイン・サラゴサ大学)

・ユニットC主催講演会rKyoto-ViennaInternational Lectures: 
Life-Span Development and Life Long LearningJ 
(第5回グローバルCOE主催講演会)
日時:2008年3月17日(月)13時30分-16時30分
場 所:8摺年時計台記念館2階国際交流ホール I
講演者:①Prof.Christiane Spiel @Dr. Georg Spiel 

・ユニットC主催f唱ildung-Psychology":Adevelopmental 
on educationJ (第6回グローバルCOE主催講演会)
日時:2008年3月19日(水)15時00分--17時00分
場 所:大阪国際会議場(日本発達心理学会大会の参加者対象)
講演者:針。f.Ghristiane Spiel 

・ユニットD主催講演会rWHO-QOL尺度:知覚される生活の質への実
証的アプローチJ(第7回ゲローバJレCOE主催講演会)
日時:2008年3月21日(金)12時45分-14時45分

所:大阪国際会議場(日本発達心理学会の参加者対象)
タ・ヒlレヱラクルス教授(スペイン・
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